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    　女子トイレの神様


    



    　その昔、トイレを掃除すると美人になれる、という歌が流は行やったらしい。当時の男どもはこぞって歌詞を引用し、「つまりお掃除フェラしたら綺き麗れいになれるってことだよ」などと世よ迷まい言ごとをほざいて恋人を惑わしたそうだ。やっぱりリア充って頭おかしい。というか、子供にこんな話をする父さんの頭がおかしい。さすがは国会議事堂にコンドームをバラまいた最凶最低の下ネタテロリスト。善ぜん導どう課に捕まって当然である。


    　しかしまあ、トイレを掃除すると美人になれるというのも、お掃除フェラしたら綺麗になれるというのも、あながち間違いではないのだろう。


    　誰もが避けて通る雑事を率そつ先せんして行おこなうことで、内面的な美しさが手に入る。これはきっと、そういう類たぐいのお話なのだ。


    　だから、


    「あの、奥おく間ま君。実はわたくし、マカロンを作ってきましたの」


    　なんか髪の毛みたいなものがはみ出してるアンナ先輩の手作りマカロンを食べることで、僕も内面的な美しさが手に入るに違いないんだよ……。


    　放課後の生徒会室。


    　僕はアンナ先輩に差しだされたマカロンを見下ろしながら、頑張って笑顔をつくっていた。


    「あ、はは。とっても美お味いしそうですね」


    「奥おく間ま君のことを考えて作りましたの。隠し味も入れてみましたのよ」


    　いや、隠し味が隠れてないですからね。物理的に。思い切り飛びだして自己主張してますから。自己主張っていうかほとんど事故ですよこれ。


    　しかし、もじもじとはにかみながら早く食べてみてくださいましとばかりに潤うるんだ瞳ひとみを向けてくるアンナ先輩の気持ちを踏みにじるのも気が引けて、僕はマカロンを一つ手に取る。


    「……」


    　谷や津つヶが森もりのエロ本奪取に成功し、ソフィア・錦にしきノの宮みや主導の強制署名運動をぶち壊してからしばらくが経たち、暦は早くも六月になっていた。


    　性に関する知識を一切もたないアンナ先輩が、身体からだだけ性に目覚めてしまってから早一か月以上が経つ。けれど本能の赴おもむくままに暴走するアンナ先輩のアプローチは留とどまるところを知らず、僕は途方に暮れていた。


    　愛ゆえの行動は絶対的に正しいと信じているアンナ先輩に「それは卑ひ猥わいなことなんです。やっちゃいけないことなんです」と言っても聞く耳をもたないだろうし、そもそもそんなことを教えたら退学処分を食らってしまう可能性が高い。かといって、性知識をもたないアンナ先輩のアプローチに応こたえてしまうわけにもいかない。それはアンナ先輩に対してあまりに不誠実な対応だと思うからだ。


    　いつもなら事情を知る華か城じよう先輩がそれとなく振ってくれる仕事を口実に逃げたり、その猛烈な存在感でアンナ先輩を萎なえさせてしまう轟ごう力りき先輩にくっついてまわったりして難を逃のがれるのだけど……いまは生あい憎にくどちらも生徒会室におらず、僕はアンナ先輩と二人きりになってしまっていた。


    　華城先輩はなにやら所用で今日は生徒会を休んでいて、頼みの綱だった轟力先輩は急に体調を崩してしまい、先ほど保健室に行ってしまったのだ。


    「奥間君？　どうしましたの？　……もしかして、甘いものは苦手でした？」


    「え？　あ、いや、そんなことないですよ」


    　毛の生えたマカロンを前にして固まる僕を見て、アンナ先輩が悲しげな顔をする。


    　僕の中にあるなけなしの良心がちくちくと痛む。


    　デートとかそういうのは、僕とアンナ先輩両方の貞てい操そうに危険が及ぶから、避けるしかないわけだけど……手作りのお菓子まで遠慮するのはやっぱりやりすぎだろうか。


    　僕は覚悟を決めた。


    　ええい、髪の毛マカロンがなんだ！


    　愛液クッキーに比べれば全然マシだろ！


    　あれ？　なんか感覚が麻ま痺ひしてないか？　などと我に返りそうになる自分をごまかし、僕はマカロンを口に放りこんだ。


    「うん、美お味いしいですよ、アンナ先輩」


    「ああ、よかったですわ」


    　アンナ先輩が天使のような笑顔を浮かべる。その嬉うれしそうな顔を見て、僕も思わずほっこりとした気分になる。


    　生徒会業務の息抜きも兼ねて、僕はその手作りマカロンを続けて口にした。


    　うん、舌触り滑なめらかな髪の毛の感触を除けば、まるでお店で売っているみたいな完成度だ。やっぱりアンナ先輩はすご……ん？　


    「ふふ、ふふふ」


    　……気のせいかな。なんだか、アンナ先輩の雰ふん囲い気きが急に変わったような……。


    「あの……アンナ先輩？」


    　恐る恐るアンナ先輩のほうに顔を向けてみる。そこには自分の身体からだを抱きしめてなにかに打ち震えるようなアンナ先輩の姿があった。つい先ほどまで天使のような笑顔を浮かべていた可愛らしいお顔は、織物めいた銀髪に隠れて窺うかがい知れない。


    　髪の毛の隙すき間まからは、にちゃあ、と湿ったような笑い声が漏もれ聞こえた。


    「ああ、奥おく間ま君が、わたくしの身体から染み出す愛の蜜みつの詰まったマカロンを食べてくださいましたわ」
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    　アイエエエ!?　アイエキ!?　アイエキナンデ!?


    　な、なんだよチクショウ！　髪の毛はフェイクかよ！　結局ラブジュースも入ってるじゃないか！


    　マカロンを持ったまま固まる僕をよそに、アンナ先輩はなおも続ける。


    「あああっ、それに愛の蜜みつだけでなく、わたくしの、た、体毛まで、あんなに美お味いしそうに……わたくし、ああ、なんでしょう、とても身体からだが熱くなってきましたわ……」


    　おい、なんだよこれ。髪の毛どころじゃねーよ。異物混入の万国博覧会だよ。


    　てゆーか、こんだけ異物混入しといてちゃんと美味しいってどういうことなんですかね。そこらのメシマズさんと違ってちゃんと味見もしてるってことですか。愛液と砂糖の理想的な分量とか、独自に発見しちゃってる感じなんですか。


    「ああ、もっと、もっとわたくしを食べてくださいまし……今度は、直接……新鮮なものを……」


    「あ、あの、アンナ先輩……？」


    　僕が異物混入マカロンとアンナ先輩の異次元料理スキルに思いを馳はせていたところ、アンナ先輩が完全に発情しきった顔で僕を見つめていた。目は潤うるみ、息は荒く、もじもじと太ももを擦こすり合わせている。これはいけない。


    「そ、そうだ！　僕ちょっと、クラスの人から頼まれ事してるんでした！」


    　いまにも襲おそいかかってきそうなアンナ先輩に背を向け、僕は生徒会室を飛びだした。


    「あっ、お待ちになってくださいまし、奥おく間ま君っ」


    　案の定、アンナ先輩が追いかけてくる。


    　アンナ先輩の身体能力は異常だ。


    　少しスタートダッシュで差をつけたくらいじゃあ、すぐに追いつかれてしまう。


    「どこか、どこか隠れるところ……っ」


    　廊下を曲がって、走りながら周囲を見渡す。


    　すると僕の目に、赤と青のシンプルな表示が目に入る。


    　それは学校の校舎という空間で逃走している最中、必ずと言っていいほど隠れ場所に選ばれる究極のパーソナルスペース、トイレだった。


    　……いやいや、トイレってそれ、袋の鼠ねずみだから。犯してくれって言ってるようなもんだから。


    　とは思うものの、アンナ先輩の足音は既にすぐそこまで迫っている。ほかに身を隠せそうな場所も周囲にはない。もたもたしていては隠れる間もなく捕まって、あんなことやこんなことをされてしまうだろう。


    「……ええい、一か八ばちか！」


    　僕は咄とつ嗟さの判断に身を任せ、トイレの個室に飛び込んだ。


    「……奥間くーん？」


    　僕がトイレの個室に滑り込んだその刹せつ那な。


    　曲がり角を曲がってきたらしいアンナ先輩の声が廊下から響く。


    　僕は個室で息を潜ひそめながら、音を立てないようゆっくり鍵かぎをかけた。


    「ああ、そういうことですの」


    　と、アンナ先輩が嬉うれしそうな声を漏もらす。


    「生徒会室で愛し合ったら、いろいろと散らかしてしまいますものね。ふふふ、奥おく間ま君ったら、用事があるだなんて噓うそまでついて、わたくしをこんなところに誘い出すだなんて……なぜでしょう、とても興奮しますわ」


    　アンナ先輩は僕の逃走を卑ひ猥わいな方向に解釈したのち、男子トイレへと足を踏み入れた。


    　そして、


    　──ギィ。


    　全部で三つある個室のうち、入り口に近いものから順にチェックしているようで、


    　──ギィ。


    　アンナ先輩がゆっくりと個室の扉とびらを開ける音が二度ほど響く。


    「ふふふ。奥間君は焦じらすのが上じよう手ずですわ……」


    　一番奥の個室に身を隠していた僕は、そこでそっと扉を開けた。


    「ふぅ、うまくひっかかってくれたみたいだ」


    　扉の隙すき間まから見える空間に、アンナ先輩の姿はない。


    　アンナ先輩どころか、小便器の姿もそこにはなかった。


    　そう。


    　何を隠そう、僕はいま女子トイレに潜せん伏ぷくしているのだった。


    　いやいや、変態とかじゃないから。違うから。


    　だってしょうがないじゃないか。


    　アンナ先輩、女の子が男子トイレに入ることがおかしいってことくらいは常識として知ってるくせに、僕を追いかけるときはそういう善悪全部スルーしちゃうんだもの。


    　だから僕はアンナ先輩の裏をかいていったん女子トイレに潜伏し、アンナ先輩が男子トイレ探索をなさっているうちに別の場所へ逃げおおせるという作戦に打って出たのだった。咄とつ嗟さの思いつきにしては随分とうまくいった。あとはアンナ先輩にバレないようこの場を離れるだけである。


    　物音を立てないよう注意しながら個室を出る。


    　しかしそのとき、女子トイレに誰かが入ってきたのだから驚いた。


    「──っ!?」


    　慌あわてて個室に舞い戻り、一瞬で鍵をかけるも、勢い余って足を滑らせる。


    「あいたっ!?」


    　間の抜けたことに僕は頭をぶつけ、あろうことか反射的に悲鳴をあげてしまった。


    　扉とびらの向こうで誰かがびくりと身をすくませる気配。


    「だ、誰ですか……？」


    　アンナ先輩ではない、けれど女の子らしいその声はかすかに震えていた。


    　当然だろう。


    　女子トイレの個室から男の声がすれば、誰だって警戒する。


    　しかも、僕が所属する下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》が性知識をバラまいたおかげで、女子トイレに潜ひそんでいる男がいかに危険かということも、この学校の生徒は理解し始めている。


    　なので、


    「だ、誰か……女子トイレに変な人が……」


    　扉の向こうにいる女の子が人を呼びに逃げ出そうとするのも至し極ごく当然の流れなのだった。


    「ちょ、ちょい待ち！　いや、待ってください！」


    　僕はその女子生徒を必死に呼び止めていた。


    　女子トイレに潜せん伏ぷくしていただなんて知れたら、よくて退学処分、最悪の場合は《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の番人である善ぜん導どう課にしょっ引かれてしまう。


    　そうでなくとも、この状況で悲鳴などあげられたら、すぐ隣の男子トイレにいるアンナ先輩に身柄を拘こう束そくされるのは確実だ。搾しぼりたてのフレッシュな体液を飲まされたあげく、貞てい操そうを奪われ、お婿むこにいけない身体からだにされてしまう。


    　それだけは避けなくてはならない。


    　扉の向こうで警戒心を剝むき出しにしている女子生徒を刺激しないよう、ゆっくりと語りかける。


    「僕は怪しい者じゃないんだ。大丈夫大丈夫。なにもしないよ？」


    「……」


    　う、うわぁ。一ミリも警戒心が薄まっていない。


    　ま、まあ、そりゃそうか。胡う散さんくさいやつがほざくセリフベスト三を女子トイレの個室から立て続けにお送りする正体不明の男なんて、怪しさここに極まれり。全国トップクラスの弁護士にだって弁護は不可能だ。けれど僕は諦あきらめなかった。諦めたらそこで人生終了だよ？


    「そ、そう！　僕はトイレの掃除を頼まれた清掃員で──」


    「掃除用具、全部ここにあるんですけど」


    　入り口近くにある掃除用具入れをチェックする音。僕の噓うそは一瞬で看かん破ぱされた。あかん、下へ手たに噓を重ねて墓ぼ穴けつを掘ってしまった。


    「……」


    　ほら、あまりの怪しさに女子生徒がじりじりと後ずさりし始めてる気配がするよ。もうあとがないよ。なりふり構ってられないよ。


    「あの、マジで、人を呼ぶのだけは勘かん弁べんしてください。なんでもしますから」


    「……ん？　いま、なんでもするって言いました？」


    《ＳＯＸソツクス》の性知識流る布ふによる悪影響だろうか。


    　半泣きで示じ談だんを訴える僕の言葉に、女子生徒がなにやら不健全雑誌の導入みたいな言葉を返してきた。


    　なんか、嫌な予感しかしないんですけど……。


    「あの、なんでもっていっても、僕にもできることとできないことが……」


    「そうですか。では」


    　扉とびらの向こうから、すううううっ、と大きく息を吸う音が聞こえてきた。


    「すみませんすみません！　なんでもします！　本当になんでもしますから！」


    　僕は狭い個室の中で思い切り頭を下げて懇こん願がんする。


    「わかればいいんですよ」


    　くそぉ、女子トイレに侵入したってだけでどうしてこんな目に遭あわなくちゃいけないんだ。別に隠しカメラを仕掛けていたわけでも、ゴミ箱を漁あさっていたわけでもないというのに。


    　というか、アンナ先輩といい華か城じよう先輩といい、扉の前のこの子といい、この学校の女子は全体的にちょっとたくましすぎじゃないですかね。


    　僕が世の理り不ふ尽じんに打ちひしがれていると、また誰かがトイレに入ってきた。


    「どうしましたの？　なにやら騒がしいですわね」


    「あっ、生徒会長……」


    「……っ！」


    　どっ、と全身から汗が噴き出した。心臓がばくばくと跳ねる。僕は必死に息を殺した。


    　で、ですよねー。これだけ騒いでればアンナ先輩もこっちに来ますよねー。


    　絶体絶命のピンチにしかし、扉の前の女子生徒が庇かばってくれることを信じてじっとしていることしかできない。


    「あー、ええとですね、ここに入ってる子が、その、紙を切らしたらしくて、私に助けを求めてきたんです」


    　はたして女子生徒は僕を庇う方向に話を持っていってくれるようだった。ああ、助かった。なんでも言うこと聞きます……。


    「そうだったんですの。ところで──」


    　納得したらしいアンナ先輩が不意に言葉を区切る。


    「──この近くで、男子生徒を見ませんでしたか？」


    　その声には形容しがたい圧力が込められていて、思わず失禁しそうになる。幸いなことにここはトイレだから漏もらしても安心だ。


    「え、えーと、見てないですね。男子生徒なんて」


    　女子生徒はアンナ先輩の圧力にもかろうじて屈せず、僕の存在がバレないように受け答えを続けてくれた。だがしかし、


    　──コン、コン。


    「「っ！」」


    　僕の潜せん伏ぷくする個室をアンナ先輩が軽くノックしたからさあ大変。


    「あなたは、見ていませんか？」


    　どうしよう。


    　裏声を使った程度じゃあ、ごまかせないよね……？


    「は、恥ずかしいならノックで返事しなよっ。見たなら一回、見ていないなら二回ノックってことで！」


    　僕が対応に困っていると、女子生徒がなんともありがたい機転を利かせてくれる。僕は恥ずかしがりの女子高生（お花摘み中）のふりをして、控えめに二回ノックを返した。


    「……そうですの。……仕方ありませんわね。今日のところは生徒会の仕事に戻りましょう」


    　アンナ先輩は今度こそ納得してくれたようで、その足音が廊下へ向かう。


    　足音が聞こえなくなってから数分が経たち、その辺りでようやく僕は極度の緊張から解放された。扉とびらの向こうの女子生徒も僕と同じように大きく息を吐き、緊張の残る声を漏もらしていた。


    「っはー。なんですかあの会長。やけに怖かったんですけど」


    「ありがとう。君のおかげで助かったよ。でも、どうしてここまでして僕を庇かばってくれたの？」


    　いまの僕は女子トイレにこもった単なる変態だ。


    　なんでも言うことを聞くという契約を交わしたからといって、必死に庇う価値のある存在ではない気がするのだけれど。


    「それはですね……なんていうか、あなたに聞いてもらいたいお願いが、いかんせん、普通の人にはとても依頼しにくいものだったので」


    　連帯保証人になってくれとかそういう類たぐいの話だろうか……。


    　女子生徒はなおも言いにくそうに扉の向こうでもじもじしていたが、やがて覚悟を決めたようで、そのお願いとやらを唐突に切り出した。


    「私の臀でん部ぶを、叩たたいてください。……わりと強めに」


    　ん？　変態さんかな？


    「いや、変な意味じゃないんですっ」


    　僕の沈黙になにかを感じたのか、女子生徒がやや焦あせったように言う。


    「前に、友達がふざけて私の臀部を叩いてきたんですけど、そのときなんだか、すごくドキドキして……それ以来なんだか、ずっと下腹部辺りがもやもやしてるんです……もう一度誰かに臀部を叩いてもらえれば、このもやもやは解消できると思うんですけど……その、臀部を叩かれたときのドキドキがですね、なんといか、あの犯罪者集団《ＳＯＸソツクス》がバラまいてたイラストを見たときの感覚と似てる気がして……いや、まさかそんなはずはないんですけど、でも万が一ってこともあるし……だから誰にも頼めなかったんです」


    　そこで互いに顔の見えない、なおかつこのことを他た言ごんしないだろう僕の出番というわけだ。


    「なので、ちょっと私の臀でん部ぶを叩たたいてみてくれますかっ。私、あのときのドキドキが卑ひ猥わいとは関係ないって確信が欲しいんです！」


    「……うーん」


    　それはまず間違いなく卑猥に関係する感覚だと思うんですよねぇ。お尻しりを叩くまでもなく僕には断言できる。


    「……人を呼びますよ？」


    「わかった！　わかったから！」


    　なんだか口で説明しても納得しそうにない雰ふん囲い気きを感じる……。


    　とはいうものの、まだまだ卑猥な知識がしっかり浸透しているとは言いがたい時とき岡おか学園の女子生徒のお尻を叩くというのはいかがなものか。この子、自分の潜在的なドＭ属性が卑猥に通じるものかもしれないと察しつつはあるものの、男子にお尻を触らせることが貞てい操そうに関わる一大事だとはわかっていないみたいだし……そんな子のお尻を叩くというのは、アンナ先輩のアプローチに応こたえてしまうのと大して変わらない不誠実な行おこないだ。


    　僕は少し考えて、とある折せつ衷ちゆう案あんを出してみることにした。


    「うん、わかった。臀部を叩く前にさ、ちょっと手を出してくれないかな」


    「え？　手ですか？　私、もう臀部をさらけ出してしまっているんですけど……」


    「しまって！」


    「えー」


    　扉とびら一枚隔へだててとんでもないことが起きていた。日本昔ばなしだったら一等賞だよこの子。


    　しぶしぶといった調子の女子生徒が臀部をパンツ内部に収納するのを待ってから、僕は個室の扉を少しだけ開けて、そろそろと手を伸ばす。


    　女子生徒が差しだしていた柔らかい手に触れる。僕はそのまま手探りで女子生徒の手の甲をつまんだ。


    「あの、私は臀部を叩いてほしいんですけど──ひゃあっ！」


    　手の甲を少し強めにねじり上げた瞬間、女子生徒の口から嬌きよう声せいが漏もれる。


    「……っ!?　……っ!?」


    　女子生徒がトイレの個室にしなだれかかり、息を乱す気配。


    　……なんだか姿が見えないってのが逆に淫いん猥わいというか、背はい徳とく感かんを煽あおるというか……。


    「な、なんですか、いまの……え、ちょっ……はぁ……はぁ……」


    「ええと、臀部を叩くのと同じような感じだったと思うんだけど……ど、どうかな？」


    「ど、どうって……はうぅ」


    　つねられた痛みの余よ韻いんに浸ひたっているのだろうか。


    　女子生徒は言葉の合間に時折ぴくんぴくんと身体からだを震わせているみたいだった。


    　けれどその熱っぽい濡ぬれた声が、やがて涙まじりのものになってきた辺りで、僕はぎょっとした。


    「……う、うぅ。……うえええぇぇ」


    「えっ、ちょっ、急にどうしたの!?」


    「だ、だって……」


    　女子生徒はしゃくりあげながら、たどたどしく涙の理由を語る。


    「や、やっぱり、この感覚、卑ひ猥わいに関係するやつじゃないですかぁ。それってつまり、臀でん部ぶを叩たたいてくださいとか、つねってくださいとか人に頼んでるのがバレたら、善ぜん導どう課に連行される可能性があるってことですし……かといってこんな感覚知っちゃって、ずっともやもやしながらすごせっていうんですかぁ」


    　女子生徒が漏もらすその弱よわ音ねに、僕は思わず同情し、共感をよせてしまっていた。


    　そうだよね、生なま殺ごろしは辛つらいよね。


    　僕の場合は、アンナ先輩に無理やり犯されそうになったあと、悶もん々もんとしたその気持ちを、口にするのもはばかられる反復運動でこっそり解消すればいいけれど、この子にはそれすら許されないのだ。


    「うぅ。かといって、女子トイレにこもっているあなたみたいな危ない人に毎回処理を頼むのは心底嫌ですし」


    「……うん、まあ、そうだよね」


    　無駄に罵ば倒とうされつつも、どうにかこの子の力になれないかと僕は考える。


    　うーん、ドＭの人がこっそり自家発電できる方法となると……アレかな。


    　僕は恐る恐る、けれどできるだけ高圧的な感じが出るよう注意しながら口を開いた。


    「おい、そこのブタ」


    「……ふぇ？」


    「ふぇ？　じゃない。バカみたいな声出してる暇ひまがあったら、とっとと焼きそばパン買ってこいよ」


    「は、はぁ!?　なんなんですかあなた！　なんで急にそんなこと言われないとはうぅ!?　──え？　な、なんで？　身体が、ゾクゾクする……っ!?　つねられたときと、同じくら──はうっ」


    「ああ、よかった」


    「よかったって、な、なにがですっ」


    「君が罵倒でも興奮できるタイプでよかったってことだよ。ほら、いまみたいに罵倒されたり命令されたりするシチュエーションなら、やり方次第でわりと簡単につくれると思わない？　誰かに依頼したりしなくても、気持ちよくなれるよ」


    「……あ」


    「でも、やりすぎには注意してね。友達なくしたり、利用されすぎちゃうかもしれないから」


    「は、はいっ！」


    　どうやら今後の欲求不満解消方法に目め処どが立ったようで、女子生徒は先ほどとは打って変わった晴れやかな声を出した。


    　やれやれ。


    　一時はどうなることかと思ったけれど、助けてもらった分の借りは返せたようだ。


    　……まあ、そもそも最初からこの子がここに現れなければ、こんなややこしいことにはならなかったわけだけど。


    　ともあれ、ようやく厄やつ介かい事ごとから解放された。


    　轟ごう力りき先輩を無理やり復帰させるか、さもなくば先生の一人や二人を連れて生徒会室に戻り、安全を確保したのちにアンナ先輩の仕事を手伝おう。


    　そんなふうに女子トイレから脱出したあとの計画を立てていると、


    「……すごい」


    　なんだろう。


    　女子生徒の口から、崇すう拝はいともとれるような、感嘆の声が漏もれる。


    「ずーっと抱え込んでた私の悩みを、こんなにあっさり解決しちゃうなんて……か、神様。あなた、女子トイレの神様です！」


    　な、なんだなんだ？　話が明後日あさつての方向に向かってないか!?


    　神様だなんてとんでもない。


    　僕は穢けがれた知識をこの身にたっぷり宿しただけの、単なる男子高校生だ。


    「そうだ！　私の友達にも、なんだか悶もん々もんとしてる子が何人かいるんですよ。卑ひ猥わいに関係するものかどうかはわからないですけど、きっと神様ならどうにかできるはずです！」


    「ちょっ、ちょっとちょっと！　話が違うよ!?」


    　言うこと聞いたんだから、僕をここから解放してくれ！


    「逆らうんですか？　人を呼びますよ？」


    「それが神様に対する態度か！　つーかどのみち人を呼ぶんじゃないか！」


    　そんな僕の抗議に聞く耳持たず、女子生徒は学校に残っている友達をＰＭで呼び出し始めた。


    　数分後にはもといた女子生徒のほかに、数人の気配が扉とびらの向こうに集結する。


    　もはや顔を隠して無理やりトイレを脱出することさえ不可能で、僕は集まった女の子たちの相談を受けざるをえなくなっていた。


    「さあ、遠慮なくぶちまけちゃって大丈夫だよ！　女子トイレにこもってる気持ち悪い人だけど、悩みはなんでも解決してくれるから！」


    　僕をこんな状況に放りこんだ張本人・ドＭ子さん（仮名）が大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げる。あのさ、その風ふ呂ろ敷しきたたむの僕なんだから、あまり派は手でに煽あおるのやめてくれる？


    「あの、それじゃあ、あたしから……」


    　おずおずといった調子で、気弱そうな女の子の声がした。


    「その、あたし、身体からだの一部が、変なんです。ええと、なんて言ったらいいのかな……胸の先端にある、突起なんですけど、わかります？」


    「え、ええと、うん、わかるよ……」


    　乳ち首くびですよね。


    「よ、よかったぁ。えと、それでですね、この突起が、運動とかしてるとすぐに硬くなっちゃうんです。それだけじゃなくて、服にこすれると力が入らなくなっちゃって、足の付け根とかに変な汗？　かいちゃったりして、なんだか身体の奥がうずうずして、部活が身に入らないんですよ……」


    　え、ええと。


    　要は乳首が敏感すぎてヤバイって話だよね、これ。


    　ブラジャーのサイズが合ってないんじゃないかと思うのだけど、その辺は相談者も試し行こう錯さく誤ごしているはずだし、僕もあまり詳しくないので、別の切り口を考えてみる。


    　僕が解決案を考えていると、扉とびらの向こうからは「あっ、ほんとだ。硬い」「ひゃあっ、ちょっと、あっ」「うわぁ、こっちも蒸れまくってるね。これじゃあ部活は難しいよ」と、こちらの集中力を乱す会話が聞こえてくる。や、やめろぉ！　僕の心を乱すその猥わい雑ざつな騒音をいますぐとめろぉ！


    　根性で理性を保ちながら、僕はなんとか解決策を思いつく。


    「ええとだね、その突起に絆ばん[image: ]そう膏こうとか貼はるといいんじゃないかな」


    「絆[image: ]膏、ですか……？」


    「あ、うち今ちょうどストックあるよー。貼ってあげるね」


    　相談に集まった女子の一人が都合よく絆[image: ]膏を所持していたようで、扉の向こうで大変けしからん衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始める。……なんだよこれ、なんのお店だよ。


    「はい、できた」


    「わ、わーっ。なんだかこれ、いい感じ……」


    　絆[image: ]膏を貼ってもらった女子生徒が狭いトイレの中で飛んだり跳ねたりする気配。


    　どうやら僕の適当な思いつきは功を奏したようで、女子生徒は感激の声を漏もらす。


    「これで部活に集中できそうです！　ありがとうございます！」


    「つ、次はあたし！」


    「うちも！」


    　僕がお悩みを即座に解決したところを実際に目撃したせいか。


    　集まった女子生徒たちがこぞって声をあげはじめる。


    「あの、うち、変なんです。もしかすると、二人の男の子を同時に好きになっちゃったかもしれなくて……」


    「というと？」


    　なんだか少し重めの質問に、これは僕の手に余るのではないかと思わず怯ひるむ。


    　しかしよくよく話を聞いてみれば……。


    「あの二人、いっつも二人でお喋しやべりしてるし、スキンシップ激しすぎだし、お昼ご飯なんて当たり前にシェアしててアレだし、放課後もさっさと二人で帰っちゃうし、なんだかそんな二人を見てると、どうにかなりそうなくらいドキドキしてる自分がいるんです……」


    　おいこれ腐ふ女じよ子しじゃねえか。


    　僕も表面的にしか知らないし、華か城じよう先輩もそんなに詳しくないようだから断定はできないけれど……少なくとも恋ではないと思う。


    「えっ、男子二人を見てるとドキドキするって、それあたしもだよ……？」


    「てゆーか、私もそれ相談しようと思ってたんだけど……」


    　しかも残りの相談者全員その気けがあるし。


    　こうなったらまとめてさばいてやろうと僕は腐女子の卵三人に語りかける。


    「まず結論だけど、それは恋じゃないよ」


    「「「ええっ!?　こんなにドキドキするのに!?」」」


    　ドキドキ＝恋なら、僕はドＭ子さんに恋してることになっちゃうよ。彼女が女子トイレに入ってきたとき、めっちゃドキドキしたからね？　人生オワタかと思ってさ。


    「恋じゃないよ。試しにみんな、《ＳＯＸソツクス》がバラまいてる卑ひ猥わいなイラストを想像してみて」


    「「「……？」」」


    「普通、卑猥なイラストは男女が絡んでると思うんだけど、それを両方男にして想像してみてくれる？」


    「「「……っ！」」」


    「君たちが普段目で追ってる男子だけじゃなくて、いろんな二人をそこにあてはめてみよう」


    「「「……はあ……はあ……」」」


    　どうやら三人とも僕の誘導にうまく乗ってくれたようで、次第に息が荒くなっていく。


    「……はあ……はあ……なにこれ……新世界……？」


    「う、うわあ……しゅごいぃ……あの二人だけじゃない……すごくドキドキするよぉ……」


    「で、でもこれ……こんな想像でこんなにドキドキするなんて……うちらって、頭がおかしいんじゃあ……」


    　ドＭ子さんと同様、自みずからの背負った業ごうに恐怖と罪悪感を抱いだき始めた三人に向けて、僕はそっと続ける。


    「おかしくなんてないよ。確かに一般的じゃないけど、そういう想像でドキドキしちゃう人はたくさんいるんだ。それで他人に迷惑をかけたりしなければ、悪いことじゃないんだよ。いまは善ぜん導どう課が取り締まってるから人目には触れないけど、ほんの少し前まで、そういう趣味を満たしてくれる作品や場所はたくさんあったんだ。だから──」


    　僕は思い悩む女の子たちに優しく告げる。


    「君たちは好きなだけその想像でドキドキしていいんだよ」


    「「「……っ！」」」


    　自分がおかしいんじゃないかと思い悩むのはとても苦しいことだ。一切の卑ひ猥わいな表現が悪とされるいまの世の中じゃあ、その苦しみや不安はなおのこと膨ふくらみやすい。


    　僕がオカズにされたわけでもなし、ＢＬ趣味の一つや二つ、肯こう定ていすることで彼女らの悩みが解消されるなら安いものだ。


    「「「ありがとうございます！」」」


    　女子生徒三人は悩みが解決されると同時に同志を見つけることができた高こう揚ようからか、実にすっきりとした明るい調子でお礼を言ってくれた。


    「あたしも、本当にありがとうございました！　これで部活に専念できます！」


    　絆ばん[image: ]そう膏こう乳ち首くびの子も再度僕にお礼を言ってから、腐った三人組とともに軽い足取りでトイレを後にする。


    「すごかったねー」


    「うん！　女子トイレにこもってるなんて意味不明すぎるけど、的中率百％だよ！」


    「本当に救われた気分だよね。今日はもう帰っちゃってるけど、ほかの子にも教えてあげないと。頭の危ない人がなんでも答えてくれるって！」


    「そうだよねー。うちの周りにも悩んでそうな子が結構いるし。女子トイレの神様のこと、教えてあげないと。明らかに怪しいけど、悩みを話してみて損はないよって」


    　口々に僕への感謝と罵ば倒とうを口にしながら女子生徒たちは遠ざかっていく。


    　あの、もう少し感謝成分を強めにしてくれていいんですよ……？


    　僕が打ちひしがれていると、どうやらまだ扉とびらの向こうに残っていたらしいドＭ子さんが苦笑する。


    「いやー、まさかここまで見事に悩みを解決してしまうとは。すっかり崇すう拝はいされちゃいましたね」


    「君のせいじゃないか……」


    「神様はもう、女子トイレにこもったりしないんですか？」


    「そりゃそうだよ。もともと僕にそんな趣味はないし、あれだけ気持ち悪いを連呼されたらね」


    「そうですか……残念です。ほかにも悩んでる子はたくさんいるみたいなんで……」


    　そうしてドＭ子さんは少しの沈黙の後、


    「でも今日は、本当にありがとうございました。神様にはいろいろ酷ひどいことしちゃいましたけど、私、今日神様に会えて、悩みを打ち明けられて、本当によかったです」


    「……ええと」


    　ドＭ子さんの真しん摯しな言葉に、思わず照れてしまう。


    「それでですね、最後にお願いなんですけど……」


    　と、ドＭ子さんがなにやらもじもじと言葉を濁にごす。


    「最後に、私のこと、罵ののしってもらえませんか？」


    　案の定なお願いに、僕はため息をつきながら応こたえた。


    「……さっさと消えろ、バカ」


    「はうぅ！　あ、ありがとうございます！」


    　そうしてドＭ子さんは一際大きな喘あえぎ声をあげ、なにに対してなのか曖あい昧まいなお礼を残して女子トイレから出ていってしまった。


    「……ふう。やっと脱出できた」


    　僕は人の気配がないことを確認してから女子トイレを出て、轟ごう力りき先輩の体調が回復していないか確認するために保健室へと足を向ける。


    　その道すがら、ドＭ子さんが最後に発した嬌きよう声せいとお礼が頭の中を何度もリフレインした。


    「……どうしよう」


    　女の子にＨなアドバイスするの、楽しすぎ──じゃなくて！


    　卑ひ猥わいな知識を使って人の役に立てるのが、直接お礼をしてもらえるのが、とても嬉うれしい。


    　なんだか女子トイレの神様を演じるのが、クセになってしまいそうだ。


    「……いやいやいやいやいや」


    　あれはあくまでアンナ先輩から逃げるための緊急手段にすぎないし。いつ捕まってもおかしくない正しよう真しん正しよう銘めいの変態行為だし。リスク高すぎだし。


    「……」


    　自分の中でむくむくと湧わき上がる衝しよう動どうを抑え込みながら、僕は早足で廊下を歩くのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　女子トイレの神様認定からしばらくが経たった、ある週末の昼下がり。


    「やっほー狸たぬ吉きち。今日もちんこはギンギンテカテカ？」


    「ふざけんな！」


    　下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のたまり場となっている喫茶店でコーヒーを飲んでいたところ、僕を呼び出した華か城じよう先輩がイカれた挨あい拶さつとともに現れた。


    　その頭の悪い下ネタに、僕はもうほとんど反射で辛しん辣らつなツッコミを返してしまう。けれど、ＰＭの禁止単語監視機能をケータイ電話で無効化する華城先輩の下ネタは留とどまるところを知らず、僕のツッコミは勢いを増すばかりだ。


    「ちなみに、私のま●こは今日もしっとり！」


    「だからどうした！」


    「体調ばっちりってことよ」


    「そこを体調の指標にすんな！」


    「犬の鼻みたいなものよ。怒らない怒らない」


    　学校で生徒会副会長をやっているときとは違い、今日の華か城じよう先輩は三つ編みでもなければメガネでもない。下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダーとして僕の向かいの席に座ると、なじみのマスターにアイスコーヒーを注文する。


    「それで、今日はわざわざなんの用です？」


    　いまのところ、谷や津つヶが森もりのエロ本や、早さ乙おと女め先輩のエロイラストのコピーを時とき岡おか学園にバラまく下ネタテロは順調に継続されている。なにやら新たな企たくらみに奔ほん走そうしているらしい華城先輩がわざわざ休日に呼び出してまでする話とは一体なんだろうか。


    　そう思いながらコーヒーを啜すすっていると、華城先輩はおもむろに口を開いた。


    「いやね、ちょっと狸たぬ吉きちに詳しく聞きたいことがあったのよ。最近時岡学園の女子生徒の間で流は行やってる、ある噂うわさについて」


    「ある噂？」


    「ええ。女子トイレの神様っていうんだけど」


    「………………へー。なんですか、それ」


    「……」


    　華城先輩は僕の問いにはすぐ答えず、半眼でしばらくこっちを見つめたあとにようやく口を開いた。


    「女子トイレの神様。噂によると、どんな悩みでもたちどころに解決してくれる謎なぞの存在らしいわ。ここ最近、放課後の女子トイレにランダムで現れていて、そいつに悩みを解決してもらったって女の子が結構いるの。七不思議みたいな扱いで、女子生徒の間ではこの噂でもちきりよ」


    　華城先輩は噂の概がい要ようをざっと説明すると、にっこり微笑ほほえみ、話を続けた。


    「それでね。この噂、気になる点が二つあるの。一つは、女子トイレの神様とされている人がどうやら男性らしいってこと。そしてもう一つは……女子トイレの神様が、時岡学園の関係者とは思えないほどに豊富な性知識をもっているらしいってことよ」


    　心臓がすごくドキドキする。


    「学校での私は生徒会副会長。表向きは卑ひ猥わいを取り締まるべき立場だから、女子生徒から直接詳しい話を聞けたわけではないのだけれど……女子トイレの神様が解決してくれるのはＨなお悩みだけって通説もあるみたいなの。つまり噂話の概要をまとめると──」


    　華か城じよう先輩の笑顔が、どんどん圧力を増していく。


    「まるで狸たぬ吉きちみたいに性知識豊富な男子が、わざわざリスクを冒してまで女子トイレの個室にこもり、女子のＨなお悩みに答える変態プレイに興じているらしい、ってことなのね？」


    「そ、それはまた。凄すさまじいやつがいたものですね。《ＳＯＸソツクス》に勧誘したら、早さ乙おと女め先輩みたいに良い戦力になってくれるに違いありません」


    「ねえ狸吉。私は別に、怒っているわけじゃないのよ？」


    　まるで僕を犯人と断定しているかのように、華城先輩が優しく言う。


    「私たち《ＳＯＸ》は時とき岡おか学園に性知識をバラまいた。けどその知識は基本中の基本みたいなもので、一人一人の細かな変態的需要に応こたえられるものでは決してないわ。私たちが知識をバラまいたことで、これまでなんとも思ってなかったことで悩む人も出てきているのかもしれない。だから、一人一人のＨなお悩みに答えるのは悪いことではないの。むしろ痒かゆいところをかいてもらった気分だわ。巨きよ根こんでポルチオアクメさせられたらこんな気分なのかしら」


    「うるせえよ！」


    「でもねぇ、狸吉。このお悩み相談、男子が、わざわざ女子トイレにこもって、相談相手を女子に限定したうえでやるっていうのは、あまりに変態チックじゃないかしら」


    「そ、そうですね」


    「捕まってしまうリスクが大きすぎるし、なんかこう、女の子のお悩みに答えながら個室でオナニーしてそうで、ぶっちゃけ気持ち悪いわ」


    「するわけないだろ！」


    「……あら？　まるで女子トイレの神様のことをよく知ってるみたいな口ぶりね？」


    「え、あ、いや、曲がりなりにも女の子の悩みに真しん摯しに対応している人が、そんなことするわけないだろって思っただけです！　華城先輩は男性をなんだと思ってるんですか！」


    「ブレーキの壊れたセックスモンスター」


    「それ偏へん見けんだぞ！」


    「それで、狸吉。正直に話してもらえるかしら。大丈夫よ。仮に狸吉が〝お悩み相談オナニー〟なんていう革新的なオナニー、いわゆるオナベーションの開祖でも、私は別にドン引きしたりしないから」


    「な、なに言ってんですか！　僕がそんな気持ち悪いことするわけないでしょう！」


    　反射的にそう答え、僕はその勢いのまま席を立つ。


    「変な疑いをかけないでください！　か、帰ります！　僕帰りますから！」


    「……そう。帰り道は気をつけてね。善ぜん導どう課とか」


    　なおも疑いの目で見つめてくる華城先輩の視線を振り切り、僕は喫茶店をあとにするのだった。
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    　翌日。月曜日の放課後。


    「……うーん。昨日きのうはいつものクセで反射的にああ言っちゃったけど、やっぱり白状しておいたほうがよかったかな……」


    　女子トイレの個室に、僕の独り言が反響した。


    　ドーモ。女子トイレの神様、奥おく間ま狸たぬ吉きちデス。


    　……いや違うんだ。別に華か城じよう先輩が言ったみたいに、女の子のＨなお悩みをオカズにしているとかではない。決して違う。そうではないのだ。


    　僕はただ、これまで疎うとましいものでしかなかった卑ひ猥わいな知識を使っていたいけな女の子たちの役に立てることが嬉うれしいだけなのだ。悩める女の子のために恥を忍んでリスクを冒し、こうして女子トイレにこもっているのである。


    　……決して、決して女の子のＨなお悩みに答えることがクセになってしまったわけではないのだ。世のため人のためなのだ。


    　僕が自分にそう言い聞かせていると、誰かがトイレに入ってくる気配がした。


    　──コンコンコンコン。


    　いつの間にか相談の合図として女子生徒の間に広まっていた四回ノック。


    　今日の相談者第一号だ。


    　僕は《ＳＯＸソツクス》として活動するときに使うパンティーをポケットから取りだし、顔を隠すようにかぶった。


    　……いやね？　女子トイレの個室でパンティーをかぶるとか完全に変態だけど、これには理由がある。切実な理由があるのだ。トイレから逃げ出す事態が発生したときに顔が隠れていると都合がいいし、パンツをかぶることで声がくぐもり、正体がバレにくくなるのである。極めて合理的な理由に基づく行動なのだ。


    「君は一体、どんな悩みを抱えているのかな？」


    　四回ノックに応こたえるかたちで僕のほうから切り出すと、扉とびらの向こうから「ようやく見つけた」と可愛らしい声がする。


    「うむ。実はの、わしの知り合いの穴と棒をどうにか合体させて、卑猥な本ほん性しようを剝むき出しにする様さまを観察したいのじゃが、それがどうにもうまくいかん。どうすれば知り合いの穴と棒を合体させられるかの」


    「諦あきらめてください」


    「即答じゃと!?　なんじゃお主ぬし！　どんな悩みでも一発解決してくれるのではなかったのか！」


    　てゆーかその特徴的な喋しやべり方、早さ乙おと女め先輩ですよね？　エロイラスト作成のために僕とアンナ先輩の貞てい操そうが散る瞬間を待ち望む外げ道どうさんですよね？


    「諦あきらめてください。そんなに合体の様子を観察したいなら、そこら辺の虫とかを観察してればいいんじゃないですか」


    　どっかの不ふ破わさんみたいに。


    「ふざけおって！　時間を無駄にしたではないか！」


    　早さ乙おと女め先輩は早々に僕を見限ると、ぷりぷり怒りながらトイレを出ていってしまった。


    　うーむ。なんだかケチがついてしまった。


    　ちょっと早いけれど、今日は場所を変えたほうがいいかも。


    　そう思った矢先、僕がトイレから出る間もなくまた誰かがトイレに入ってきた。


    　この女子トイレ潜入、実は生徒会業務の合間に敢かん行こうしているのだけど、そのちょっとした時間に、結構な数の女の子が訪れる。それだけ噂うわさが広まっていて、悩める女の子が多いということなのだろう。


    　──コンコンコンコン。


    「君は、どんな悩みを抱えているのかな？」


    　四回ノックに定番となった問いかけで応こたえると「悩みというか、望みなのですが」と淡々とした声が返ってくる。


    「わたしに卑ひ猥わいな知識のすべてを授さずけてください」


    　……てかこれ、不破さんじゃね？　この貪どん欲よくなまでの性知識欲、間違いなく不破さんじゃね？


    「あの、そういうのはちょっと。時間足りないし」


    「では、時間が許す限り、あなたのもつ卑猥な知識のすべてをわたしに授けてください。納得のいく情報開示がなされるまで、ここから動くつもりはありません」


    「……」


    　参ったな。面倒なことになった。


    　というかさっきの早乙女先輩といい、この間の華か城じよう先輩といい、ろくでもない人たちにまで女子トイレの神様の噂が広まってしまっているみたいだ。


    　そろそろ潮しお時どきなのだろうか……なんて思うが、いまはそんなことより扉とびらの前の不破さんをどうにかするのが先だ。


    　とはいえ口先の説得だけでどうにかできる相手ではない。かといって華城先輩のように卑猥な話をぽんぽん口にできるわけではない僕が、不破さんを満足させるほどの猥わい談だんに花を咲かせられるかといえば、それも難しい。……うん、面倒だし、このまま逃げてしまおう。


    　パンツで顔を隠しているから正体はバレないだろうし、不破さん相手なら逃げるのもそう難しくはない。


    「……む」


    　思い切り扉を開いて個室を飛びだそうとしたとき、ふと不破さんの気配が扉の前から消えて、校庭に面した窓のほうへと移動する。


    「あなたも早く逃げたほうがいいですよ」


    　不ふ破わさんはそう言い残し、窓から出ていってしまったようだった。


    「どうしたんだ一体……」


    　口にした疑問の答えは、考えるまでもなく最悪のかたちで姿を現した。


    「ここですわね。早さ乙おと女め先輩が言っていた、神様なる方がいらっしゃるトイレは」


    　……え？


    　ちょっと待って。


    　扉とびら越しでもわかる、この上品で澄んだ声……まさか……アンナ先輩？


    　どっと全身から脂汗が噴出する。走そう馬ま灯とうのようにあらゆる思考が頭をよぎる。


    　あの外げ道どう絵描かき、相談を断られた腹いせに、アンナ先輩を呼びやがったな!?


    　どうしようどうしよう！


    　ああ、そうだ！　あのときみたいに恥ずかしがりで無口な女子高生を装って、ノックだけで対応してみるか!?　 いやさすがにごまかしきれないか!?


    「あの……神様さん。実はわたくし、相談があって参りましたの」


    　うわあああん！　こんなことになるなら女子トイレにこもってお悩み相談なんてやめときゃよかったごめんなさいごめんなさいごめんなさ──って、ん？　いまアンナ先輩、なんて言った？


    「その、わたくしいま、お付き合いしている男性がいるんですけれど、お菓子を手作りしたり、愛を深めるためのスキンシップを繰り返したりしているのに、どうにも距離が縮まらなくて。これ以上どうすればいいのかわからないんですの」


    　……あれ？　これ、もしかして、普通に相談されてる？


    　アンナ先輩の落ち着いた声こわ音ねに、僕も少しずつ冷静さを取り戻す。


    　……。


    　ひょっとしてこれは、チャンスなんじゃないのか？


    　愛ゆえの行動はすべて正しいと信じているがゆえに、普段はまともに聞く耳をもたないアンナ先輩に、それとなく過激なアプローチを控えるよう誘導する、これは絶好の機会なのでは？


    　卑ひ猥わいな知識を引き合いに出してアンナ先輩を混乱させたり傷つけたりする可能性もないし、これは試してみる価値ありか……。


    　僕は意を決して口を開いた。


    「それはですね、昔の人が押して駄目なら引いてみろという素晴らしい格言を──」


    「ふふふっ」


    　僕がアンナ先輩の相談に答えようとした途端、それは乾いた笑いに遮さえぎられた。


    「早乙女先輩の言ったとおりですわ。その声、間違いなく男性ですわね。──運がいいですわ。先生方に警戒するよう言われたその日に、トイレに出没する不届き者を成せい敗ばいする機会を得られるなんて」


    　さっきまで穏やかだったアンナ先輩の声が、一瞬で殺気に彩いろどられる。


    「なっ、ちょっ、あの、え？　ご、ご相談は……？」


    「そんなもの、あなたに墓ぼ穴けつを掘ってもらうための適当なでっちあげですわ。……確かにあの方には最近避けられてる気がしますけれど、それはきっと、わたくしが谷や津つヶが森もりで《ＳＯＸソツクス》を取り逃がしてしまったことが原因！　名誉挽ばん回かいにあなたという悪を退治すれば、きっとまたうまくいくはずですの」


    　な、なんだその理屈!?　どういうことだってばよ!?


    　どごん！


    「っ!?」


    　アンナ先輩の意味不明な発言に動揺する間もなく、アンナ先輩に攻撃されたトイレのドアが大きく軋きしむ。というか、最初の一撃でもうほとんど鍵かぎがぶっ壊れていた。


    　ドアが吹き飛ばないよう、内側から必死に支える。


    「往おう生じよう際ぎわが！　悪い！　ですわよ！」


    「ひいっ！　いやあ！　誰かぁ！」


    　ドゴン！　ドゴン！　ドゴォン！


    　一発ごとに身体からだがバラバラになりそうなほどの衝しよう撃げきが連続で叩たたき込まれる。


    　ま、まずい。


    　このまま抵抗して大きな音を立て続けたら人が集まってきて、それこそ逃げ出すことなんて不可能になる。かといってアンナ先輩の隙すきをつくなんて至し難なんの業わざだし……。


    　ああクソ！　アンナ先輩の相談に答えようなんてせず、無口で恥ずかしがりな女子高生を演じてればよかった！　黙ってればアンナ先輩も強引には踏み込んでこなかっただろうし、最悪《ＳＯＸ》に軟なん禁きんされた哀あわれな奥おく間ま君を演じることもできたのに！　そもそも女子トイレの個室でお悩み相談なんてしてなけりゃ、こんなことにならなかったのに！


    　僕が自分の変態行為について全力で後悔している最中にも、アンナ先輩の攻撃は容よう赦しやなく続き、個室の扉とびらは鍵どころかちょうつがいまで吹き飛び始めていた。


    　ああ、もうダメだ。おしまいだぁ。


    　あまりの恐怖にほとんど失しつ禁きんしかけていた、そのときだ。


    『おちんぽおおおおおおおおおおおおっ！』


    　ＰＭによって拡声された禁止単語が校内に響き渡った。


    「これは……まさか《雪せつ原げんの青あお》まで!?」


    　禁止単語の意味はわからないながら、下ネタテロリスト《雪原の青》が登場するたびわめき散らすその頭の悪い響きに、アンナ先輩が敏感に反応する。


    　すると廊下のほうから誰かが慌あわてた様子でトイレに駆かけ込んできた。


    「アンナ！　大変よ！　《雪せつ原げんの青あお》が現れたわ！」


    「あ、綾あや女めさん!?　本当なんですの!?」


    「ええ！　最近おとなしかったから油断してたわ！　まだ近くにいるはずよ！　早く追いましょう！」


    「もちろんですわ！　でも先に、この個室にこもった悪を成せい敗ばいしなければ」


    「こっちの小物は囮おとりよ！　《雪原の青》はアンナでないと捕まえられないわ！　こっちは私に任せて、アンナは《雪原の青》を！」


    「……わかりましたわ。相手は男性ですから、無理はなさらないように」


    　そうして扉とびらの向こうは静まりかえり、女子トイレに残った華か城じよう先輩が大きくため息をつく。


    「まったく。こんな幼稚な手、怪しまれるから二度と使えないわよ」


    　華城先輩は言いながら、ボロボロになった扉をゆっくり開く。


    「今回は運がよかったわね。これに懲こりたら、今後は私に相談もせずに性知識を流る布ふするなんて──」


    　華城先輩の言葉が途中で止まった。


    　それは当然の反応だったのかもしれない。


    　いまの僕はパンティーをかぶった状態で女子トイレの便器に座り込み、まるで勃ぼつ起きを隠しているかのように失しつ禁きんしそうなムスコを押さえながら、激しく息を切らしていたのだ。


    　下ネタ回路全開の華城先輩はもちろん、多少の性知識がある者ならば誰が見ても変態認定は免まぬがれない最悪の状態だった。


    「……」


    　──コンコンコンコン。


    　数秒の沈黙の後、ドン引きした様子の華城先輩が壊れた扉を四回叩たたく。


    「……女子トイレの神様、女子トイレの神様。相談があります。勝手に危険な橋を渡ったあげく、弁護のしようのない変態行為に手を染めていた後輩をどう処罰してやればいいでしょうか」


    「……あ、あの、先輩。これには深いわけが」


    「そのうえさらに口答えまでしようとするどうしようもない後輩には、どのような処罰が妥だ当とうでしょうか」


    「……なんでもしますから、許してください」


    　ゴミクズを見るような華城先輩の圧力に耐えきれなかった僕にできることは、女子トイレの個室で小さく縮こまりながら、絶対服従を宣言することだけだった。
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    「次は焼きそばパンを買ってきてください。あ、パンには直接触らないでくださいね。穢けがれるので。あと、渡すときは私の半径一メートル以内に近づくのはやめてください」


    「……了解です」


    　華か城じよう先輩に助けられてからおよそ三日。


    　決して僕と目を合わせず、頑かたくなに敬語を使い続ける華城先輩からのプレッシャーに耐えながら、僕はあらゆる雑用をこなしていた。あと一日頑張れば、一応は許してくれるらしい。


    　お許しをもらえた暁あかつきにはちゃんと事情を説明して、なんとしてでもこのド変態疑惑を払ふつ拭しよくしなければ……。卑ひ猥わいに関して人一倍寛容なはずの華城先輩からこうも冷たい視線を向けられ続けるのは、正直とても辛つらいものがある。


    　うぅ、もう女子トイレなんてこりごりだよ……そんなことを思いながら、僕は今日も華城先輩主導のまっとうな下ネタテロに従事するのだった。

  


  
    　女子トイレの神様　～三年後のピロートーク～


    



    ゆとり「女子トイレの神様って……狸たぬ吉きちお前、そんなことやってたのかよ……」


    鼓こ修す理り「マジきもいっス」


    狸吉　「いやー、あの頃は僕も若かったね！」


    綾あや女め　「まったくだわ。たとえるなら、そう、皮も剝むけてなければ毛も生えてない、ひよっこ下ネタテロリストだったわね！」


    狸吉　「まさにひよっこチンコでしたね」


    ゆとり「は？　なにドヤ顔してんだぜ狸吉。いちおう確認しとくけど、パンツかぶりながら女子トイレに潜伏して女子の人性相談に乗る男とか、どう考えてもアウトだからな？　《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》とか関係なく、余裕で逮たい捕ほだぜ？」


    狸吉　「いやー、なんか女子トイレの神様どころじゃない変態行為をヤりまくったせいか、そのあたりの感覚が麻ま痺ひしちゃってて……これってそんなにアウトな話かなぁ？」


    ゆとり「アウトに決まってるぜ！」


    鼓修理「いつまで経たっても狸吉のことを諦めきれない粘ねん着ちやく質しつなゆとりも、これにはドン引きっスね」


    ゆとり「て、てめーは黙ってろだぜ！　大体、粘着質なのはあたしだけじゃねーぜ……あたしはそもそも、そこの金髪巨乳に唆そそのかされてだな……」


    アニー「唆したなんて心外デス！　それにしても、女子トイレの神様なんてとっても素敵な活動デス！　タヌキチは毛も生えてないころから、立派なヘンタイキングスマ●だったんデスネ！」


    綾あや女め　「変態キングスマ●コ？　変態的な王様のマ●コがどうしたの？」


    狸たぬ吉きち　「変態紳士って言いたいんじゃないですか？」


    アニー「それデス！」


    ゆとり「この空間にまともなやつはいねーのか……」


    鼓こ修す理り「下ネタテロ組織の面めん子つに求める要素じゃないっスねー」


    狸吉　「なに言ってるの、二人とも。僕はまともだよ？」


    ゆとり「中学卒業してからのたった数年で！　一気に頭おかしい面子の代表にまで成長したバカが！　何をとぼけたこと言ってんだぜ！　いま自分が話した女子トイレの話を思い出せ！」


    狸吉　「いやいやいやいや。あれはそういうこともあったよってだけの話だから。僕がまともだってわかる話もたくさんあるよ。たとえば、ええと、王様ゲームの話とか」


    ゆとり「……全然信用できねーけど、まあ、一応聞いてやるぜ……」

  


  
    



    　王様ゲーム


    



    　それは六月も中旬にさしかかった、とある週末の蒸し暑い日のことだった。


    「狸吉だーっ！　狸吉だーっ！」


    　僕が生徒会室に入ったその瞬間、華か城じよう先輩が黄色い声を上げて僕の腕にしがみついてきた。


    「ちょっと!?　華城先輩!?　いきなりどうしたんですか!?」


    「奥おく間ま君。綾女さん」


    　全力で戸惑う僕の耳元で、アンナ先輩の囁ささやく声がした。


    　あ、死んだな。僕は確信した。


    　生命のバトンを後こう世せいに受け継がねばならないという卑ひ猥わいな強きよう迫はく観念に駆かられた僕の下半身が、最後の悪あがきに瞬間射しや精せいしようと激しく猛たける。


    　膣ちつの中ではなくパンツの中に種をバラまいたところで、それこそまさに不毛な行為だよ？　などとムスコに語りかける傍かたわら、僕の脳みそは目の前の過酷な現実から目をそむけるべく、珍しく平和だった数時間前の生徒会の様子を走そう馬ま灯とうのように思い返していた。
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    「文化祭実行委員の手伝い、ですか？」


    「ええ。とはいっても具体的には、倉庫整理を半日手伝うだけですが」


    　平日にこなしきれなかった業務を消化するべく、土曜日の朝から生徒会室に集合した僕たちを待っていたのは、生徒会長であるアンナ先輩の申し訳なさそうな困り顔だった。


    　倉庫整理とは、文化祭で使用する物品が紛失していないか、使用に耐えないほど損そん耗もうしていないか、そういった事柄を事前にチェックする作業だ。本来なら文化祭実行委員が単独でこなすべき作業なのだけど、去年までは生徒会が文化祭の諸々を取り仕切っていたらしく、まだ引き継ぎが不十分なのだという。


    「文化祭実行委員には今年からいろいろと権限を委託し始めたのですが、こうした現場での作業は実際に指し揮きを執とりつつ引き継ぎをしないと、いろいろと混乱があるようなのです」


    「どうして今年から実行委員に権限を委託したんですか？」


    　特に深く考えるでもなく発した僕の質問に、アンナ先輩の表情が曇る。


    「今年の生徒会は、もっと別の仕事に時間を割さくべきだと判断したからですの」


    「《ＳＯＸソツクス》の取り締まりだな」


    　アンナ先輩の少し遠回しな説明を、轟ごう力りき先輩が端たん的てきな表現で引き継いだ。


    「あ……」


    　僕は気まずさを感じて目を逸そらしてしまう。


    《ＳＯＸ》とは、この風紀優良校・時とき岡おか学園を性知識で汚染しようと企たくらむ頭のおかしい下ネタテロ組織の名称だ。それを取り締まるのも僕たち生徒会役員の重大な業務の一つなのだが、なにを隠そう僕は生徒会役員でありながら、変態組織《ＳＯＸ》の一員でもあるのだった。


    「せっかく《ＳＯＸ》の取り締まりに専念するために仕事を任せているのに、こう突発的に手伝いを頼まれるのは困るわね。倉庫整理の際に、引き継ぎが不十分な箇所の打ち合わせもしておきましょう」


    　なに食わぬ顔でそう言うのは、生徒会副会長でありながら《ＳＯＸ》のリーダーをも兼任する驚異のダブルスタンダード、華か城じよう綾あや女め先輩だ。表向きは三つ編みメガネの真ま面じ目めそうな地味め女子だが、その正体は下ネタを言わせれば右に出る者のいない正しよう真しん正しよう銘めいの変質者である。この前も「下半身は正直なのだから、真実の口にイラマチオを敢かん行こうしても食いちぎられることはないわね」だの「シコシコの実を食べたオナニー人間……」だのと意味不明なことを言っていた。


    　まあ、そんな華城先輩と一緒になって下ネタテロをやっている僕も、外から見れば大たい概がいイカれているのかもしれないけれど。


    「というわけで、申し訳ありませんが、午前中は文化祭実行委員のお手伝いということで、よろしくお願いしますわ。お詫わびといってはなんですが、作業が終わり次第、皆さんにはちょっとした差し入れを用意しておりますので」


    　そう言ってちらりと背後に目をやるアンナ先輩の視線の先には、なにやら高級そうな箱が幾つも積み上がっていた。


    「それでは早速、倉庫のほうへ行きましょうか」


    　箱の中身については作業が終わったあとのお楽しみということらしい。


    　アンナ先輩に促うながされるまま、僕たちは時とき岡おか学園の倉庫へと足を向けた。
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    「おや、これは奇遇ですね。奥おく間まさん」


    「……こんなところでなにやってるの、不ふ破わさん」


    　倉庫の前には既に文化祭実行委員の人たちが集まっていて、なぜかその中には不破さんの姿もあった。


    　不破さんは文化祭実行委員なんて面倒な役職にはついていないはずなのに、どうしてこんなところにいるのだろうか。


    「それはですね、面倒な業務に尽じん力りよくする文化祭実行員の方々の負担を少しでも減らせるよう、少しでも助力できればと思ってのことなのです」


    　近くを通りかかった轟ごう力りき先輩のほうへ警戒の視線を送りながら、不破さんが嘯うそぶく。


    「本音は？」


    「谷や津つヶが森もりに大量の不健全雑誌が眠っていたように、時岡学園の倉庫にも古代の秘宝が眠っているのではないかと思いまして。手伝いにかこつけて倉庫を漁あさりに来ました」


    　不破さんは悪びれる様子もなく、いつもの無表情で淡々と言い切った。


    「いやあ、ないと思うけどなぁ、そんなもの」


    　すべての性的な表現を禁じる《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定されてから十六年。時岡学園はそれ以前から健全な校風を売りにしていたはずだ。大昔の不健全雑誌が埋まい蔵ぞうされている可能性はかなり低いだろう。


    「そうでなくとも、倉庫内に《ＳＯＸソツクス》のバラまく不健全イラストが隠されているかもしれませんし、漁ってみる価値はあるでしょう」


    　言いつつ不破さんは僕に背を向け、知り合いらしい文化祭実行委員の女の子とともに作業の輪へと戻っていく。


    　相変わらず不破さんは性知識を得るための行動力が半はん端ぱないな……。


    　そんなことを思いながら、僕もテントの骨組みなんかの重量物を運び出そうと轟力先輩のあとに続く。


    「……ん？」


    　骨組みを一式運び出し、組み立てと点検をほかの人に任せてまた倉庫に戻ってきたときだ。奥のほうでなにやら怪しい影がごそごそと蠢うごめいていた。


    「……なにしてるんですか」


    「え、いや、別に？」


    　近づいてみれば、なんのことはない。華か城じよう先輩が真剣な表情で、倉庫の奥の、物品チェックリストにも載っていないような用途不明のガラクタを漁あさっているのだった。


    「もしかして、華城先輩もこの倉庫に古代の秘宝が眠ってやしないか、とか考えてるんですか？」


    「え？　どうしてわかったの？　やだ、女子トイレに執着する狸たぬ吉きちみたいな変態男子と思考がかぶっちゃったわ。私の股こ間かんからちんこが生えてくるのも時間の問題ね。梅つ雨ゆ時どきだし」


    「キノコじゃねえんだよ！　あと、女子トイレのことはもう忘れてください！」


    　華城先輩はＰＭを無効化してわけのわからないことをほざきながらも、探索の手は緩ゆるめない。


    「というか、華城先輩は去年もこの倉庫に入ってるんでしょ？　そのときにもう探索済みじゃないんですか？」


    「去年までは、まさかこんな場所にお宝が眠ってるかもしれないなんて発想はなかったし、そもそも生徒会に入りたてで余計な探索をしている余裕はなかったのよ」


    　まあ、そりゃそうか。


    　お宝探索だのと息巻いていた不ふ破わさんも、作業の合間に探索する隙すきを見つけるのに苦労しているようで、ほとんどただのお手伝いと化している。


    「確かにこの倉庫なら、なにか隠してあってもおかしくなさそうですけど」


    　入り口で物品を運び出す実行委員の人たちを気にしつつ、僕は倉庫の暗がりへと目を凝こらす。


    　かつての文化祭で作ったはいいものの、捨てることもできずに埃ほこりをかぶり続けている青春のガラクタが多数押し込まれているようだった。


    「まあ実際、そんなに期待はしてないけれどね。男子高校生の汗と我慢汁を吸ったコスプレ喫茶用メイド服でも出てきてくれれば御おんの字ってところかしら」


    　そんなものが出てきた日には御の字というより怨おんの字だ。


    　先輩はどうやら言葉どおり大してこの場に期待などしていないようで、適当に引っ張り出した埃まみれの段ボールを無む造ぞう作さに開き、中身をごそごそと漁る。


    「……ん？」


    　突とつ如じよ、それまで無防備だった華城先輩の顔に緊張が走った。


    　周囲をきょろきょろ警戒し、実行委員や生徒会のメンバーがこちらを見ていないかしきりに気にし始める。


    「どうしたんですか先輩、まさか」


    　本当に過去のお宝が眠っていたのだろうかとその段ボールを覗のぞきこむ。


    　けれどそこに入っていたのは、先端に数字が書かれた細長いクジと、ただの小さな抽選箱だった。一見なんの変哲もない、なにかしらの雑多な企画に使われたのだろうゴミ一歩手前の小道具。しかしその印象が一変したのは、細長いクジの一つに数字ではなくある二文字の漢字があしらわれていることに気づいたときだった。


    　──王様。


    　クジの先端には確かにそう書かれていた。


    「王様ゲーム」


    　華か城じよう先輩が、その猥わい褻せつ極まりない、失われた闇やみのゲームの名を口にした。


    　それは遥はるか昔、男女が下半身の文化交流を行おこなうべくしばしば開催していた合コン（合体してずっコンばっコンの略。らしい）という宴席において、場を性的に盛り上げるべく取り入れられた、レクリエーションの一種だ。


    「これは恐らく、王様ゲームセットだわ」


    　それを証明するかのように、華城先輩が抽選箱に手を入れる。中からは紙片のひしめきあうかさかさという音がした。


    　果たして華城先輩の取りだした紙片には『二番と三番は今日はいているパンティーの色を白状すること』などと書かれている。


    「ＰＭ装着が義務化される前に作られたものね。いやもしかしたら、育成法ができる前かもしれない」


    　パンティーなどという禁止単語が書かれていることから、華城先輩がそう断言する。


    「まさかこんなものが時とき岡おか学園に眠っているだなんて、思いもしなかったわ。こっそり持って帰って、かつての性欲猿たちがどんな猥褻王制を敷こうとしたか丹念に調べてやりましょう」


    　予期せぬ収穫に華城先輩がにんまりと笑う。


    　そこで僕は、段ボールの底に一枚のメモ書きが入っていることに気づいた。


    　どうやって持ち出そうかと考えている華城先輩の目を盗み、それを拾い上げる。


    　そこにはこう書かれていた。


    『女の子たちとのキャッキャウフフ叶かなわず。後こう世せいの者たちが必ずや猥褻王政の樹立を実現してくれると信じ、ここに我らの青春を封印する』


    　全員、乳ち首くびやカリ首をギロチンにかけられてしまえ、としか思えなかった。
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    　倉庫整理を終えて生徒会室に戻る頃には太陽もすっかり天高く昇り、普段使わない筋肉を酷使した僕はふらふらへとへとになっていた。


    　一方の華城先輩は重労働の直後だというのに、疲ひ弊へいした様子は一切見せずに上機嫌だ。


    　王様ゲームセットは抽選箱を除けばいとも簡単に運び出せるものばかりである。


    　制服の懐ふところに忍ばせたクジや命令書の数々に卑ひ猥わいな思いを馳はせているのか、華か城じよう先輩の足取りは軽い。


    　僕は空っぽになった抽選箱を生徒会室の棚にいったん置いて、アンナ先輩に促うながされるまま席に着いた。


    「今日は皆さん、ご苦労様でしたわ。先ほども申しましたように、お詫わびというには少し心苦しいのですが、ぜひお召し上がりください」


    　こちらも疲れた様子を一切感じさせないアンナ先輩が、背後のきらびやかな箱を僕たちに配り始める。


    　轟ごう力りき先輩が率そつ先せんしてその高級そうな箱を開けると、にわかに甘い香りが生徒会室を満たした。


    　どうやら箱の中身はすべてお菓子、特にチョコ類が多いみたいだ。生徒会室のクーラーと保冷材のおかげで、その品質はしっかり保たれている。


    「重労働のあとにはちょうどいいわね。……ん、少し変わった味だけど美お味いしいわ」


    　生徒会モードの華城先輩が、チョコを口にして感想を漏もらす。


    　……アンナ先輩からのお菓子……変わった味……うっ、股こ間かんが……じゃなくて頭が……。


    「けど、こんなにたくさん、一体どうしたの？」


    　チョコをポリポリ囓かじりながら華城先輩が尋ねると、アンナ先輩は少しだけ言いよどんだあと、「実はそのチョコレート、ほとんどは母へのお見舞いの品なのですわ」


    　アンナ先輩の母親といえば、未成年に貞てい操そう帯たいの装着を義務づける《エイチ禁止法》成立のためにあくどい署名活動を推おし進めていた、あのソフィア・錦にしきノの宮みやだ。


    　そんな彼女も、いまは僕たち《ＳＯＸソツクス》の行おこなった意趣返しが原因でしばらく療養しているらしく、各所から見舞いの品がたくさん届いているとのことだった。


    　あまりの量にとても処理しきれず、かといって捨てるのも申し訳なかったため、こうしてお裾すそ分わけするために持ってきたというのがアンナ先輩の話だった。


    「なるほど。それは大変でしたな」


    　相づちを打ちながら、轟力先輩がばくばくとチョコを食べる。


    「あら、奥おく間ま君。チョコはお嫌いですの？」


    「え、あ、いや、そういうわけではなくてですね」


    　僕がチョコレートに手を出していないことに気づいたアンナ先輩が水を向けてくる。


    「少し変わった味ですが、こんなに美味しいですのに」


    　アンナ先輩は自身もチョコ消費に貢こう献けんしながら僕にチョコを勧すすめてくる。


    　けれど僕はその厚意を受け取りかねていた。


    　たとえそれが既製品であっても、アンナ先輩から渡される食べ物にはなにが混入しているかわからない。愛液陰いん毛もう各種体液、異物混入どころか卑猥物混入騒ぎだ。安易に手を出していいものじゃない。


    「ちょっとお腹なかの調子が悪くて……持って帰って食べてもいいですかね」


    「もちろんですわ。最初から持ち帰ってもらっても大丈夫なようにしてありますので。ああでも、既に開けてしまったものを三人で消費するのは難しいかもしれませんわね……」


    　机に広がったチョコを、アンナ先輩が困ったように見下ろす。


    「あー……」


    　せっかく持ってきてくれたものを余らせるのも申し訳なく、かといってアンナ先輩の勧すすめる食べ物を安易に口にする気にもならず、僕は一つ提案することにした。


    「人を呼んでもいいんですか？」
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    「どうしてわたしが生徒会室などに……」


    　生徒会室へと続く廊下を歩きながら、不ふ破わさんが不満げに漏もらした。


    「まあまあ、そう言わないでよ。不破さんも、僕たちの仕事を手伝ってくれたんだからさ」


    　本当は食欲魔人である早さ乙おと女め先輩も呼びたかったのだけど、イラスト制作作業が一段落するまで動けないとフラれてしまっては仕方がなかった。


    「いま戻りました」


    　ノックをしてから生徒会室に足を踏み入れたその瞬間。


    「あーっ！　狸たぬ吉きちだーっ！」


    　聞き慣れない黄色い声が僕の耳を打った。


    　呆あつ気けにとられたのも束の間、次の瞬間。なにがそんなにおかしいのか、華か城じよう先輩が子供のように無む邪じや気きな笑顔を浮かべながら僕の腕に抱きつき、身体からだ全体を使ってぶんぶんと振りまわしてきた。


    「狸吉だーっ！　狸吉だーっ！」


    「ちょっと!?　華城先輩!?」


    　どういうつもりなんだ!?　こんなことしたらアンナ先輩に殺されるぞ!?　僕が！


    「奥おく間ま君、綾あや女めさん」


    　噂うわさをすれば影。


    　僕の傍かたわらにはいつの間にかアンナ先輩が立っていて、凄すさまじい怪力で僕を華城先輩から引きはがした。


    　あ、死んだ。


    　僕は一瞬で生を諦あきらめ、道ばたでひっくり返るセミのように身を固めた。生命のバトンを繫つなぐべく悪あがきを続ける下半身は別の意味で身を固めていた。


    「……？」


    　だけどいつまで経たっても僕に対する処罰は執しつ行こうされず、それどころか手のひらが柔らかく温かいもので包まれ、とても心ここ地ちがよい。もしかすると、僕は気づく間もなく嫉しつ妬との鬼と化したアンナ先輩に殺されているのでは。既にこの身はあの世か冥めい土どかと目を開いてみると、そこには穏やかに微笑ほほえむアンナ先輩の顔があった。


    　……？　天国かな？


    「うあわあんっ！　アンナが私のオモチャとったああっ！　返してよーっ、私の狸たぬ吉きち返してよーーっ！　まだ遊び足りないのにーーっ！」


    　意味不明な駄だ々だをこねる華か城じよう先輩の恥ち態たいなど意に介さず、アンナ先輩は僕の隣でそっと幸せそうに微笑んでいた。


    「うふふ。奥おく間ま君の手のひらはあったかいですのね～」


    　そうやって時折満足そうに呟つぶやくだけで、僕の貞てい操そうを無む慈じ悲ひに奪い取ろうとする痴女王としての気配など微み塵じんもない。


    「ひゃっ!?」


    　僕が全力で戸惑っていると、なにか岩のようにごついものが僕の尻しりを鷲わし摑づかみにした。


    　首だけで振り返ると、そこには顔を赤くして鼻息も荒い轟ごう力りき先輩の顔面。


    「いい引き締まり具合だ。いい臀でん部ぶだ」


    　熱っぽく囁ささやき、僕の尻の感触を確かめるように何度か手のひらに力を入れたり緩ゆるめたりしたあと、アンナ先輩に遠慮するかのようにふらふらと離れていった。


    　めっちゃ怖いんですけど。


    　なんだあれは。あのとき痴漢冤えん罪ざいから助けなければよかったと激しく後悔する。


    　いざとなればヤられる前にヤってやるか……？　と僕がアナルを過か剰じよう防衛する決意を固めていたそのときだ。


    「ふむ、なるほど」


    　生徒会メンバーのありえない言げん動どうに面食らっていた僕の耳に、いつなんどきも冷静な不ふ破わさんの声がするりと入り込んできた。


    「原因はこれですね」


    　不破さんが見下ろしているのは、アンナ先輩が持ってきたチョコ菓子の箱だった。


    「どういう理屈かはさっぱりわかりませんが、このチョコレートはどうやら食べた者をふわふわとした気分にさせる特別なチョコレートのようです。不思議チョコです」


    　理屈がさっぱりわからないのにどうしてそんなことが断言できるのかと僕は首を傾かしげていたが、直後、その理由が判明した。


    　不破さんの顔に、笑顔が浮かんでいた。


    　そしてその口元にはチョコの汚れが付着しており、いままさに二個目のチョコを口に放りこんでいるところだった。


    「あはははははははははっ！」


    　床ゆかに転がったチョコを拾い食いする轟ごう力りき先輩を見て、不ふ破わさんが爆笑した。常にマグロのごとき無表情を貫つらぬく、あの不破さんが！　ありえない。華か城じよう先輩といいアンナ先輩といい、さっきからなんなんだこの超常現象空間は。


    「この異常事態の原因である」と不破さんが断言したチョコの箱を手元に引き寄せ、僕はその成分表示を確認する。


    「……おい、これ」


    　アンナ先輩が差し入れたお菓子の正体は、大人のチョコ菓子だった。「大人の」といってもそれは卑ひ猥わいな意味じゃない。恐らくそうした大人のお菓子と通常のお菓子の区別のつかなかったアンナ先輩が、間違えて持ってきてしまったのだろう。


    「全員、それを食べるのはやめてください！」


    　これ以上大人のチョコを摂取されてカオス度が増せばどんな事故が起こるかわからない。


    　僕は即座に全員にストップをかけるのだが、全員まともな判断力を失っているのか、僕の言葉になど耳を貸さず、ひたすら幸せの甘かん味みを貪むさぼり続けている。


    　特に轟力先輩などは体格に比例して食べる速度も量も半はん端ぱではない。力ずくでも止めねばならないだろうとアンナ先輩を振り切って飛びかかるも、


    「なんだ奥おく間ま。プロレスごっこか？」


    　チョコだけでなくプロレスまで大人バージョンになってしまいそうな気配を感じて、僕は力ずくでの説得を即刻断念した。そもそも轟力先輩と腕力で張り合おうというのが無理な話だ。


    　ならばせめて華城先輩やアンナ先輩、不破さんといった女性陣だけでも大人チョコから遠ざけようとしたのだけれど、


    「狸たぬ吉きちはーっ！　私のなのーっ！　狸吉は私と遊ぶのーっ！」


    「うふふぅ。綾あや女めさんは面白いことを言いますのねぇ？　窓から突き落としますわよ～？」


    「あはははっ！　なら、ご本人に聞いてみればいいのでは。あはははははっ！　拷ごう問もん尋じん問もんーっ」


    　大人チョコを食べながらヒートアップする華城先輩とアンナ先輩に、外野から好き勝手に煽あおりまくる不破さんの野や次じ。そのパワーを侮あなどっていた。


    　止めに入った次の瞬間、華城先輩とアンナ先輩に両脇わきをがっしり固められ、僕は抵抗する間もなく身動きを封じられる。不破さんは幸せの階段を駆かけ上がるべく次々と大人チョコの包装をやぶって机に並べ、華城先輩とアンナ先輩もそれをぱくぱくと口へと放りこむ。


    「奥間君は、わたくしと添い遂げるんですわよね……？」


    「狸吉ーっ！　狸吉ーっ！」


    　右にはしなだれかかってくるアンナ先輩、左にはやんちゃな子供のごとく頭をこすりつけてくる華城先輩。


    　こんなのどうやって止めろって言うんだ……。


    　僕が途方に暮れていると、アンナ先輩と子供のような争いを繰り広げていた華か城じよう先輩が、突とつ如じよ突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。


    「そうらっ！　決着をつけるのにちょうどいいゲームがあるのら！　このゲームの勝者が狸たぬ吉きちをゲットれきる！」


    「あっ!?　ちょっと先輩!?　なにを──」


    　僕が止める間もなく華城先輩が懐ふところから取りだしたのは、先ほど倉庫からこっそり運び出したあの王様ゲームセット。


    「ちょっとちょっとちょっと！　なにやってんですか！　ヤバイですって！」


    　けれど華城先輩はひらひらふらふらと僕の手を逃のがれ、不ふ破わさんに抽選箱を持ってくるよう指示すると、その中にいろいろな命令の書かれた紙片を叩たたき込む。


    「誰か……助けて……」


    　僕のお尻しりのブラックホールを白はく濁だく液えきでホワイトホールにする権利を差し上げますから、どうか。神様。


    「はーい、ルールを説明ひまーす！」


    　あんまりな事態に、僕が脳内で尻穴を神へ捧ささげようとするなか、華城先輩は回らない呂ろ律れつを駆く使しして、王様ゲームについての概がい要ようをぺらぺらと話し始めた。
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    　まず第一に、参加者全員がクジを引いて王様役と番号を割り振る。


    　第二に、王様役が抽選箱から『●●番と○○番は△△すること』と書かれた命令書を引く。


    　そして命令が実行されればまたクジを引き……といったことを延々繰り返すのがこのゲームの基本だ。


    　今回は特別に、命令を遂すい行こうできなかった者が敗者としてゲームを離脱していくというルールを追加し、最後まで残っていたものが勝者のバトルロワイヤル形式にするのだと華か城じよう先輩は説明を締めくくる。


    「わかりましたわ」


    「挑戦しよう」


    「あはははははっ！　楽しそうですねぇ！」


    　ルールを聞いたアンナ先輩、轟ごう力りき先輩、そして笑い袋と化した不ふ破わさんがコンマ一秒ほどの考えもなしに参加を表明。僕が現実逃避している間に話はどんどんよからぬ方向へ進んでいく。


    　くそぅ、どうすればいいんだ。


    　せめて味方が一人くらいいてくれれば、事態収拾の光も見えてくるというのに。


    「なんじゃこの有あり様さまは。うむ。このチョコ菓子は実に美う味まい」


    　作業が一段落したのだろう。生徒会室にふらりと現れた早さ乙おと女め先輩は、僕が止める間もなく大人のチョコ菓子を飲み込んだ。味方どころか場を引っかき回すろくでなしが一人増えるだろう未来を前に、僕は絶望する。あはは、もうなんだかいろいろどうでもよくなってきた。


    「って、あれ？　早乙女先輩？」


    「なんじゃい」


    　一心不乱にチョコ菓子を貪むさぼる早乙女先輩。その小さなほっぺはうら若き亀き頭とうのように赤みを増してはいたものの、目の焦しよう点てんはばっちりと僕を捉とらえており、その表情は完全に正気を保っている。


    「平気なんですか？」


    「なにがじゃ。って、んん？　この成分表示……誰じゃ、こんなものを校内に持ちこんだのは！」


    　そこで早乙女先輩はチョコ菓子の正体に気づき、ぺっぺと吐き出した。


    　どうやら外見年齢に似合わず、大人の成分にはかなり耐性のある体質らしい。


    　早乙女先輩は改めて幸せチョコの魔力に溺おぼれた面々を見まわし、委い細さい承知したとばかりにため息をつく。


    「酷ひどい状況じゃの。どうやって収拾をつけるつもりじゃ」


    「とりあえず、ゲームの最中に事故が起こらないよう場をコントロールしてみようかと思ってます。というわけで、早乙女先輩も協力してください」


    「対症療法じゃのう。どうせそんなことではこの場はどうにもなるまい。せっかくの機会じゃし、こやつらの乱らん痴ち気き騒ぎをスケッチしておったほうが楽しそうじゃ」


    　信じられないことに、早さ乙おと女め先輩は僕の必死の申し出をあっさりスルーして、本当にスケッチを開始しやがる。


    　とはいえ確かに、場を少しコントロールしただけではなにも問題は解決しないだろうと頭を悩ませていたところ、


    「「「「王様だーれだ！」」」」


    　いつの間にか王様ゲームが開催されていた。


    　しかも僕の手には華か城じよう先輩からクジが押しつけられており、ほとんど既成事実的に僕は三番となっていた。


    「あら～、わたくしが王様ですか～」


    　ぽわぽわした口く調ちようのアンナ先輩が抽選箱から容よう赦しやなく命令書を抜き取る。


    　すかさず華城先輩がそれを回収し「二番と三番がラップ越しにぃ、唇くちびると唇をくっつけりゅ～」などとノリノリで読み上げた。


    　三番って、僕じゃないか！　じゃあ二番は一体……。


    　白状すればこのとき、なにも期待していなかったかと言えば噓うそになる。アンナ先輩や華城先輩、不ふ破わさんなんかと当たってしまい、どうしよう困ったな、などとだらしない顔で頭を悩ませる未来を想像していなかったかと言えば、断じて否いなだ。


    　そんな卑ひ猥わいかつ不誠実な想像が一瞬とはいえ頭をよぎったからだろうか。


    「二番は俺おれだ」


    　本当に困ったことになった。


    　轟ごう力りき先輩は大人のチョコをモリモリごくんと飲み込んで、ラップでコーティングされた地獄を僕の唇に叩たたき付けるべく、両手を広げた。


    「ひいいいいっ！　誰かああああっ！」


    　気づけば先ほどと同じように僕の身体からだは右からアンナ先輩、左から華城先輩に挟み込まれ、地獄に背を向けることもできない状況になっていた。


    　ここでギブアップしてしまうと、王様ゲームを内部からコントロールすることは不可能になってしまう。だからそもそも最初からギブアップするつもりなどなかったが、これはあまりにもあんまりだ。両腕は二人の先輩に取り押さえられ、首から上は轟力先輩にがっちりと固定される。これじゃあ唇の打点をズラして接せつ吻ぷんを偽ぎ装そうすることさえ不可能だ。


    　神はスケベに容赦しないということか……。


    　この世の真理を悟り、ノンケの世界からいざさらばしようとした次の瞬間。


    「……うぅん」


    　鳥とり肌はだものの嬌きよう声せいを漏もらし、轟力先輩がその場に突っ伏した。


    　穏やかな呼吸から察するに、どうやら眠ってしまったらしい。


    　大人チョコをあれだけのハイペースで食べればそれもやむないことだろう。


    「……うーむ」


    　そこで僕は、このイカれた状況にどうにか収拾をつけられるのではないかと、眠りこけた轟ごう力りき先輩の蠢うごめくお尻しりを見つめながら閃ひらめいた。


    「リタイアーっ！」「リタイアですわねぇ」「あははははっ！　ゴリラ・ゴリラ・ゴリラがリタイアしましたねえ！　あはははっ！」


    　少し首を巡らせれば、大人チョコでふわふわ状態の三人が、さらに心と体を軽くするべく、誰の制止も受け付けない勢いで大人チョコを食べて姦かしましく騒いでいる。轟力先輩と同様、放っておけばおとなしく眠りについてくれる可能性が高い。


    　これは王様ゲームが事故らないよう調整しつつ時間さえ稼かせげば、どうにか収拾がつくのでは？


    　轟力先輩を生徒会室の隅へ転がしていく幸せ状態三人組の目を盗み、僕はスケッチを続ける早さ乙おと女め先輩に前述の目もく論ろ見みを耳打ちした。


    「まあ確かにそうかもしれんが、正直めんどいの」


    　けれど早乙女先輩はちょうど筆が乗ってきた頃合いらしく、僕の提案をにべもなく断ことわる。


    　ええい、ここで説得に時間をかけていては王様ゲームが次のフェイズに進んでしまう。


    「……ＤＴＳ48」


    「……っ」


    　僕の呟つぶやきに、早乙女先輩がぴくりと反応した。


    「僕に協力してくれた暁あかつきには、寝落ちしてしまった轟力先輩を相方に、ＤＴＳ48のすべてをあらゆる角度からスケッチさせてあげましょう」


    「そ、それは本当か!?」


    　ＤＴＳ48とは〝ＤＩＦＦＥＲＥＮＴデイフアレント　ＴＹＰＥＳタイプス　ＯＦオブ　ＳＥＸセツクス　48〟すなわち体位48手の略称である。


    　様々なシチュエーションのエロイラストを描えがくため、早乙女先輩は以前からこの体位をスケッチしたいと熱望していた。デッサン人形では臨場感に欠けると早乙女先輩は主張し、かといって僕や華か城じよう先輩では実際にそうした体位を再現するのは恥ずかしくて無理。早乙女先輩は長らく不満を溜ため込んでいたのだ。


    「約束じゃぞ！　絶対じゃぞ！」


    「もちろんです」


    　僕は覚悟を決めて早乙女先輩にサムズアップした。


    　この王様ゲームｗｉｔｈウイズ大人チョコで懸け念ねんされる最悪の事故は僕と轟力先輩の唇くちびるアバンチュールとかそういう類たぐいのものはもちろんのこと、なによりそれは華城先輩の正体がバレてしまうことである。いまのところは後々フォローできそうな範囲の愚ぐ行こうに留とどまっているが、幸せ状態の華城先輩がいつ致命的なバカをやらかすかわからない。


    　そのあたりも含めて場をコントロールすべく、僕は精神の貞てい操そうを放り投げてまで早さ乙おと女め先輩に協力を要請したのだった。


    　……まあ、この場を無事に収めることで、先日の女子トイレ騒ぎ以来ストップ安をキープし続ける華か城じよう先輩からの信頼が少しでも回復できればいいなぁ、なんて下心もあったりするのだけど。


    「それじゃあ、次のゲームよ！」


    　轟ごう力りき先輩を片付けた華城先輩が、各おの々おのにクジを引かせる。


    　僕は五番を引き、するっとくじ引きに参加した早乙女先輩は指の本数で一番だと僕に知らせてくれた。


    「おっ、私が王様ね！」


    　華城先輩が「たーっ！」と抽選箱に手を突っこむ。その手に握られた命令書を、早乙女先輩が横からさっとかすめ取る。


    「にゃにするのーっ！」


    　オモチャを取り上げられて怒る華城先輩を、早乙女先輩が「まあまあ」となだめる。


    「これは狸たぬ吉きちの生せい殺さつ与よ奪だつを賭かけたゲームなんじゃろ？　ならゲームの進行は狸吉に任せるのが一番ではないかの？」


    「……うー、まあ、確かに……」


    　ナイスだ早乙女先輩！　さらっと生殺与奪がどうとか僕の人権を無視した条件を勝手に追加してたけど、それはともかくこれはいい流れだ。


    　命令書を読み上げる役目が僕に一任されれば、空中に尻しり文字を書くとか、誰も事故ることのない命令を好き勝手に捏ねつ造ぞうできる。


    　さすがは早乙女先輩だ。見た目は子供、頭脳も子供。幼児退行した華城先輩の呼吸に合わせて見事に誘導してみせた。


    　早乙女先輩の見事な働きに応こたえるべく、僕は手渡された命令書を読み上げるふりをしてデタラメな命令を考える。


    「あーっ！　狸吉が悪い顔してるーっ！　私にはわかりゅーっ！」


    　すると華城先輩が後ろから僕に張り付き、命令書をじっと見つめる。


    「狸吉がズルしないように見張りゅの！」


    　んふふっ、と華城先輩は楽しそうに笑い、アンナ先輩がそれに張り合うように僕の腰回りにしがみついてきた。これでは逃げられない。命令の偽ぎ装そうもできない。


    　……ま、まあ、華城先輩が命令書を読み上げる過程でうっかり禁止単語を口にしてしまう可能性はぐっと下がったわけだし、早乙女先輩のファインプレイが無駄になることはない。


    「ええと、それじゃあ、次の命令です」


    　僕は仕方なく命令書を広げ、禁止単語を代だい替たい単語に脳内変換しながら読み上げる。


    「……二番と三番が、いまはいている下半身下着の色を暴露する」


    　ふぅ、ソフトな命令で助かった。これがはいているパンツを見せるとかそういう命令だったら事故そのもの。僕の股こ間かんがハードモードになるところだ。


    　僕がほっと胸を撫なで下ろしていると、不ふ破わさんとアンナ先輩がそれぞれ「二番ですー」「三番ですわ～」と名乗りを上げた。


    　不破さんが「えへへへへぇ」と普段からは考えられない幸せそうな笑顔を浮かべて僕を見る。


    　そこで僕は、幸せ状態の女性が前後不覚で口にする下着情報を耳にするのはまずいと思い、咄とつ嗟さに耳を塞ふさぐ。


    「わたしの下着は、今日は、白なんですー」


    　にへら、と笑いながら不破さんが口を動かす。聞いていない、僕は聞いていないぞ。


    　心の中でそう唱えていたときだ。


    　頑かたくなに耳を塞いでいた僕の両手が、怪力によってこじ開けられる。三番のアンナ先輩が僕の耳元に口を近づけていた。


    「わたくし～、今日は～、はいてないのですけれど～」


    　なんではいてないんですか!?　ダメじゃないですか！　パンツは愛液や夢む精せいを受け止める大人専用のよだれかけみたいなものなんですよ!?


    　僕の困惑をよそにアンナ先輩は続ける。


    「これはＯＫなのでしょうか～」


    　それは社会規範的にＯＫなのかという問いか、それとも今回の王様ゲーム的にＯＫなのかという問いか。まあ恐らく後者だろう。


    　ルール的には「透明」とでも答えておけば通るのだろうけれど、ここはアンナ先輩をリタイア扱いにするためルール違反ということに──。


    「ひいいんっ」


    　生徒会室にすすり泣きが響いた。


    　ぎょっとして声のしたほうを見ると、さっきまで笑い上じよう戸ごのトップランカーだった不破さんがしゃくりあげていた。


    「奥おく間まさんが、わたしの下着の色だけ聞いてくれない……わたしはとても傷つきました……」


    　そんなことで泣かれても！


    　てゆーか不破さんって笑い上戸かと思ってたけど、本当はそうじゃなくて感情の起き伏ふくが激しくなるタイプなんだね……。


    「わたしも仲間に入れてくださいよおぉ」


    　言いながら、不破さんがこちらにふらふらと危ない足取りで突進してくる。


    「うぐっ」


    　けれどその行こう軍ぐんはアンナ先輩に片手で止められる。頭を鷲わし摑づかみにされた不破さんは不服そうな声を漏もらしながら手足をばたばたとさせていた。


    「うふふ～。うふふ～」


    　アンナ先輩はひたすら温厚そうに微笑ほほえみながら、決して不ふ破わさんをこちらに近寄らせない。不破さんも身体からだ全体を躍動させてアンナ先輩に挑いどむのだけど、それは不破さんの全身に大人の幸せ成分をより早く浸透させる結果となったようで、不破さんはほどなくしてこてんと眠りこけてしまった。


    　計算どおり！　では全然ないのだけど、この偶然を僕の働きによるものと錯さつ覚かくさせるため、僕は早さ乙おと女め先輩に自信満々のドヤ顔をお見舞いした。しかしスルーされた。


    　これでいよいよ残る幸せ成分保持者は二人。


    　華か城じよう先輩とアンナ先輩は僕を拘こう束そくする傍かたわら、ぱくぱくと大人チョコを食べ続けている。


    　このまま何事も起こらないようゲームを進行していけば、遠くない未来にすべては丸く収まるだろう。金玉のように。けれど残った二人はこの二人だ。油断すれば一瞬で足下をすくわれ、卑ひ猥わいな世界に頭から叩たたき込まれるに違いない。


    　不破さんを椅い子すに座らせ、机に突っ伏すようなかたちで眠らせてから、僕は一層気を引き締めてゲームを再開した。


    「「「「王様だーれだ！」」」


    　今度は僕が一番、早乙女先輩が二番。
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    「わたくしが王様ですわ～」


    　ということは華か城じよう先輩が三番か。


    　アンナ先輩が「命令を遂すい行こうするのは一番と三番で～」と言いつつ、抽選箱をがさごそと漁あさる。


    　ゲームの参加人数が減ったため、命令書を引く前に王様が命令遂行者の番号を指定するというルールにいつの間にか変わっていた。


    　だがそれでも問題はない。参加人数が減り、僕と早さ乙おと女め先輩が共きよう謀ぼうするいま、全体の番号を事前に把握することは容た易やすい。


    　華城先輩の監視の目が光るなか、抽選箱から取りだされた命令書を受け取り、僕が読み上げる。


    「……え～。一番が三番の胸部に触る」


    　瞬間、僕と早乙女先輩は目配せをした。


    　お互いの番号を交換すれば事故は回避できる！　と一瞬で意思疎そ通つうを完了させ、こっそりクジを交換する。


    「あーっ！」


    　だが、華城先輩のおっぱいを僕の魔の手から救おうとしていた僕と早乙女先輩の計画は、当の華城先輩の手によって脆もろくも崩れ去った。


    「いま二人！　クジ交換してた！　ずるっこだーっ！」


    　そして華城先輩は早乙女先輩からクジを取り上げると、


    「狸たぬ吉きちの本当の番号は一番でしょーっ！」


    　鬼の首を取ったかのように宣言する。


    「むにゃ？　一番？　一番が狸吉ってことは、えーと？」


    　僕と早乙女先輩が硬直するなか、華城先輩は自分の番号を何度か確認しつつ、むにゃむにゃと口の中で思考を整理していた。


    　やがて、


    「い、一番！　たにゅきち!?」


    　自分のおっぱいが危機に瀕ひんしていることにようやく気づいた華城先輩が顔を真っ赤かに上気させる。


    「リタイアですの～？」


    　それまで僕の腰にしなだれかかって事の成り行きをおとなしく見守っていたアンナ先輩が、くすくすと笑いながら挑発するように言った。


    「綾あや女めさんがリタイアなら～、奥おく間ま君はわたくしのものですの～」


    「う、うぅ、ううううう」


    　幸せ成分に羞しゆう恥ち心しんと負けん気が加わったせいなのか、華城先輩の顔はいまにもメルトダウンしそうなほどに赤い。


    　ううむ。どうしたものだろう。


    　このままリタイアしてくれればてっとり早いのだけど、リタイアしたらしたで、暇ひまを持て余した華か城じよう先輩がなにをしでかすかわからない。かといってここで僕がおっぱいを触るわけにはいかないし……。


    「たにゅきち！」


    「は、はい!?」


    　思案していたところに、ヤケクソめいた華城先輩の声が叩たたき付けられた。


    「さ、触れば!?」


    　そう言って華城先輩はむんと胸を張る。堂々たる仁に王おう立だちだ。


    　下ネタ大好き星人であるくせに実際のエロにはまるで免めん疫えきがない華城先輩をここまで壊れさせるとは、大人の幸せ成分って怖い……。


    　うーん、これは僕がリタイアしたほうがよさそうだ。


    　リタイアしても命令書の読み上げは継続して行おこなえるだろうし、早さ乙おと女め先輩が残っていればゲームの調整はたぶんどうにかなる。


    「あの、僕リタ──」


    「うわああんっ！　狸たぬ吉きちが私から逃げようとしてりゅうううっ！」


    「ちょっと華城先輩!?」


    　リタイアしようとした途端、華城先輩が僕の手首を握って泣き喚わめき始めた。


    　その手を無理やりおっぱいのほうへ持っていこうとするので、僕は慌あわてて抵抗する。


    「なにやってるんですか！」


    「触ってくれにゃいにゃら、セルフマチオでオエッてなってやる！」


    「意味わかんないですって！」


    　そうしてしばらくもみ合っていると（おっぱいのことじゃない）、突とつ如じよ華城先輩の身体からだがふらりと傾かしいだ。背後にいた早乙女先輩が「うおおっ、死ぬ、潰つぶれるのじゃ！」と言いながらそれを受け止める。


    「……ふう、まあ、結果オーライか」


    　幸せ成分によって眠りについた華城先輩を机に突っ伏させ、僕はひと息ついた。


    　さて、残るはあと一人なわけだけど。


    「うふふ～」


    　大人チョコをぱくぱく食べながら、アンナ先輩は相変わらず穏やかに微笑ほほえんでいた。


    　もうかなりの量を食べているはずなのに、アンナ先輩は一向に寝落ちする気配がない。


    「あの、アンナ先輩。みんな寝ちゃいましたし、そろそろお開きに……」


    「奥おく間ま君の生せい殺さつ与よ奪だつを～、わたくしの手に～」


    　のほほんとした雰ふん囲い気きを醸かもし出しながら、アンナ先輩は恐ろしいことを言う。ゲームを降りる気はさらさらないみたいだ。クソが。


    「どうしたんですの～？　ゲームを続けますわよ～？」


    　アンナ先輩がクジを握り、ほらほらとこちらに突きつけてくる。


    「奥おく間まよ」


    　と、早さ乙おと女め先輩が僕の服をくいくいと引っ張る。


    「これでは埒らちが明かん。アンナを眠らせるには、チョコを食べさせるだけではダメじゃ。なにより、アンナは大人チョコに強いようじゃが、あれ以上食わすのはよくないしの」


    　早乙女先輩が珍しくまともなことを言う。


    　これがもしアンナ先輩ではなく僕を寝落ちさせなければならない場面なら、迷わず後ろの口に大人チョコをぶち込んできただろうに。直腸摂取、ダメ、絶対。


    「でも、ならどうすればいいんですか」


    「綾あや女めたちのことを思い出すのじゃ。命令書の内容を偽ぎ装そうし、軽く運動させれば、アンナもすぐ眠るじゃろう」


    　なるほど。その手があったか。


    　華か城じよう先輩が眠りについたいま、命令書の内容を偽装するのは簡単だ。


    　チョコだけでは喉のどが渇かわくだろうとアンナ先輩に水分の摂取も勧すすめつつ、僕と早乙女先輩はゲームを再開した。


    「「「王様だーれだ！」」」


    　そうして何度かゲームを繰り返し、僕と早乙女先輩は「腕立て十回」や「スクワット十回」などの軽い運動をアンナ先輩に命じる。


    　僕が命令書を偽装している以上、卑ひ猥わいな命令が下される心配はない。このままゲームを続けていれば、そう危ない場面に出くわすこともなく今回の騒ぎも収束するだろう。そう高をくくり、比較的落ち着いた気持ちでゲームを続けていたのだけど……。


    「さあ、次のゲームですわ～」


    　アンナ先輩はけろっとした様子でクジを突き出してきた。


    「「……」」


    　アンナ先輩は、いつになったら寝落ちしてくれるんだ!?


    　怪しまれないよう僕と早乙女先輩が筋トレをする場面もあったとはいえ、もうアンナ先輩にはかなりの運動量を課している。それなのにアンナ先輩は息切れする様子もなく、平然とゲームの続行を促うながしてくる。


    「まあ、普段のアンナの身体能力を考えれば不思議でもないの」


    　早乙女先輩が戦せん慄りつしたように言う。それにしたって大人の幸せ成分をかなり摂取しているはずなのに、いくらなんでもタフすぎる！


    「ふう。それにしても、少し暑いですわね～」


    「えっ!?　ちょっ！」


    　早さ乙おと女め先輩と密談していた僕の視界の端で、アンナ先輩がいきなり制服を脱ぎ捨てていた。


    　スカートはそのままに、上半身はブラジャーだけになる。


    「あれしきの筋力トレーニングで汗をかくなんて、おかしいですわ～。次は下も脱いでしまいそうなほど、暑いですわ～」


    　そこで僕は、アンナ先輩が現在ノーパンであることを思い出す。


    　これ以上筋トレを課すことはできない。


    　ならどうすればアンナ先輩を寝落ちさせることができるのか。皆かい目もく見当もつかない。


    「早乙女先輩、どうしましょう」


    　困り切って僕は早乙女先輩のほうを見る。


    「ううむ。奥おく間まよ。ふと思ったんじゃが」


    　早乙女先輩がなにか難問に直面したとでも言うように眉まゆ根ねをよせる。


    「わしはお主ぬしに協力してＤＴＳ48をスケッチするより、このままお主とアンナの合体を待つほうが得ではないか？」


    　あ、早乙女先輩が僕を裏切ろうとしている。


    「そんなことないですよ！　よく考えてください！　僕とアンナ先輩が合体しても、48ものバリエーションには絶対なりませんし、僕の下半身はスケッチする間もないくらい早いんです！　大体、アンナ先輩は早乙女先輩が望むようなアングルを意識して合体したりなんて絶対してくれませんよ！」


    「う、ううむ？　そうか？」


    　なんだかもう自分でもよくわからない理屈を勢いだけで貫つらぬき通す。早乙女先輩が僕の言葉になんの説得力もないことに気づくまで時間はかからないだろう。


    「うふふ～、続きですの～、奥間君の生せい殺さつ与よ奪だつ～」


    　アンナ先輩はにこにことおっぱいを揺らしながら、ゲームを続けようと迫ってくる。


    　うう、一体どうすればいいんだ……。


    　迷っている間にもゲームは進む。


    　今度は僕が一番。早乙女先輩が王様だ。


    　僕を裏切るかどうかで危なっかしくふらふら揺れている早乙女先輩が、僕に命令書を渡してきた。


    　適当に命令を捏ねつ造ぞうしようにも筋トレ以外の命令が咄とつ嗟さに思い浮かばず、なにか参考にならないかと命令書に目を落とした。


    「……あ」


    　そこでふと、ある閃ひらめきが僕の脳のう裏りによぎる。


    　なにも筋トレをさせるまでもなく、ようは相手の心しん拍ぱく数すうを上げれば幸せ成分によって寝落ちする可能性は高まる。なら手はないわけではない。


    　ううむ、けどこれ、王様ゲームを事故らないように終わらせるって目的に若じやつ干かん反するような……。


    「うむ。やはりアンナとお主ぬしの合体のほうが重要じゃな！」


    　けれど早さ乙おと女め先輩が華麗に僕を裏切ったいま、迷っている時間はない。


    　僕は早乙女先輩が偶然にも引き当てたその命令書を読み上げた。


    「一番が、二番に抱きつく」


    「ま、まぁ」


    　二番のクジを掲かかげたアンナ先輩が頰ほおに手を当て、ぽっと朱しゆに染める。


    「こういう場でそういうことをするのは、なんだか恥ずかしいですわね」


    　もじもじし始めるアンナ先輩。


    　僕のほうもなんだか少し気恥ずかしくなりながら、けれど決意をこめてアンナ先輩を見つめる。両手を広げてそちらに近づく。アンナ先輩の顔はますます紅潮していく。


    　ドキドキがドキドキを呼んでドキドキと共鳴し、互いの心音や性器に集まる血流の音まで聞こえそうな距離にまで近づいたそのとき。


    「あふぅ」


    　アンナ先輩の身体からだがふらりと揺らいだ。


    　慌あわてて抱きとめ、僕はその素す肌はだの柔らかさを意識しないようにしながら椅い子すに座らせる。


    「早乙女先輩、アンナ先輩に服を着せてあげてください」


    　残念そうに舌打ちする早乙女先輩にあとを任せ、僕はその場に座り込んだ。


    　ふう。最悪の場合は本当に抱きしめることになっていただろうけど、そこまでいくことなくアンナ先輩が寝落ちしてくれて本当によかった。緊張の糸が切れ、しばらく立ち上がれそうにない。だというのに、


    「では奥おく間まよ。次はわしに報ほう酬しゆうを支払う番じゃぞ？」


    　アンナ先輩の処置を終えた早乙女先輩が悪魔めいた微笑ほほえみを浮かべ、こちらに近づいてくる。


    「……最後の最後で裏切ったくせに」


    「未み遂すいじゃよ、未遂。それに、しっかり手伝いをしたことは確かじゃもの。約束は約束じゃ」


    　一切容よう赦しやするつもりはないとばかりに、早乙女先輩は僕を見下ろしていた。
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    「……う……うぅん？」


    　華か城じよう綾あや女めはうめき声を漏もらしながら目を覚ました。


    「あれ？　私、なにをしてたんだっけ……」


    　ぼんやりしながら周りを見渡せば、そこは生徒会室。どうやら机に突っ伏して居眠りしてしまっていたようだが、なぜかズキズキと頭が痛い。窓から差し込む光は既に夕暮れのそれに近く、なんだか時間が飛んでしまったような不思議な感覚がある。


    　これは一体どういうことだろうと混乱していたときだった。


    　視界の端でなにかおぞましいものが蠢うごめいていた。


    「はあ、はあ、はあ」


    　それは一人の後輩が何かにまたがり、苦く悶もんの表情で腰を動かしている姿。


    「……え」


    　その後輩がまたがっていたのは生徒会の先輩、轟ごう力りき雷らい樹きだった。


    　寝起きでぼんやりしていた綾あや女めの頭が一気に覚かく醒せいし、狸たぬ吉きちが轟力と騎き乗じよう位いを楽しんでいるその異常な光景をはっきりと認識する。


    「いやあああああああああああっ!?」


    「あっ、華か城じよう先輩!?　違うんです、これは！」


    「いやああああっ！　ぎゃああああああっ！」


    　綾女は狸吉と轟力がともに服を着ていること、轟力のほうが眠っていることなどにはまるで気づかない。狸吉の弁明にも耳を貸さず、生徒会室から飛びだした。


    「女子トイレ潜せん伏ぷくに続いて、男の上で腰を振るだなんて、狸吉はとんでもないド変態だわっ」


    　男同士の絡みを見てなんだか高鳴るものを感じながらも、そのとんでもないインパクトに突き動かされるまま、綾女は全力で生徒会室から逃走した。


    「待ってください華城先輩！　勘違いです！　話を聞いてください！」


    　狸吉が叫びながら追いかけてくる気配がして、綾女の逃走速度が上がる。


    「これ狸吉。どこへ行く気じゃ。お主と轟力の営みを全て描かききるまでは逃がさんぞ」


    　狸吉の情事をスケッチしていたらしい乙女が、力尽くで狸吉を引き留める。


    　綾女はその間に生徒会室からぐんぐん離れ、いまは亡き狸吉の貞てい操そうに思いを馳はせるのだった。
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    　後日、ひたすら僕を避け続ける華城先輩をなんとかつかまえ、早さ乙おと女め先輩とともに諸々の事情を説明した。けれど華城先輩を含めて、あの日幸せ成分に毒されていた面々は全員記憶をなくしていたため、納得してもらうにはかなり難なん儀ぎした。


    　納得してもらってからも、僕と轟力先輩を見る華城先輩の視線はどこか疑わしげなままで、なんだか居い心ごこ地ちが悪い。本当にあの視線はなんなんだろう。とても嫌な予感がする。


    　今回の一件を通して先日の女子トイレの失態はチャラにしてもらえたものの、華城先輩からの心証はプラマイでマイナスなような気がしてならない。どうしてこうなった。


    　悩みの種を着実に増やしつつ、僕のおかしな学園生活はこうして続いていくのだった。

  


  
    　王様ゲーム　～三年後のピロートーク～


    



    綾あや女め　「……ちょっと待って。ちょっとタンマ。私、狸たぬ吉きちにそんなこと言ってたの？　前に説明してもらったときと違わないかしら。話を盛ってるでしょう。ゆとりの胸部のように」


    ゆとり「なんであたしの胸の話をした？　あ？　殺すぞ？」


    狸吉　「あのときはちょっと話の内容を簡略化しないと信じてもらえそうになかったですから。噓うそだと思うなら、早さ乙おと女め先輩にも確認してみましょうか？」


    乙女　「狸吉の言っとることは本当じゃよ。あのときの綾女は、なかなかに可愛らしかったの」


    綾女　「……」


    乙女　「おっ、その真っ赤な表情、そそるのぉ。スケッチするから、そのままにしておれ」


    綾女　「……ちっぱいはねー、おっぱいっていうんだほんとはねー、だけどちっちゃいから自分のことちっぱいっていうんだね、可哀想ね、ゆとり」


    ゆとり「てめーっ！　恥ずかしいからってなにとんでもねー替え歌で誤ご魔ま化かそうとしてんだぜ！」


    アニー「……ふむふむ。なるほどデス、大人の幸せ成分を利用すれば、タヌキチの下半身を説得しやすくなるかもデス。良い話を聞きマシタ」


    狸吉　「アニー？　どさくさに紛れてなに怖いこと言ってるの？　冗談だよね？」

  


  
    



    　学校の猥わい談だん


    



    　時とき岡おか学園高等部一年生、感かん見み敏さと子こは怯おびえていた。


    　放課後。オレンジ色の西日が差す時岡学園の校舎内に人の気配は薄く、普段よりもずっと長く見える廊下は不気味に足音を反響させる。夏を感じさせる六月中旬の湿った空気はジメジメと身体からだにまとわりつき、どこからか吹いてくる生暖かい風がいたずらに頰ほおを撫なでた。


    「はうぅ。やっぱり宿題なんて、明日あしたの朝早くでよかったかなぁ」


    　昼間、いつもの猥談かと思って友達の会話にそれとなく参加したのがよくなかった。猥談かと思ってドキドキピクピクと話を聞いていたところ、それは猥談ではなく怪談だったのである。


    



    　いわく、放課後に階段を上っていると、上から血が降ってくる。


    　いわく、失恋を苦に自殺した女子生徒の霊が、放課後に一人でいる男子学生の背におぶさり、呪のろい殺してしまう。


    　いわく、女子トイレには女子の悩みを解決してくれる怪人が出没する。しかし油断すると個室に引きずり込まれ、全身を舐なめられてしまう。


    　いわく、時岡学園の敷地内には人面犬が潜ひそんでおり、運悪く遭そう遇ぐうすると足の付け根を食いちぎられる。


    　いわく、電車と衝突して真っ二つになった男子生徒が、学校生活への未練からテケテケと呼ばれる妖怪になり、いまも学校の廊下を這はいずり回っている。見つかると、どこまでも追いかけてきて足を奪われる。


    　いわく、理科室の骨格標本は本物の人骨が使われており、欠けたパーツを求めて夜よな夜な校舎内を徘はい徊かいしている。邪魔をすると全身の肉を剝はがれ、仲間にされてしまう。


    



    　ほかにも部活や体育のあとにロッカーから肌はだ着ぎが消えていることがあるなど、現在の時とき岡おか学園では不思議な出来事が頻ひん発ぱつしているのだという。


    「うぅ。ゆ、幽霊なんていない、いないもん」


    　敏さと子こは自分に言い聞かせながら廊下を進む。


    　きょうび高校生にもなって古典的な怪談に怯おびえるなんて、みっともないことだと思う。けれど噂うわさされる怪談はどれも妙に具体的な体験談や目撃談が多く、根も葉もない話だと断じることができなかったのだ。


    　そういえば、いま歩いているこの廊下も、友達が怪談を目撃したと主張していた場所である。


    　そう自覚した途端、しんと静まりかえった廊下の空気が肌にぴりぴりと突き刺さるようだった。思わず身体からだがびくんと跳ねる。敏感な身体なのだ。子供の頃はそれが原因でからかわれ、不本意なことに「びんかんちゃん」などというあだ名がついたこともある。


    「……あうぅ」


    　怖くないもん、などと強がって、友達の同行を拒否したことをいまさらながら後悔した。


    　かといってここで引き返せば、「宿題はどうしたの？」と友人たちにからかわれることは間違いない。


    　なけなしの勇気とちっぽけなプライドを駆く使しして一歩、また一歩と廊下を歩んでいたとき、敏子の身体がぴょこんと跳ねた。


    「ひゃうんっ」


    　おへその裏側辺りがじゅんっ！　と熱を生み、下半身がぴょんぴょんする。なんだか口周りが緩ゆるくなってしまうような高こう揚よう感。


    「この感じ……」


    　それは、春先から何度も体験してきた感覚だった。


    　時岡学園を中心に、第一清せい麗れい指定都市内で暗あん躍やくするテロ組織《ＳＯＸソツクス》。彼らの起こす騒ぎに遭そう遇ぐうするたび、敏子の身体は形容しがたい心ここ地ちよさに包まれた。


    「……」


    　敏子は頰ほおを上気させたまま、身体が反応するほうへと足を向ける。


    「はっ。ダメ、ダメ。宿題、とりにいかなくちゃいけないのに……」


    　我に返ってそう口にするも、身体からだは言うことを聞かない。


    　両足は小刻みに震え、力も抜けつつあるのに、迷いなく前進を続ける。教室からは遠ざかるばかりだ。それどころか、ダメだダメだと念じるたびに下半身がウキウキし、梅つ雨ゆの湿気のせいだろうか、なぜか下着が蒸れていく。


    「ちょっとだけ……ちょっとだけ……」


    　敏さと子こは呟つぶやきながら、曲がり角の向こうを覗のぞいた。これまで《ＳＯＸソツクス》が自分に見せてくれたハエの合体映像や男女の合体イラストのような、めくるめく刺激物が陳列されているに違いない。ワクワクじゅんじゅんしていた敏子の無む邪じや気きな心はしかし、こちらにとことこと歩いてくる小さな影を目撃するやいなや、一瞬で凍りついた。下着の内部も瞬またたく間に乾燥する。


    　廊下を歩いてくるのは、一匹の小さな柴しば犬いぬだった。


    　しかしそれは首から下だけの話。その頭部は不自然にのっぺりとした人間の顔で、不気味なことに長い黒髪まで生えている。そのおぞましい容よう姿しは、噂うわさの人面犬そのものだ。


    「ひゃあああああああああっ!?」


    　敏子は悲鳴をあげて走り出した。けれどそれがいけなかった。


    　敏子の存在に気づいた人面犬が一いち目もく散さんに駆かけてきて、敏子のスカートの中にもぐり込んだのである。べろべろべろべろ！


    「ひいいいいいいんっ!?」


    　なんだかスカートの中が大変なことになっている。


    　くすぐったいような感覚に襲おそわれながら、敏子はパニックに陥おちいっていた。脳のう裏りでは友人たちから聞いた人面犬の恐ろしい悪あく行ぎように関する情報が怒ど濤とうの勢いでリピートされる。


    　ああ、このままだと足の付け根を食いちぎられてしまう！


    　敏子はぴょんぴょんする下半身を叱しつ咤たし、人面犬を引きはがそうと激しくもがいた。無む我が夢む中ちゆうだった。なにかが脱げるような感触も無視して立ちあがり、必死に廊下を走る。


    　振り返ると、人面犬はなにやら白い布を夢中で弄もてあそんでおり、敏子を追いかけてくる気配はない。それでも敏子は何度も後ろを振り返りながら必死に走り続けた。


    　まさか本当に噂のお化けに出くわすなんて！


    　そのとき、敏子の目の前にぬめっとした人影がのっそりと現れた。


    　ぎょっとしてブレーキをかけるも間に合わず、敏子はその人影に真正面からぶつかってしまう。


    「あうっ!?」


    「おや、あなたは」


    　敏子に全力で突撃されて派は手でに転倒したにもかかわらず、その人物は平常時となんら変わらない淡々とした声を発した。新あら手ての妖怪めいたオーラを放つその女子生徒は敏子のクラスメイト、不ふ破わ氷ひよう菓かだった。


    　彼女はいわば、好奇心の怪物とでも形容すべきクラスの問題児だった。その好奇心は主に子供のつくり方、および国が表現を禁止している卑ひ猥わいな事象すべてに向けられていた。彼女は風紀優良度最高ランクの時とき岡おか学園にあって、その好奇心をまったく隠そうとしない。不健康そうな見た目に反して、産婦人科を出入り禁止になるほどの行動力にあふれ、いついかなるときも安易に慌あわてふためいたりしない冷静さを兼ね備えていた。


    　それゆえに平常時はなかなか近寄りがたい雰ふん囲い気きをまとう彼女だが、そのブレない卑猥への執着と冷静沈着な判断力は非日常時にとても心強い光を放つ。その局所的かつ偏かたよったカリスマぶりが初めて発揮されたのは、つい先日起きた大事件、《エイチ禁止法》賛成署名の集団ボイコット、および不健全雑誌獲得のための自主的集団遠足の折。彼女は志こころざしをともにした男子生徒を情け容よう赦しやなく切り捨て、なに食わぬ顔で善ぜん導どう課の脇わきを突破してみせたのだ。


    　欠片かけらも悪びれず、欠片も怯ひるむ様子を見せない彼女に勇気づけられ、数あま多たの女子生徒が堂々と胸を張って不健全雑誌を探し回ることができた。その結果、学園内にはワンランク上の不健全雑誌のコピーが出回るようになり、男子生徒も喜き色しよく満まん面めん、いまや不ふ破わ氷ひよう菓かは男女を問わず、妙な人望を獲得しつつあった。


    　とどのつまり、不破氷菓というクラスメイトは非常時にとても頼りになるのである。そしていまこの瞬間、敏さと子こはこれ以上ないほどの非常事態に遭そう遇ぐうしていた。


    「ふ、不破ひゃんっ！」


    　怪しい呂ろ律れつで、敏子は氷菓の白衣にすがりつく。


    「しゅ、宿題をとりにきたら、あ、あっひに、人面犬がいて、襲おそわれて……っ！」


    「それは本当ですか」


    　敏子の指す方向へ、氷菓が目を向ける。すがりつく敏子を引きずるようにして、氷菓は身体からだまでもそちらへ向けた。


    「ふ、不破ひゃん!?　あ、危ないよっ。そっちには人面犬が」


    「ええ。だからいますぐ向かわねばならないのです。白衣を離していただけませんか」


    　とんでもないことを言い出す氷菓に、敏子はさらに強くすがりつく。ほとんど涙目だ。


    「ひ、一人にしないでよぉ」


    「……仕方ありませんね」


    　氷菓はため息をつき、震える敏子を落ち着かせるように肩を撫なでた。しかし敏子がほっと息を吐いたその瞬間、氷菓は白衣を脱ぎ捨て走り出した。


    「不破ひゃん!?」


    「深遠なる卑猥の謎なぞを解き明かすためなのです。堪かん忍にんしてください」


    　怯おびえきって腰砕けとなった敏子を捨て置き、氷菓はわけのわからない弁明を残して去っていった。危険な人面犬と相あい対たいすることが卑猥となんの関係があるのか。敏子は呆ぼう然ぜんとしながら、しんと静まりかえった廊下にぺたんと座り込む。


    「……う、うぅ。もう嫌、もう帰ろう」


    　噂うわさは本当だった。


    　もう宿題なんてどうでもいい。


    　これからはなにがあっても、放課後の学校には近寄らないようにしよう。


    　そう固く決意して、敏さと子こは昇降口を目指す。


    　ぷるぷると震える身体からだを抱くようにしてしばらく歩いていたときだった。


    「はうんっ」


    　またしても、あの得え体たいの知れない心ここ地ちよさが身体を包んだ。ホッカ●ロと化した下半身が敏子の頰ほおを赤らめ、頭の中を白くする。


    「……こっち、きゃな？」


    　敏子は下半身の化学反応に従い、ふらふらと引き寄せられるように、昇降口とは反対の方角へ足を向けた。


    　そのときだ。


    　ずり──ずり──ずり──と、なにかを引きずるような音が、敏子の耳に届いた。


    「……あっ」


    　──交通事故で亡くなった生徒が、いまも廊下を這はいずり回っていて、見つかると足を取られる。


    　噂話の一つが頭をよぎり、敏子の顔から血の気が引く。


    「あ、あたしのバカっ、なんで引き返してきちゃったのっ」


    　目先の快楽、それもヒワイに関連するだろう感覚に溺おぼれた結果がこれ……お父さんやお母さん、学校の先生がヒワイを禁止するのは、もしかして、こういう危険性を考慮してのことなのだろうか……などと考えていた敏子の視線の先、廊下の向こうで、なにかが蠢うごめいていた。


    「うぅ……うぅ……」


    　西日で陰になってよく見えないが、男子生徒らしきものが、苦しげなうめき声をあげながら、うつ伏せに転がってずるずると動いている。


    「ひ、ひぃ」


    　敏子は腰を抜かしてへたり込んだ。


    　何者かが近づいてくればくるほど身体から力が抜け、なぜか胸部の先端が硬くなっていく。


    「だ、大丈夫、大丈夫だよ。きっと、な、なにかの見間違いで……」


    　などと敏子は自分に言い聞かせて冷静になろうとするが、その何者かが敏子のほうに顔を向け、いきなり速度を上げて近づいてきたため、一気に余裕が吹き飛んだ。


    「あわわ……あわわ……誰か、誰かぁ」


    　恐怖で大声をあげることもできず、四つん這いの体勢で必死に何者かから距離を置く。


    　無む我が夢む中ちゆうでしばらく進んだところで、敏子の頭が誰かの足にぶつかった。


    　敏さと子こはその誰かにすがりつき、必死に懇こん願がんする。


    「た、助けてくだひゃいっ！　お、お化けに、お化けに足をとられ」


    「おや、またあなたですか」


    　そこにいたのは、つい先ほど、敏子を見捨てて去っていった不ふ破わ氷ひよう菓かだった。


    「人面犬を見つけられず落らく胆たんしていたところに、これは朗ろう報ほうです。……それにしても」


    　氷菓は無感動な調子で言うと、今度は自分から敏子の手を摑つかむ。


    「ひぇっ!?」


    「この短時間の間に二度も噂うわさの怪談に遭そう遇ぐうするとは、あなたは随分と運がいいのですね」


    　運が悪いの間違いだろうと敏子は思うが、ずずいと顔を寄せてきた氷菓の迫力に気け圧おされて言葉が出ない。


    「わたしは何日も探索を重ねて、ようやく女子トイレの神様に出会うのが精々だったというのに。なにか怪談と遭遇するためのコツでもあるのですか？」


    「……え、えぇと」


    　なんとなく心当たりはあった。しかし言えない。卑ひ猥わいな感覚に身を任せていたら遭遇してしまった、などと正直に話そうものなら、氷菓にどんなことを要求されるかは目に見えている。


    「ちょっと、わかんないなぁ」


    「噓うそですね」


    　一瞬で看かん破ぱされ、敏子はぎくりと肩を震わせる。


    「まあ、言いたくないのなら別に構いませんが……しかしどうやら、あなたと一緒にいたほうが、怪談に遭遇する確率が上がりそうですね」


    　氷菓は一人で納得すると、敏子をぐいぐいと引っ張り、敏子が逃げてきたほうへと歩き出す。


    「足をとられる、となると、あなたが遭遇したのはテケテケですね？」


    「い、いやぁっ。離してよ不破ひゃんっ！　もう、お家に帰りたいよぉっ」


    「先ほどはわたしに、『一人にしないで』と半べそで懇願していたでしょう。大丈夫、もう一人にはしませんよ」


    　さっきはあんな簡単に見捨てたくせに！


    　氷菓の詭き弁べんに抗議の声をあげようとした敏子だったが、


    「そう怖がることはありません」


    　氷菓の断言に、言葉を呑のみ込む。


    「いくらまことしやかに語られようが、この世に幽霊だのお化けだの、そんな非科学的なものは存在しませんから。愛し合えば自然と子供を授さずかるなどというもっともらしい戯ざれ言ごとが、噓っぱちであったように。わたしが怪談の真相をすべて解き明かしてみせましょう。好奇心の赴おもむくままに」


    「……」


    　謎なぞの説得力を放つ氷ひよう菓かの落ち着いた声こわ音ねに、敏さと子こはそのままずるずると流されてしまうのだった。


    



    「なるほど、この先でテケテケに遭そう遇ぐうしたのですね」


    　曲がり角の向こうからは、いまだになにかが這はい回る音が聞こえてくる。


    「ひっ、ひんっ」


    　敏子はなぜだかまた身体からだが反応してしまっており、返事なのか吐と息いきなのかよくわからない声を漏もらした。


    「……」


    　そんな敏子の様子をじっと観察したあと、氷菓はなんの前触れもなくテケテケの徘はい徊かいする危険な廊下へと身を躍おどらせる。


    　敏子の手を引っ張って。


    「ちょっ、不ふ破わひゃん!?」


    　全力で抵抗しようとした敏子だったが、氷菓が一歩進むごとに硬くなっていく胸部の先端が服とこすれると、頭の奥がほかほかしていき、それどころではなかった。


    「ひんっ、ひんっ」


    　敏子が胸の辺りを片腕で押さえながらぷるぷる震えていると、こちらに気づいたらしいテケテケが近づいてきて、敏子はぎょっとする。


    「あ!?　な、なんでビビらずに近づいてくるんだ!?」


    　しかしなぜだかテケテケのほうが、敏子よりもよほどぎょっとしたような声をあげていた。氷菓は両者の動揺にまるで頓とん着ちやくすることなく、ずんずんと歩を進める。


    「あ、あれ？」


    　氷菓の陰に隠れてテケテケを見ていた敏子は、そこであることに気づいた。


    「足が、ある？」


    　こちらに上半身を向けて這いずり回っていたために遠くからでは判別できなかったが、廊下にうつ伏せ状態となって蠢うごめくその男子生徒には、確かに足があった。


    「な、なんだよお前らっ！」


    　テケテケは狼ろう狽ばいした様子で叫び、そそくさと立ちあがる。


    　その下半身がもっこりと盛り上がっていることに気づき、敏子は隙すき間まだらけの両手で目を覆おおった。氷菓はその盛り上がりを凝ぎよう視しして男子生徒を怯ひるませると、無表情のまま、それを指さす。


    「なるほど。それを床ゆかにこすりつけることで気持ちよくなっていたというわけですね？」


    「っ！」


    　男子生徒が、ミステリーで追い詰められた犯人のような顔をする。


    「しかし不思議ですね。わざわざ学校の廊下でせずとも、自宅でいくらでも発散できそうなものですが。詳しくお話を聞かせてもらえますか？」


    「それは……」


    「学校側と保護者にあなたの行為の詳細を密告されたくなければ、詳しくお話を聞かせてもらえますか？」


    　もじもじと言い渋る男子に対し、氷ひよう菓かは一切の容よう赦しやがない。


    　やがて男子生徒は「わ、わかったから」と観念し、敏さと子こはその供述を一いち言ごん一いつ句く聞き漏もらすまいと耳をそばだてるのだった。


    



    　様々な場所で試したが、学校の廊下の感触が一番だった。加えて、普段いろいろな人が歩く場所に身体からだをこすりつけているのだと意識すると、なんだかクセになった。


    　男子生徒はそう語り、氷菓は「ふむ、勉強になりますね」としきりに頷うなずいていた。


    「動物のマーキングに近い興奮でしょうか。ヒワイは、一見して子づくりとは無関係に思える事象をも興奮材料に変換できるものだと薄々感じていましたが、なるほど、そういうのもあるのですね」


    　氷菓は考えをまとめるようにぶつぶつと呟つぶやいたあと、所在なさげにもじもじしていた男子生徒に向き直る。


    「興味深いお話の数々、ありがとうございました。お礼と言ってはなんですが、数日前から《ＳＯＸソツクス》が配布している、このレシピをあなたに授さずけましょう」


    「？」


    　男子生徒はおずおずとそれを受け取る。


    「……？」


    　敏子もそのプリントの内容が気になって覗のぞきこんだ。


    　片栗粉と水の配合比やこんにゃくのゆで時間など、料理本のようなことが書かれている。


    「《ＳＯＸ》の忠告によれば、あなたの発散行為は将来、あなたのマツタケに形状的な不具合を生じさせる可能性が高いということです。そもそも廊下での発散はリスクが高いですし、このレシピを出発点として、自宅でワンランク上の心ここ地ちよさを追求してみては？」


    「ワンランク……上……？」


    　氷菓の言葉の意味を深くは理解できないものの、敏子はなんだか身体が火ほ照てるような気がした。


    　それから氷菓は男子とＰＭの番号を交換すると、いつもの無表情でじーっと男子を見つめ、


    「ヒワイを究きわめる同志として、お互い頑張っていきましょう」


    　なんだかよくわからないセリフで、男子を鼓こ舞ぶするのだった。


    



    「というわけで、テケテケの正体は判明しました。どうです、幽霊の正体見たり変質者、無む暗やみやたらに恐れる必要などないのです」


    　無表情ながら、氷ひよう菓かはどこか満足げに言う。


    「《ＳＯＸソツクス》の知識流る布ふが加速しだした頃と、怪談が流は行やり始めた時期が重なっていたので、怪しいとは思っていましたが。やはり予想どおり、怪談の正体を探っていけば、様々な種類のヒワイに出合うことができそうです」


    「ま、まさか不ふ破わさん……そのために怪談の正体を……？」


    　どこまでもブレない人だなぁと敏さと子こが感心していると、氷菓が再び敏子の手を摑つかんだ。


    「さて、それでは早速、次を探しましょうか」


    「つ、次って……まだ続けるの？」


    「当然です」


    　氷菓はおもむろに、敏子の胸部の膨ふくらみを鷲わし摑みにした。


    「ひぃん!?」


    「先ほど気づいたのですが、あなたはどうやら、あの手のモノに遭そう遇ぐうしやすいだけでなく、近づけば近づくほど、身体からだの一部に変化が生じるようです」


    「あっ、ちょっ、ひょこは!?　ら、らめ、らめらよぉ！」


    　胸部の先端をくりくりと撫なでられ、敏子の心臓がトゥンクと脈打つ。


    「む……？　盛り上がってきましたね。怪異が近くにいるのでしょうか」


    　氷菓は敏子の胸部から手を離し、近くの教室をいくつか覗のぞきこむ。


    　そして「なにもいませんね」と呟つぶやいてから、改めて敏子の胸部を凝ぎよう視しした。


    「ふむ。どうやら直接触るとセンサーが誤作動を起こすようです。センサーには触れず、盛り上がり具合を目測するのが一番ということでしょうか」


    「うぅ、もういやぁ」


    　敏子は昇降口を目指すも、氷菓がその手を離さない。


    「なにを嫌がることがあるのです。怪談の正体が人間であると、いましがた証明したばかりでしょう」


    「つ、次も人だとは限らないよぉ」


    「なるほど。一理ありますね」


    「わ、わかってくれた？」


    「では、なおさらすべての怪談の真相を究明しなければ。あなたのように噂うわさ話ばなしを真に受け、不必要に怖がる生徒を一人でも減らすために」


    「ふえぇ!?」


    　ただ不破さんがいろいろなヒワイについて知りたいってだけのクセに！


    　そう文句を言ってやることもできず、敏子は胸部のセンサーを前面に押し出し、放課後の校舎を歩かされた。


    



    　胸部のセンサーに従い、一階廊下まで降りてきたときである。


    「ひゃんっ!?」


    「む。センサーがより一際盛り上がりましたね。となると、この近くに次なるヒワイが」


    　氷ひよう菓かがきょろきょろと周囲を見渡す。


    　それにつられて敏さと子こも辺りを見まわしていたところ、窓の外に不気味な人影を見つけてしまった。


    　校舎の裏手、部室棟へと続く人ひと気けのない道を男子が歩いている。その背中には、まるで死体のように力の抜けた女子生徒がへばりついていたのだ。


    「……っ！」


    　悲鳴をあげそうになる敏子だったが、ここで声を出すと、氷菓がアレに気づいてしまう。取り憑つかれている男子には悪いが、ここは見て見ぬ振りを──そう思っていたとき、死体のような女子生徒の首が、明らかに不自然な角度でねじ曲がり、こちらに顔を向ける。


    　しかしその顔には、目も鼻も口もなく、それはまるで、


    「ひぃっ!?　のっぺらぼう!?」


    「さすがです。こんなに早く次が見つかるとは」


    　敏子の悲鳴を聞きつけた氷菓も怪異の存在に気づき、のたのたとした動きで窓から外に出る。


    「ほら、あなたも来るのです」


    「え、え、でも」


    　そのまま逃げてしまおうかと思った敏子だが、


    「人気のない校舎内で独り、また得え体たいの知れないものに遭そう遇ぐうしたいというのなら、止めはしませんが」


    「う、うぅ、不ふ破わさんのイジワル……」


    　ほかに選択肢もなく、敏子は氷菓とともに怪異を追った。


    



    　のっぺらぼうに憑ひよう依いされた男子生徒を追跡したところ、二人は野球部の部室へとたどり着いた。男子生徒はのっぺらぼうを背負ったまま、ここに入っていったのである。


    「お邪魔します」


    「うわっ!?　なんだあんた!?」


    　ノックもせずに氷菓が部室へ突撃すると、中にはちょうど部活動を終えたらしい野球部員たちが集まっていた。そしてあろうことか、部長とおぼしき生徒が青春の汗とグラウンドの土で汚れた身体からだでのっぺらぼうに抱きついていたのである。


    「あ、あわわわわ……」


    「なるほど」


    　敏さと子こが困惑し、野球部員たちが硬直するなか、氷ひよう菓かだけがずんずんと部室に踏み込み、迷いのない手つきでのっぺらぼうの服を剝むいた。


    「人型のぬいぐるみですか。制服といいウィッグもどきといい、近くで見ると作りは相当粗いですが、随所に[image: ]意工夫が光っています。相当に試し行こう錯さく誤ごしたのでしょう」


    　言いつつ、氷菓はのっぺらぼうに顔をうずめる。


    「ふ、不ふ破わひゃんっ!?」


    「ふむ。この匂においは女子生徒がよく使う制せい汗かん剤ざい。目をつぶって抱きしめれば、本物の女子に抱きついているかのような感覚が味わえますね」


    　そして氷菓は、もじもじおどおどと視線を泳がせる野球部員たちに向け、淡々と質問を浴びせる。


    「ここまで工夫しておいて、顔がのっぺらぼうなのはなぜです？」


    　氷菓の質問を受けて、部員たちが気まずそうに視線を交わす。結局、明後日あさつての方向を見ながら答えたのは、部長だった。


    「……いろいろ試したんだが、顔は作らないほうが、その、いろいろ想像が膨ふくらんで……」


    「興奮したというわけですか」


    　言いよどむ部長の言葉を補足し、氷菓は顎あごに手をあてる。


    「興味深いことです。あえて本物から遠ざけることで興奮が増すこともあるのですね。ヒワイ……知れば知るほど謎なぞが深まります」


    　氷菓は言いつつ、のっぺらぼうのスカートをたくしあげた。


    「ところで、鼠そ径けい部ぶに穴まで作ってありますが、こんなところに入れても大丈夫なほど、男性のマツタケとは丈夫なものなのですか？」


    「そ、それはちが！」


    　野球部員たちがいよいよ悲鳴のような声をあげる。


    「それは！　ラグビーや柔道の連中が！　《ＳＯＸソツクス》がレシピ配布していた片栗粉なんちゃらを装着してみたいとかなんとか言うから！」


    「ほう」


    　野球部員たちの弁明を聞いて、氷菓の目がぎらりと光る。


    「のっぺらぼう制作に関与しているのは、野球部だけではないと」


    「あ……」


    　口を滑らせた部員たちが一斉に「しまった」というような顔をする。


    「そういう話ならば合が点てんがいきます。部活間での貸し借りを行おこなうため、わざわざ危険を冒して運搬する必要があったと。その代わり、多くの人のアイデアを募つのることができ、ここまでのものができあがった」


    　氷菓がじーっとのっぺらぼうを眺める。


    「素晴らしい。人型ののっぺらぼうぬいぐるみに片栗粉、そしてそれらを組み合わせて生まれる発明。わたし一人ではとても発案できないヒワイな閃ひらめきの数々。本当に素晴らしい」


    「え……？」


    　氷ひよう菓かの言葉が意外だったのだろう。部員たちがぽかんと口を開ける。


    「今後、そのぬいぐるみがどのように進化してゆくか、ぜひわたしにも見届けさせてください。もちろん、わたしからのアイデアや技術の提供も惜しみません」


    　そうして先ほどのテケテケ男と同様、野球部員たちとＰＭの番号を交換した氷菓は「最後に一つだけ」と部員たちに淡々とした声で言った。


    「ぬいぐるみ制作にここまで情熱を注ぐくらいなら、誰か特定の女性とヒワイを追求し合えばよいのでは？」


    「それができたら苦労はしねえ！」


    　日頃の練習の成果だろうか。


    　野球部員たちは妙に息の合った反論で、氷菓を納得させるのだった。


    



    「ま、まだやるのぉ？」


    「なにを言っているのですか。あなたのセンサーはまだこんなに反応しています。この部室棟には、おそらくまだヒワイが隠れています」


    「ううぅ」


    　胸部の先端をじっと眺める氷菓の視線に、敏さと子こはなぜかゾクゾクしたものを感じてしまう。


    　その感覚に戸惑いながら、少しだけ夢中になっていたところ、氷菓がなにかを見つけた。


    「あれは……」


    　氷菓が目を向けた先には、一匹の柴しば犬いぬを抱えた女子生徒。


    　なにやら周囲をきょろきょろと見まわしつつ、「もー、目を離すとすぐに校舎のほうまで遊びに行っちゃうんだから。あなたがいなくなったら、預かってる私たちが怒られちゃうんだよー」と漏もらしつつ、女子テニス部の部室へと入っていく。


    「ひゃんっ」


    　それを見た瞬間、敏子の鼠そ径けい部ぶが亜熱帯と化した。センサーもびんびんだ。


    「あれって、もひかひて……」


    「間違いありませんね」


    　氷菓は言うと、先ほどの野球部よろしく、なんの躊躇ためらいもなく部室へと踏み込んだ。


    「失礼します」


    「きゃあっ!?」


    　中にいた女子生徒たちが悲鳴をあげ、氷菓と敏子を凝ぎよう視しする。


    　しかし部室にいた女子生徒のうち、一人だけはどこか焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、手にした不健全イラストを眺めながら息を荒くしており、騒ぎには気づいていないようだった。その女子生徒の臀でん部ぶには先ほどの柴しば犬いぬが顔をうずめ、なにやらふんふんと匂においをかいでいる。


    　氷ひよう菓かがその様子を無言で観察していると、沈黙に耐えかねたのか、テニス部員の一人が声をあげた。


    「ち、違うの！　これは、いくらしつけてもポチが臀部の匂いをかぐのをやめなくって！」


    　言いながら、女子部員はポチという名前らしい柴犬を臀部から引きはがす。しかしポチは女子部員の言うとおり、何度引きはがしても臀部に舞い戻る。しまいには邪魔しようとする女子部員にうなり声をあげる始末だ。


    「か、勘違いしないでね!?　べ、別にね!?　匂いをかがれてる状態で《ＳＯＸソツクス》のバラまく不健全イラストを見ると凄すごく気持ちいいことに気づいたとかそういうことじゃないの！　これはなにかの間違いなの！　広い意味での事故なの！」


    「……」


    　氷菓はその言葉には応こたえず、言い訳を重ねる女子部員の手にずっと握られていたソレを指さした。


    「ソレが人面犬の正体ですか」


    「ひえっ!?」


    　女子部員はハッとしたような奇声をあげた。カツラのような気味の悪い物体と、人の顔のようなものが描えがかれた不気味なマスクをいまさらゴミ箱に叩たたき込むが、すでに手遅れだ。


    「ふむふむ。疑ぎ似じ的なパートナーを作るという点では野球部のアレと近い考えですが、顔をしっかり作っているのは、試し行こう錯さく誤ごにかけた時間の差か、それとも男女差か、考察のしがいがありますね」


    「お、お願い！　なんでもするから、このことを先生に言ったりしないで！」


    　女子生徒が氷菓に懇こん願がんし始めたときだった。


    　ポチがぴくりと耳を動かして臀部から顔を上げると、開け放たれたままになっていた部室のドアから外へと駆かけ出した。


    「ああっ！　また！」


    　ポチは凄すさまじい速度で校舎の中へ走っていき、あっという間に姿が見えなくなる。


    　女子部員が頭を抱え、さっきまでポチに臀部をまさぐられていた女子生徒は「まだ始めたばっかりだったのに……」と不満げな声を漏もらす。


    「仕方ありません。わたしたちもポチの捜索に協力しましょう。優秀なセンサーもついていることですし」


    「ふぇ!?」


    　氷菓に肩を摑つかまれ、敏さと子こは驚く。


    「ま、また校舎に戻るの？」


    「ポチが逃げてしまったのは、わたしたちにも責任がありますから」


    「しょ、しょんなこと言って、あのわんちゃんをいち早く観察したいだけなんじゃあ……」


    「あなたもわかってきましたね」


    　氷ひよう菓かは言うと、テニス部員たちに身体からだを向ける。


    「大丈夫です。わたしもあなたたちと同じ、ヒワイの探究者。あらゆる面で、協力は惜しみません。手分けしてポチを捜しましょう。みなさんがポチと仲良くしているところを、もっとわたしに見せてください」


    　そうしてテニス部員たちと校舎へ向かう途中、敏さと子こは部員の一人に、ずっと気になっていたことを尋ねた。


    「あのポチって子、なにかくわえてませんでしたか……？　しょの、し、下着、とか」


    「え？　うーん、ちょっと心当たりないなぁ」


    「しょ、しょうでしゅか……」


    　敏子はずっとすーすーしているスカートを押さえ、しょんぼりとうな垂れた。


    



    「なかなか見つかりませんね。そろそろ日も落ちてしまうというのに」


    　テニス部員たちと分かれ、敏子と二人でしばらく校舎を探索していた氷菓が、不ふ可か解かいそうに首を傾かしげた。


    「うぅ、そろそろ校舎も閉まっちゃう時間だし、今日はもうやめようよぉ、ね？」


    　敏子がそう提案し、左手に見えた階段へ視線を向けたときだった。


    「ひゃうん!?」


    　敏子の身体が大きくはね、胸部の先端がスタンディングオベーション。


    「む。反応ありです」


    　近くにポチらしき影がないか、氷菓が辺りを見渡す。


    「うぅ、早く見つからないかなぁ」


    　言いつつ、精神的にも肉体的にも疲れ切っていた敏子は階段の手すりに身を預けた。


    　その首筋に、ねとりとしたなにかが滴したたり落ち、敏子は「ひゅいっ!?」と喉のどになにかが詰まったような悲鳴をあげた。


    「ふ、ふ、不ふ破わひゃ、ん……」


    　敏子は〝血の滴り落ちてくる階段〟の噂うわさ話ばなしを思い出し、氷菓にすがりつく。


    「血、血、血が……わひゃひの……首に……」


    「おや、ポチとは別の怪談にヒットしてしまいましたか」


    　氷菓は言いつつ、敏子の首筋に滴り落ちた液体を指先でなぞった。


    「ひゃんっ!?」


    　ぬるぬるの液体を介した肌はだと肌の接触、未知の感覚に触れた敏子の身体が、好奇心に震える。


    「ふむ」


    　氷ひよう菓かはそんな敏さと子この反応などまったく気にとめず、階段の踊り場にしゃがみ込んだ。


    　そこには西日を受けてキラキラと光る透明な液体が水溜たまりを作っており、ひととおりヒクヒクし終えた敏子も恐る恐るそれを見る。


    「あ、あれ？　血じゃない、ね……？」


    　先ほど首筋に滴したたり落ちてきた液体は、その粘度ゆえにお化けの血かなにかだと信じて疑わなかった敏子だが、よくよく見ればまったくそんなことはない。


    　しかしだとすれば、この液体は一体なんだというのか。


    「……ふむ。唾だ液えきにしては粘度が高い。汗にしては量が多く、加えて一か所に溜まりすぎですね。アンモニア臭もないとなると……やはり天然の潤じゆん滑かつ油ゆで間違いありません」


    「て、天然の潤滑油？」


    　氷菓は謎なぞの液体の正体に確信をもったようだったが、氷菓はなにやら独自の代だい替たい単語を使っているようで、敏子にはその正体がいまいちピンとこない。しかしなぜか身体からだにはビクンときた。


    「ええ。まあ天然といっても、ある意味では人工のようなものですが」


    「[image: ]」


    　氷菓が説明を重ねたことで、液体の正体がより不ふ明めい瞭りようになる。


    「あなたも《ＳＯＸソツクス》の卑ひ猥わいなイラストを嗜たしなんだことがあるなら、察しがつくと思いますが」


    　言って、氷菓はそろりそろりと階段を上がっていく。


    「ふ、不ふ破わひゃん!?　らめだってっ、危ないって……ひゃんっ!?」


    　またしても上のほうから謎の液体が滴り落ちてきて、敏子の頰ほおにぺちょりと当たる。


    「大丈夫ですよ。この液体を分ぶん泌ぴつしている人物の正体を暴あばき、少しお話を伺うかがうだけです。ポチの探索はすぐ再開します」


    　音を立てないよう注意しながらではあるが、氷菓はまるで物もの怖おじすることなくずんずん進んでいく。


    　一人にされるのも嫌なので、敏子もそれに追つい従じゆうしていたのだが、やがて頭上からなにやら怪しげな声が漏もれ聞こえてきた。もぞもぞと衣きぬ擦ずれのような音もかすかに聞こえる。


    　上に、なにかが、いる。


    「……はぁ……はぁ……お……ま君が触った……手すりぃ……ですのぉ」


    　そこでぴたりと、氷菓の動きが止まった。


    「……嫌な予感がしますね」


    「ふぇ？」


    　氷菓が警戒するほどのものとは一体なんなのか。


    「ひんっ、ひんっ」


    　敏さと子こが胸の辺りを片腕で押さえながらぴくぴく震えていると、氷ひよう菓かがぬっと身を乗り出して上階を覗のぞき見た。


    　次の瞬間。


    「お、くま──くぅぅぅぅうん！」


    　押し殺したような、それでいて切なさと愛いとおしさを凝ぎよう縮しゆくさせたような掠かすれ声がかすかに響き、氷菓の顔に謎なぞの液体が降りかかる。


    「不ふ破わひゃんっ！　ら、らいじょうぶ!?」


    「静かに」


    　──かつん、かつん。


    　氷菓が敏子の口を塞ふさぐと同時に、上階から誰かがゆっくり降りてくる足音が響いた。


    「……はあ……はあ……いけませんわ、わたくしったら。愛の蜜みつをこんなにばらまいてしまって、もったいない。わたくしの愛の証あかし、一滴残らず回収して、お届けしませんと……」


    　陶然としたようなその声が、荒く湿った吐と息いきともに近づいてくる。


    「は、はわわわわ……」


    　敏子が呆あつ気けにとられてその場でびくんびくんしていると、氷菓がその手を強く引いた。


    「いけません。いますぐこの場から離れましょう。わたしの予想が正しければ、あれは話が通じる相手ではありません」


    　表情こそいつもどおりだが、氷菓の声には有う無むを言わせないものがあった。


    　敏子は氷菓に促うながされるまま、足音を殺して廊下を走った。


    



    　二人は校舎の外、体育館脇わきまで逃げ、そこでようやく一息ついた。


    「ここまで来れば、ひとまずは安心でしょう」


    　近くの水道で顔を洗いながら、氷菓が言う。


    「ね、ねえ不破さん……さっきのって……」


    　息を整えてようやく少し冷静になれた敏子が、先ほど階段の上で息を荒らげていた何者かについて、氷菓に言げん及きゆうした。


    「ええ。疑ぎ似じ的な単たん為い生せい殖しよくにふける女子生徒、といったところですね。あなたにも心当たりがあるでしょう？　天然の潤じゆん滑かつ油ゆなら、あなたも分ぶん泌ぴつしたことがあるはずです」


    「！」


    　足の付け根辺りを指さされ、敏子は咄とつ嗟さにそこを手で隠す。


    　人面犬に奪われた下着と比べると幾分ごわごわしたスカートに素す肌はだがこすれ、勝手に身体からだが跳ねてしまう。


    　いい加減、替えの下着を入手するか、ポチに奪われた下着を取り返すかしなければ。


    　そう思いながらため息をついた敏子の耳に、「ワン！」と元気な鳴き声が聞こえた。


    「あっ！」


    　体育館の裏手に、茶色い影が駆かけていく。


    　敏さと子こと氷ひよう菓かは頷うなずき合い、その影を追いかけた。


    



    「……？　なにやら騒がしいですね。人が近寄るような場所ではないはずですが」


    　ポチらしき影を追って体育館裏までやってきた二人は、数人の男女が言い争うような声を聞いて立ち止まった。


    　物陰から窺うかがうと、体育館裏の林に身を潜ひそめるようにして、時とき岡おか学園の制服に身を包んだ男女が言い争いをしていた。


    



    「おい！　お前らもこの犬どうにかしろって！　せっかく手に入れた下着が、犬の唾だ液えきでぐちゃぐちゃにされちまう！」


    「うるさいわね！　ちょっと黙ってなさいよ！　こっちはいま、お楽しみ中なの！」


    「お前ら……この犬が女用の下着しか狙ねらわねぇからって！　俺おれが楽しむ分だけじゃなく、白様に届けるための下着まで減っちまうだろうが！」


    「す～～～は～～～～はあ、夏の湿気で蒸れた男子の下着の匂におい、最高ぉ……」


    「おい！　聞いてんのか！　その下着、誰が盗んできてやったと思ってる！」


    



    「……え、なに、あの人たち……ぬしゅんだって……」


    　戸惑う敏子とは対照的に、氷菓は淡々とした様子で彼らの姿を観察していた。ポチと下着を奪い合う男子一人に、下着に顔をうずめる三人の女子。いずれも下着らしき白い布で顔を隠している。


    「……なるほど。校内を彷徨さまよっていたのは白はつ骨こつ標本ではなく、白い下着を頭にかぶった人間、探していたのは身体からだのパーツではなく下着だったということですか。彼らもまた、怪談の正体のようです」


    「ど、どうしゅるの、不ふ破わひゃん……」


    　下着の匂いをかいで興奮する彼女らの姿を見てビクンビクンしながら敏子が尋ねる。


    　天然の潤じゆん滑かつ油ゆをまき散らす人物の恐ろしさについていまいちピンとこない敏子にも、目の前の状況がマズイことは理解できていた。自分たちはいま、窃せつ盗とう団だんが戦利品を吟ぎん味みしている場に遭そう遇ぐうしているのだ。


    「犯罪行為を辞さないほどの魅力が下着のどこに隠れているのか、懇こん切せつ丁てい寧ねいにご教授願いたいですね」


    「ら、らめだよっ！　本当に危ないよっ！」


    　氷菓ならやりかねないと、敏子は慌あわてて引き留める。氷菓はそんな敏子の唇くちびるに人差し指をかざし「わかっています」と感情のこもらない声で言った。


    「ひとまず人を呼びましょう。野球部の方々はもう下校していそうなので、校舎のほうに残っているテニス部を集めて──」


    　氷ひよう菓かの言葉が止まる。


    「この犬っ、いい加減にしろよっ。おい、木の棒でもなんでもいい、武器になるものを！」


    　しびれを切らしたらしい下着泥棒の一人が、一際攻撃的な声を発していた。


    「すみません、感かん見み敏さと子こさん」


    　氷菓が懐ふところからなにかボールのようなものを取りだし、下着泥棒へ向けて投げつけた。


    「うわっ!?　な、なんだこれ!?　うわっ、目がぎゃあああっ!?」


    　下着泥棒の鼻先で破裂したそれは、どうやら手作りの護身用催さい涙るいグッズらしい。その余よ波ははポチにも降りかかったようで、さっきまで必死に下着を奪おうと奮闘していたポチは一いち目もく散さんにその場を離れ、氷菓の鼠そ径けい部ぶに頭から突っ込んできた。


    「実験動物の危機は見過ごせませんでした。わたしが時間を稼かせぐので、あなたは逃げて、人を呼んできてください」


    「えっ、えっ、不ふ破わひゃん!?」


    「早く。あ、しかしできれば、先生は避けてください。善ぜん導どう課を呼ばれては、下着について話を伺うかがう機会を逃のがしてしまいますから」


    「う、うんっ」


    　どこまで本気かわからなかったが、とにかく敏子は人を呼ぶべく身を翻ひるがえした。


    　しかし、


    「あうっ」


    　なにかにぶつかり、敏子は尻しり餅もちをつく。


    「なんの騒ぎ？」


    　敏子が顔を上げると、そこにいたのは二人の女子生徒。しかしどちらも顔に白い下着をかぶっており、顔はわからない。なにがなんだかわからないが、とにかく味方ではない。


    「ひゃ、ひゃわわ……」


    「っ！　一体何人いるのですか」


    　氷菓がそれに気づいて、二発目の催涙玉を投げつけようと腕を振り上げる。


    　しかしその動きはお世辞にも速いとは言えなかった。背後から現れた下着泥棒二人は、俊敏な動きで敏子を引き起こし、催涙玉から自分たちを守る盾たてとする。


    　氷菓は催涙玉を握った手を下ろし、ポチを庇うように抱きしめながら、下着泥棒へ感情のこもらない瞳ひとみを向ける。


    「そんなに警戒しなくていいのよ？」


    　敏子を盾にした下着泥棒が、下着の奥でにたりと笑った。


    「私たちはあの《ＳＯＸソツクス》の活動に感銘を受けて結成された《群むれた布地》という組織なの」


    「《ＳＯＸ》に、感銘を受けた……？」


    　氷ひよう菓かが眉まゆをひそめ、敏さと子こはなにがなんだかわからずヒクヒクする。


    「そう！　卑ひ猥わいな知識を不当に規制する社会に反はん旗きを翻ひるがえした《ＳＯＸ》。彼らに追つい随ずいして、私たちもこの社会に抗議するの！　下着を奪うというかたちでね！　それが私たち、正義の革命集団《群れた布地》！」


    　下着泥棒は熱に浮かされたように意味不明なことを言い、氷菓と敏子へ妙に友好的な目を向ける。


    「あなたたちも、卑猥な知識を解放してくれた《ＳＯＸ》には感謝しているでしょう？　私たちと一緒に、《ＳＯＸ》を支援する正義の抗議運動に参加しましょう！」


    「ご冗談を」


    　氷菓は即答した。


    　戸惑う下着泥棒を前に、氷菓は淡々とした調子で続ける。


    「正義を語るなら、天然かつ人工の潤じゆん滑かつ油ゆを階段からまき散らすぐらいにイカれてからにしていただきたいですね」


    「え、ちょ、あなたは一体なにを……」


    「そもそも」


    　戸惑いを通り越して困惑する下着泥棒に対し、氷菓の語気がほんの少し強くなる。


    「《ＳＯＸ》は決して正義の集団ではありません。しかしわたしが信頼している《ＳＯＸ》という組織は、少なくとも、あなたたちのように自分勝手な人たちではない」


    「ふ、不ふ破わひゃんっ」


    　ここは話を合わせておくべきだという意味をこめて敏子は声をあげるが、少しばかり判断が遅かった。


    「……そう」


    　敏子を盾たてにしていた下着泥棒は一瞬で友好的な態度をかき消すと、敏子のスカートに手を伸ばした。


    「ひゃあああああああっ!?」


    「勧誘を断ことわられてしまっては仕方がないわね。あなたたちの下着をもらい、正義の抗議活動としましょう」


    「……」


    　氷菓の背後から、下着泥棒たちがじりじりと迫る。


    「ひ、ひぃんっ。きゃ、きゃらだが、あついよおおおぉっ」


    　敏子のスカートの中にも、泥棒女の魔手が迫る。


    「……ん？」


    　そのときだ。


    　敏さと子この下着を奪うべくスカートの中に手を伸ばしていた下着泥棒が怪け訝げんそうな声を漏もらし、やがて驚きよう愕がくの声をあげた。


    「な!?　ま、まさかこの子、はいてないの!?」


    「「「「なっ!?」」」」」


    　下着泥棒たちの顔に、この世の終わりめいた表情が浮かぶ。


    「いやあああああっ！」


    　そういえばポチに下着をとられたままだったことを思い出し、敏子が叫ぶ。


    「やはりはいていませんでしたか」


    　場が混迷を極めるなか、氷ひよう菓かだけが冷静に呟つぶやき、敏子を拘こう束そくする二人の下着泥棒に体当たりをかました。敏子は投げ出され、駆かけ寄ってきたポチに臀でん部ぶをまさぐられる。


    　敏子が嬌きよう声せいをあげるなか、氷菓は自分の顔面に直撃するのも厭いとわず、下着泥棒二人の鼻先で催さい涙るい玉を炸さく裂れつさせる。下着泥棒二人は悲鳴をあげてのたうちまわる。


    「げほっ、ぐすっ、敏子さんげほっ」


    　氷菓が涙目で咳せき込みながら、残った下着泥棒たちと敏子の間に立ちはだかる。


    「こんな連中が暗あん躍やくしていることに思い至らず、巻き込んでしまってすみません。ポチを連れて逃げてください」

  


  [image: ]


  
    「え、で、でもっ。そしたら、不ふ破わさんの下着が、とられて」


    　残った下着泥棒三人は氷ひよう菓かから距離を置き、それぞれまったく違った方向から氷菓に突進すべく機を窺うかがっている。一度に一発しか催さい涙るい玉を投げられず、運動神経がよいとはいえない氷菓では、何秒ももたないだろう。助けが来るまで時間を稼かせぐなど不可能だ。氷菓の下着は確実に奪われてしまう。


    「いいから早く。好奇心で身を滅ほろぼす覚悟はできていますから」


    「でも……でも……」


    　確かに今日は無理やり巻き込まれ、散々な目に遭あった。


    　けれどいま、下着を犠ぎ牲せいにしてまで自分を逃がしてくれようとしている人を見捨てるなんて──。


    「ふ、不破ひゃんっ」


    「？」


    「わらひも、たたきゃうっ」


    　ポチに臀でん部ぶを攻め込まれながら、敏さと子こは氷菓に手を伸ばす。


    「しょの、しゃいるい玉、わらひにもちょうらいっ」


    　ポチに攻め込まれているのとは別に、恐怖でぷるぷると震えながら敏子は言った。


    「……」


    　しかし氷菓は謎なぞの沈黙を保ったあと、手元の催涙玉を見つめながら、申し訳なさそうに言った。


    「実はこの催涙玉、これが最後の一つなのです」


    「……え？」


    　氷菓が言った瞬間、好機と見た下着泥棒たちが一斉に突撃を開始した。


    「しょ、しょんな──っ！」


    　敏子が叫んだ、そのときだ。


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおっ！」


    



    　禁止単語が高らかに響き渡り、下着泥棒の動きが止まった。


    「えっ!?　禁止単語!?」


    「も、もしかしてっ!?」


    　氷菓と敏子も、思わず周囲に視線を巡らせる。


    　と、体育館の上、夜の迫る空を背後に、下着をかぶった女性が立っていた。


    「《雪せつ原げんの青あお》……」


    　その場にいた誰もが圧倒されて彼女を見上げるなか、夕ゆう闇やみの中を何者かの影が舞った。


    「うぐあっ!?」


    　下着泥棒の一人がうめき声とともに地面に倒れ、動かなくなる。


    「なんだ!?」


    　異常に気づいた残り二人が、この場に乱入してきた影に応戦するも、まるで歯が立たない。


    　攻撃はかわされ、荒々しくも的確な攻撃が下着泥棒に浴びせられる。


    「ムラムラムラムラァ！」


    「変な効果音をつけないでください！」


    　影は《雪せつ原げんの青あお》が放つ謎なぞの効果音に文句を垂れながら、ものの数秒で下着泥棒たちを戦闘不能に追い込んだ。


    　敏さと子こが呆あつ気けにとられていると、互いの顔もはっきりと認識しづらい夕ゆう闇やみの中に《雪原の青》らしき人影が降りてきた。


    「まったく。時とき岡おか学園の内部にまで湧わくなんて、どうかしてるわ」


    「本当に、どうしたもんですかね」


    　不機嫌そうな《雪原の青》に、下着泥棒たちを倒した影が応じる。


    「取りあえずいまは、見つけ次第こうやって潰つぶしていくしかないわね……そこの二人！」


    「ひゃいっ!?」


    《雪原の青》に声をかけられ、敏子は肩をすくませる。


    「襲おそわれた直後で悪いけれど、善ぜん導どう課への連絡を頼むわ。その手の後始末は、私たちにはできないから」


    　そう言い残し、時岡学園で暗あん躍やくする謎のテロ組織《ＳＯＸソツクス》は闇へと消えていった。


    「ふ、ふえぇ……」


    　なにがなんだかわからないまま、とりあえず助かったことに安あん堵どして敏子がへたり込む一方、氷ひよう菓かは咳せき込みながら深刻そうな声を漏もらしていた。


    「……あの《群むれた布地》とかいう馬ば鹿かげた集団は、《ＳＯＸ》が苦慮するほどに勢力を伸ばしつつある……？　ふむ、ちょうど様々な人たちと強く繫つながれたことですし、なにか対策を考えたほうがいいかもしれませんね」


    



    　　　　　　●


    



    　その後、下着泥棒たちを善導課に突き出した二人は、簡単な事情聴ちよう取しゆを受けたあと、帰路についていた。


    「今日は本当に申し訳ありませんでした。まさかこんな危険な目に遭あうとは」


    　氷菓は敏子の隣を歩きながら、いつもの無表情で言った。


    「しょ、しょんな。わたしも、助けてもらったし……」


    「いえ。わたしのワガママ、思慮不足で怖い思いをさせてしまったのですから。あなたの探知能力は魅力的ですが、今後はヒワイ探査を無理強じいしたりはしないようにします」


    「え、えへへ、それは、まあ、そうしてもらえると、ありがたいかなぁ」


    「今日のことは、また改めてお詫わびをしましょう。なにがよいでしょうか。そういえば、宿題がどうとか言っていましたが」


    「あっ！」


    　すっかり忘れていた。


    　課題は結局教室に置きっ放し。明日あしたの朝に手をつけたのでは授業に間に合わない。


    「えと、その、明日の朝、見せてもらったりできないかなぁ」


    「お安い御用です」


    　しかし氷ひよう菓かはそれだけでは気が済まないらしく、「ほかにはなにかありませんか」と質問を重ねてくる。


    「えーと、なにかあるかなぁ」


    　そんなに気にしなくてもいいのにと思いつつ、それでは氷菓が納得しないだろうと感じた敏さと子こは、必死に頭を巡らせる。


    「……あ」


    　そこで一つ、好奇心と探究心の塊かたまりである氷菓なら答えを知っているかもしれない、時とき岡おか学園最大の謎なぞに思い至る。


    「今日、わたしたちを助けてくれた《ＳＯＸソツクス》って、どういう人たちなのかなぁ」


    「ふむ」


    　すると氷菓はなにかを考えるように顎あごに手を当て、


    「時岡学園で流は行やっていた怪談は、全部でいくつありましたか」


    　なぜか話の流れに関係のない質問を返してきた。


    「え？　ええと……たぶん、六つかなぁ」


    「そうですか」


    　すると氷菓は満足げに頷うなずき、人差し指を口元に当てた。


    「ならば、七つ目の不思議である《ＳＯＸ》については、無む暗やみやたらに詮せん索さくしないほうがいいでしょう。七不思議というものは、昔からそういうものだと、相場が決まっているそうです」


    　そう嘯うそぶく氷菓の無表情が、なぜだかとても楽しそうなものに見えて、


    「……そっかぁ」


    　敏子は納得したように微笑ほほえむのだった。

  


  
    　学校の猥わい談だん　～三年後のピロートーク～


    



    氷ひよう菓か　「──そんな感かん見み敏とし子こさんも、いまでは普通の大学生活を送りつつ、わたしが提供する卑ひ猥わいな[image: ]作物を健全に楽しんでいるようです──なにやら皆さんが面白い昔話をしていたので、わたしも時とき岡おか学園時代の思い出を説明しやすい視点で語ってみましたが、いかがでしたでしょうか」


    ゆとり「どうだったもなにも……時岡学園の生徒は頭のネジが飛びすぎだぜ……さすがは《ＳＯＸソツクス》が旗揚げされた学校、人じん外がい魔ま境きようだぜ」


    氷菓　「そう特別なことではありませんよ。《ＳＯＸ》が扇せん動どうするまでもなく、卑猥に関する好奇心や探究心は止められるものではなかったということでしょう」


    狸たぬ吉きち　「ああ、昔は保健体育の一部の範囲で、テストの平均点がほぼ百点になったって聞くもんね。教科書が配られた瞬間にそこだけチェックして予習完璧！　みたいな」


    アニー「人類皆兄弟ならぬ、人類皆猥わい褻せつエリートということデスネ!?」


    綾あや女め　「人類皆猥褻エリート……良い響きだわ。宇宙船地球号ならぬ子し宮きゆう船恥ち丘きゆう号……世界はきっと、下ネタでひとつになるのね」


    ゆとり「ダメだこいつら……。化け物女……じゃなくてアンナさんでも連れてこねーと、あたしだけじゃ対処しきれねーぜ……」

  


  
    



    　とっても卑猥な生物兵器


    



    《群むれた布地》騒動から数日が経たち、夏休みが目前に迫ったある日の放課後。


    「奥おく間ま様。少々お話が」


    　生徒会室へ向かおうとした僕を呼び止める声があり、そちらを振り返る。


    　そこに立っていたのは、先日善ぜん導どう課から派遣されてきたクラスメイト、月つき見み草ぐさ朧おぼろだった。中性的な顔立ちにいつもの無表情を張り付け、股こ間かんを撫なでられても平然としていそうな雰ふん囲い気きをまとっている。


    「なに、どうしたの」


    「できるだけ、一般生徒には聞かれないようにとの指示を受けておりますので、詳しくは場所を移してからお話しします」


    　月見草に言われるがまま教室を出る。


    　もたもたと僕らの後をつけてきた不ふ破わさんを適当にまき、人ひと気けのない特別教室棟にまでやってきたところで、ようやく月見草が足を止めた。


    　……人気のない場所っていうのはそれだけでなんかエロいよね……股間が取り乱してしまいそうだ。


    「それで、話っていうのは？」


    「はい。実は現在、この第一清せい麗れい指定都市に、凶悪な生物兵器が侵入したらしく、《群むれた布地》の件で失態を演じたばかりの善ぜん導どう課では、秘密裏りに警戒を強めているのです」


    「せ、生物兵器？」


    　物ぶつ騒そうな話に面食らう。


    　生物兵器っていったらアレじゃないか、丸まる呑のみプレイとか苗なえ床どこ化かとか、ニッチな性せい癖へきを満たすためにエロ漫画なんかで使われるというアレじゃないか。


    「そんな危険な代しろ物ものが、どうしてこの街に？」


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》の卑ひ猥わいなテロ活動によってかなり侵食が進んではいるものの、ここは仮にも風紀優良度最高峰の学校が集まる第一清麗指定都市だ。女の子に卵を産ませたり、頭に寄き生せいして宿やど主ぬしを淫いん乱らんにしちゃうような生物が侵入するなんて、そんなバカな（ワクワク）。


    「それがどうやら、件くだんの生物兵器は非常に優秀な機動性を有しているらしいのです。そもそもこの生物兵器は、とあるテロリストの家宅捜索を行おこなっている際に発見されたらしいのですが、一瞬の隙すきをついて逃げられてしまったようで。捜索には相当数の善導課職員を割り当てているのですが、稀まれに姿を発見するだけで捕ほ獲かくの目め処ども立てられず。この第一清麗指定都市に侵入したらしいというのも、数日前の目撃情報から生物兵器の進行方向を予測した結果にすぎないのです」


    「そりゃまた、とんでもないやつだね……」


    　生物兵器というのは愚ぐ鈍どんで雑ざ魚こっぽく、油断した女性陣をねっとり調教するというイメージがあったのだけど、この生物兵器はどうやらひと味違うらしい。


    「で、その生物兵器って、具体的にはどんなやつ？」


    　わざわざこんな人ひと気けのない場所に呼び出してまで生物兵器について教えてくれたのは、僕の下半身をドキドキさせるためではないだろう。その生物兵器を見つけ次第、捕まえるなり通報するなりしてほしいと、そういう話に決まっている。


    「はい、その生物兵器の特徴ですが──」


    　月つき見み草ぐさは生物兵器について説明しようと口を開いた。が、ＰＭの着信音に遮さえぎられて一時停止、しばらくフリーズしたように固まったあと、僕を無視して電話に出た。


    「はい、了解いたしました。いますぐ入手して参ります」


    　簡単なやり取りののちに電話を切ると、月見草は説明をほっぽりだして僕に背を向ける。


    「お、おいちょっと！　生物兵器についての説明は!?」


    「申し訳ありません。アンナ様から、本日の業務に使う資料を回収してくるよう頼まれまして」


    「いやいや、説明くらいすぐできるでしょ!?」


    　そんな中途半はん端ぱなところで話を切るなよ！　気になるだろ！


    「アンナ様の指示を最優先するよう、命じられていますので」


    　月つき見み草ぐさは相変わらずのポンコツぶりを発揮し、僕の言葉を総スルー。


    　結局、その日は月見草から生物兵器についての詳細を尋ねる機会は得られず、僕はテロリストの家から逃げ出したという生物兵器について、媚び薬やくを分ぶん泌ぴつするスライムだの、先端が不自然に膨ふくらんだ触しよく手しゆだの、ファンタジーチックな想像を悶もん々もんと膨らませることになるのだった。
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    「って言っても、善ぜん導どう課が血ち眼まなこで探しても見つからない生物兵器なんて、そうそうエンカウントするもんじゃないし、別にいいか」


    　そんなことより、今晩のオカズは一体なににしよう。


    　下半身に搭載されている二つの脳みそでぼんやりと今日の献立を考えながら帰宅していたときだった。


    「ちんち……あな……っくす……」


    　細い路地の暗がりから掠かすれた声が聞こえてきて、僕は思わず立ち止まった。


    　弱り切ったような力のない声は明らかに人間の言葉で、僕はぎくりとする。


    　……気のせいかな。なんか、いまの声、禁止単語を喋しやべっていたような……。


    「……いやいや、ありえないって」


    　情報端末ＰＭ，こいつがある限り、この国にいる人間は禁止単語を発音できない。もし禁止単語が聞こえてくるとすれば、それはＰＭが禁止単語を感知して善導課に通報するアラーム音とのセット以外にありえない。


    　唯ゆい一いつＰＭの監視を逃のがれて禁止単語を発音できるのは、あの頭のおかしい華か城じよう先輩だけだが、その先輩も今日はまっすぐ帰宅すると言っていた。このあたりをうろうろしているとは思えない。そもそもこんな暗がりでボソボソと禁止単語を垂れ流すほど、先輩は壊れていないはずだ。


    　……いやまあ、華城先輩ならあるいは……と思ってしまうくらいには、あの先輩は常識から逸いつ脱だつしているのだけれど。


    「うーん、まあ、禁止単語はさすがになにかの聞き間違いにしても……」


    　路地の奥でボソボソとなにか喋り続けている何者かの正体が気になり、僕はその暗がりをそっと覗のぞきこんでみた。


    「って、あれ？　誰もいない？」


    　雑多ながら、その路地裏には人が身を隠せそうな場所はなかった。


    　恐る恐る足を踏み入れてみるも、やっぱり誰かが潜ひそんでいるような気配はない。


    「気のせい、だったのかな」


    　それともまさか、華城先輩の下ネタを耳にしすぎてついに幻げん聴ちようまで聞こえるようになってしまったのかと首を傾かしげたときだ。


    「ひなはじめまして！　ひなはじめまして！」


    「うわっ!?　なんだ!?」


    　足下から掠かすれたような声がして見下ろせば、そこには一羽の黒い鳥がいた。カラスだろうか。


    　なんだか酷ひどく弱っている様子なのだが、しきりに僕の足に身体からだをすり寄せてきて、妙に人懐なつっこい。こちらから手を伸ばしても逃げるどころか、嘴くちばしで甘あま嚙がみしてくるほどだ。


    「あれ？　でもカラスってこんな嘴が明るい色だっけ……？」


    　なんか、目の下に黄色いビラビラもあるし……なんだこいつ？


    　そのカラスモドキはつぶらな瞳ひとみでこちらを見上げている。


    　どうしたものかと困惑していると、そのカラスモドキが大きく嘴を開いた。


    「ちんかすたべたい！　ちんかすたべたい！」


    「んな!?　だ、誰だ!?」


    　僕は反射的にあたりを見まわす。


    　けれど周囲には誰もおらず、気配もない。ここには正しよう真しん正しよう銘めい、僕とカラスモドキしかいなかった。


    「……いま、もしかして、お前が喋しやべったのか？」


    　半信半疑でカラスモドキを見下ろす。


    　するとカラスモドキは僕の言葉に応じるように、


    「にょたいもり！　もりもり！」


    　嘴を開き、喉のどを動かし、なんとも流りゆう暢ちように禁止単語を口にしてみせた。


    「な、なんだこいつは……」


    　僕は思わずカラスモドキを抱き上げる。


    　その身体をざっとチェックしてみるも、スピーカーの類たぐいは見つからない。


    　正真正銘、このカラスモドキが禁止単語を喋っているようだった。


    「……もしかして」


    　月つき見み草ぐさが中途半はん端ぱなところで話を切り上げた、生物兵器とやらのことが頭をよぎる。


    「こいつがそうなのか？」


    「奥おく間ま様」


    「うぇ!?」


    　背後から突とつ如じよ声をかけられ、僕の上の口から悲鳴が漏もれる。


    　カラスモドキを後ろ手に隠しながら振り返ると、そこには月見草が立っていた。


    「月見草!?　な、ななな、なんでこんなとこにいるの!?」


    「例の生物兵器がどこかに潜ひそんでいないか、風紀委員も動員して周囲をパトロールしているのです」


    「え、ええと。そういえば聞きそびれちゃってたけど、その生物兵器っていうのは……」


    「はい。九きゆう官かん鳥ちようと呼ばれる鳥類の一種になります。オレンジの嘴くちばしと黄色の肉垂れを有したカラスのような外見で、大きさは三十センチから四十センチほど。ＰＭの装着が義務化される以前よりテロリストによって飼育されていたようで、あらゆる禁止単語を弄ろうする極めて卑ひ猥わいな生物兵器と化しているそうです」


    　やっぱりそうか！


    「へ、へー、そうなんだ。ところで、その生物兵器って、捕まえてどうするの？」


    「見つけ次第処分するよう命令が下っています」


    　まあ、そりゃそうか。「ちんかす食べたい！」なんてわめき散らす鳥が存在を許される時代ではないのだ。


    　処分されるとわかった以上、そう易やす々やすと、この九官鳥とやらを渡すわけにはいかない。


    　駅のほうでそれらしい鳥を見たとか適当に噓うそをついて、月つき見み草ぐさには周囲に展開しているらしい風紀委員ごと遠くに行ってもらおう。


    　そう考えて口を開こうとしたときである。


    「おま●こにいれたい！　おま●こにだしたい！」


    　僕の下半身が喋しやべり出した。


    「奥おく間ま様？」


    　月見草が僕の股こ間かんに目を向ける。


    「いま、なにやら下半身から禁止単語が聞こえましたが」


    　違うんだ！　違うんだよ月見草！　いまのは決して僕の下半身が自我をもって喋りだしたとかそういうんじゃなくて、後ろ手に隠してる九官鳥が！


    　──などと弁明できるわけもなく、僕は引きつった笑顔を浮かべる。


    「下半身から禁止単語？　やだなぁ、下半身が喋るはずないでしょ」


    「さきっちょだけ！　さきっちょだけ！　とりあえずなまで！　しきゅうのみなさんこんにちは！」


    「奥間様。やはり下半身からなにやらいかがわしい言葉が──」


    「気のせいじゃないかな！　ほ、ほら、僕のＰＭも反応してないしさ！」


    　僕は後ろ手で九官鳥の嘴を無理やり閉じさせ、生まれてこのかた出したことのないような大声ですべてをごまかした。


    「それより月見草！　その生物兵器、確か駅前に似たようなのがいたから、探してみるといいよ！」


    「承知いたしました」


    　かなり強引に月見草を退場させ、ようやく僕はひと息つく。


    「あーもー、とんでもないもの拾っちゃったな……」


    「ちんちんちちん！　ちんちんちちんちん！」


    　なにやらリズミカルに歌い出す九きゆう官かん鳥ちようを見下ろし、僕はため息をついた。
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    　九官鳥を保護してアパートに帰り、ひとまず華か城じよう先輩あたりに生物兵器の扱いについて相談しようとＰＭを起動させたときだった。


    「ちん……かす……」


    　床ゆかで遊ばせていた九官鳥がぽつりと禁止単語を呟つぶやいたかと思うと、急にぐったりと動かなくなった。


    「お、おい、大丈夫か？」


    　話しかけてみても、九官鳥は「まん……」と禁止単語の欠片かけららしき言葉を漏もらすだけで、いまにも死んでしまいそうだ。


    　そういえば禁止単語乱発のインパクトで忘れてたけど、こいつ、見つけたときから空を飛ぼうともしないくらい弱ってたし、どこか怪け我がしてるんじゃあ……。


    「え、ええと、獣医……には連絡できないし……どうすれば……」


    　こういうとき、中学時代に同級生だったあいつが近くにいてくれたらな……。


    　けれど第一清せい麗れい指定都市に進学してしまったいまとなっては、あいつに相談することもできない。


    　九官鳥の容体急変で慌あわてまくった僕は、華城先輩をはじめとした《ＳＯＸソツクス》のメンバー全員にＳＯＳの電話をかけまくるのだった。
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    「うむ。わしにはわかるぞ。こやつは腹をすかせておる」


    　ＳＯＳを受けて僕のアパートにやってきてくれた早さ乙おと女め先輩は、九官鳥を見るなりそう断言した。


    「怪我らしい怪我もないようじゃし、適当に食わせてやれば回復するじゃろ」


    「そんな、早乙女先輩じゃないんですから」


    　そもそもこの九官鳥はずっと夏の屋外を飛び回っていたんだから、食べるものならいくらでもあっただろう。


    　そう思って早乙女先輩の診断を却きやつ下かした僕だったが、隣にいた華城先輩が「それはありうるわね」と早乙女先輩に賛同した。


    「この子、ずっとテロリストの家でこっそり飼育されてたんでしょ？　ペットフードばかり食べてたせいで、エサの採り方がわからなかったんじゃないかしら。素しろ人うと童どう貞ていみたいに」


    　素しろ人うと童どう貞ていが狩り下べ手たみたいな決めつけはよくないと思いますよ。


    「どのみちエサは必要なのだし、ちょっとひとっ走り、鼓こ修す理りにでも買ってきてもらおうかしらね」


    　華か城じよう先輩がＰＭを起動し、鼓修理へ電話をかける。ちなみに鼓修理は僕のＳＯＳ電話に「だりぃっス」の一声でガチャ切りしやがったため、この場にはいなかった。


    「──もしもしこしこ、鼓修理？　あー、テレフォンセックスはまた今度ね。ちょっと頼みたいことがあって」


    　華城先輩のイカれた電話から数分後、アパートの扉とびらが思い切り開き、鼓修理が姿を現した。


    「綾あや女め様の頼みなら、たとえ火の中水の中！　イカ臭い男部屋の中にも颯さつ爽そう登場っス！」


    「……その忠誠心を、ほんの少しでいいから僕に向けてくれないかな」


    「反へ吐どが出るっス！」


    　鼓修理はゴミを見る目で僕を一いち瞥べつすると、買ってきたらしいエサをテキパキ小皿にうつし、九きゆう官かん鳥ちようの前にさっと置く。あの、その小皿、僕の台所にあったやつだよね……？


    「……おっ」


    　目の前にエサを用意された数秒後、九官鳥がのそりと身体からだを起こし、嘴くちばしでエサをついばみ始めた。僕と出会ったときの饒じよう舌ぜつさはなりを潜ひそめ、無言でエサをむさぼり食う。


    「……よかった。本当にお腹なかがすいてただけだったんだ」


    　僕が胸を撫なで下ろしていると、早さ乙おと女め先輩が「ほれみろ」と僕を睨にらむ。疑ってすみませんでした。


    「にしても、この鳥が禁止単語をベラベラ喋しやべるだなんて、本当なの？」


    　と、夢中でエサを食べる九官鳥を見下ろしながら、華城先輩が言った。


    　てっきり誰よりもワクワクしているのかと思いきや、その目には疑いの色が濃い。


    「それはもう。中に華城先輩が入ってるんじゃないかと思うくらい、ペラペラでしたよ」


    「なに言ってるのよ。私の中になにかが入ることはあっても、私が誰かの中に入ることはないわよ。ペニバンでも装着しない限りは」


    「あんたがなに言ってんだ！」


    　華城先輩は僕の抗議を「わかってるくせに」と適当にあしらい、改めて九官鳥を見つめた。


    「正直、禁止単語ペラペラの生物兵器だなんて、信じられないわ。どうせ善ぜん導どう課がイチャモンつけてるか、狸たぬ吉きちの思春期イヤーがいたいけな鳥類の鳴き声を喘あえぎ声と聞き間違えたとか、そういうオチでしょう？」


    「善導課はともかく、僕にまで変な疑いをかけるのはやめてくれませんかね！」


    「ししゅんきのこかん！　あったかいなりぃ！」


    「ちょっと華城先輩！　だからやめてくださいって言ってるでしょ！」


    「え？　いまの、私じゃないわよ？」


    「だったら誰が……って」


    　足下になにかがすり寄ってきた感触がして、僕はそちらを見下ろす。


    「どうてい！　どうてい！」


    　上の口を満足させた途端に元気になったらしい九きゆう官かん鳥ちようが、僕を罵ば倒とうしていた。


    「な、ななな」


    　それを見た華か城じよう先輩が、わなわなと唇くちびるを震わせて九官鳥を指さした。


    「本当に、禁止単語を、喋しやべってるわ！」


    「だから言ったじゃないですか」


    　キラキラと目を輝かがやかせる華城先輩の目線まで九官鳥を持ち上げる。


    　すると九官鳥はつぶらな瞳ひとみで華城先輩を見つめ、


    「にくつぼ！　にくあな！　なまおなほ！　しるもしたたるいいおんな！」


    　善ぜん導どう課に家宅捜索されたっていうこいつの飼い主は一体どんなやつだったんだろう……。


    　僕が呆あきれていると、鼓こ修す理りが「うがぁ！」とうなり声を上げて立ちあがる。


    「鳥風ふ情ぜいが！　綾あや女め様にとんでもない暴言っス！」


    「まあまあ、落ち着きなさい鼓修理。狸たぬ吉きちが魂たましいの童どう貞ていで私が肉穴、的を射ているじゃない」


    「さらっと僕をバカにするのはやめてくれませんかね」


    　魂の童貞ってなんだよ。肉体的に脱童貞しても童貞のままってこと？　呪のろい？


    　華城先輩の禁止単語に反応したのか、九官鳥がぴょんと僕の手のひらから飛び降り、バサバサと羽ばたいて華城先輩の膝ひざに止まる。


    「おちんぽ！　おちんぽ！」


    「オマ●コ！　オマ●コ！」


    　禁止単語をばらまく九官鳥に共鳴し、華城先輩が禁止単語をまき散らす。


    　なんだこれ、この世の地獄？


    　子供のように顔を輝かせて九官鳥と禁止単語の応おう酬しゆうを繰り返す華城先輩。しかしその禁止単語乱らん舞ぶが、華城先輩の「ピンクローターっ！」を最後にぴたりと止まる。


    　ブブブブブブブブッ！


    　突とつ如じよ、室内にローター音が響き渡ったからだ。


    「股こ間かんにローターを仕込んでいるのは一体誰!?」


    　華城先輩が僕を見る。


    「え、ちょ、なんで僕を見るんですか！」


    「だって、狸吉にはローター遊びの前科があるもの」


    「あれは機材の誤作動だって説明したじゃないですか！」


    　オナニーグッズを手作りしたときの悪夢が脳のう裏りに蘇よみがえる。


    「でも、じゃあ、狸吉じゃないとしたら、この音は一体どこから……」


    　音源を探してきょろきょろとあたりを見回していた華か城じよう先輩の視線が、案の定、九きゆう官かん鳥ちようを見下ろすかたちでぴたりと止まる。


    「ブブブブブブブブッ！」


    　九官鳥の喉のどが揺れ、ローターそっくりの汚い振動音が響いていた。


    「あわわわわっ。禁止単語だけじゃなく、効果音まで……こんなにリアルに……」


    　華城先輩がローターのようにぶるぶると身体からだを震わせ、


    「私、この子と一緒に暮らすわ！」


    　九官鳥をひしと抱きしめた。


    「……なっ。この、鳥類風ふ情ぜいが……綾あや女め様と……一つ屋根の下で……愛の巣を……っスか？」


    　鼓こ修す理りが打ちひしがれ、オナニー直後のチンポのようにしなびて床ゆかに倒れ伏す。


    「で、どうするんじゃ」


    　華城先輩の暴走に呆あきれ、鼓修理の絶望を楽しんでいたところ、いつの間にか僕の家の食材に手を出していた早さ乙おと女め先輩が僕の肩をつついた。


    「この生物兵器とやら、善ぜん導どう課が必死に捜しておるんじゃろ？　いつまでもここに置いておくわけにもいかんと思うが」


    　そうだった。


    　というか、もともと僕はそれを相談しようと華城先輩に連絡するつもりだったのだ。


    　しかしこの現状を見るに……。


    「どうするもなにも、この子は、ピーちゃんは私と一緒に暮らすの！　《ＳＯＸソツクス》のリーダーである私が決めました、はい、決定です」


    　華城先輩は駄だ々だをこねる子供のように九官鳥を抱きしめて離そうとしない。勝手に名前までつけて、この九官鳥のことを心底気に入ってしまったらしい。


    　ところでその『ピーちゃん』っていうのは規制音が元ネタですか？


    　どうしたものかと思っていると、鼓修理が虚うつろな目をして立ちあがる。


    「……そうっス。まだ鼓修理は鬼おに頭がしら家と完全に縁を切ったわけじゃないんっスから、貿易ルートの穴を利用して、あの鳥肉を海外に売り飛ばしちまえばいいんっスよ……鳥の身の安全を確保するためっス～とかなんとか言って綾女様を説得すれば……」


    　私し怨えんの入りまくった鼓修理の物ぶつ騒そうな考えはまあスルーしておくにしても、確かにいつまでも第一清せい麗れい指定都市で匿かくまっておくのは難しい。


    　ピーちゃんを抱きしめる華城先輩にその旨を伝えてみるものの、


    「いや！」


    　華城先輩は子供みたいな声を上げると、間かん髪はつ容れずに僕から距離を置いた。傷つくなぁ。


    「お兄ちゃ～ん、お前もたまにはまともな提案するじゃないっスか～。あ、肩でも凝こってないっスか？　鼓修理、たっぷりご奉仕しちゃうっスよ？」


    　反対に、鼓こ修す理りは僕のそばへ露骨なほどにすり寄ってきた。うぜぇ。


    　僕は鼓修理を押しのけつつ、ピーちゃんを離そうとしない華か城じよう先輩へ慎重に声をかける。


    「保護しといてなんですけど、ずっと飼っておくってのは難しいと思うんですよ。僕らみんな下宿暮らしなんですから、禁止単語をマシンガントークする生物兵器を隠し通すのはちょっと」


    　アパートやマンションは基本的にペット禁止のところが多い。善ぜん導どう課が管理人などに聞き込みや注意喚かん起きしている可能性も考えると、九きゆう官かん鳥ちようの長期飼育はさらにハードルが上がるだろう。


    「加えて、腹を膨ふくらませてすぐこれだけ喋しやべるんじゃからな。もうしばらく養よう生じようしたら、さらに喋るようになりそうじゃ。保護し続けるというのは、厳しかろうな」


    「そうっスよぉ。やっぱり鳥の安全のためにも、海外あたりに逃がすのがベターっスよぉ」


    　鼓修理が怪しい笑顔で僕らの考えに賛同する。おい、お前がこっちにつくと華城先輩が余計に頑かたくなになるからどっか行ってろ。


    「……わかったわ」


    　と、意外にもすんなり納得したのか、華城先輩が苦悩の表情でうな垂れる。


    「私たちで飼うのは難しい。マスターのところも飲食店だからね、無理は言えない。この子は私の実家で保護できないか、かけあってみるわ」


    「え、華城先輩の実家、ですか？」


    「ええ。近いうち、あなたたちにも詳しく話すけど、まあ、禁止単語を話す鳥の一羽や二羽、匿かくまってくれると思うわ。なにせ私を育ててくれた家だもの！」


    　その凄すさまじい説得力と、なにがなんでもピーちゃんを手元に置いておきたいという華城先輩の執念に、僕らは思わず「それなら、まあ」と納得してしまう。


    「ただ、それでも数日は私たちでこの子を保護しておく必要があるわよね」


    　と、僕たちを丸め込んだ華城先輩が、にんまりと九官鳥を見下ろす。


    「実家に話をつけるまでの間、この子は私が世話するわ！」


    　少なくとも、狸たぬ吉きちの家よりは防音性も高いしね！　と華城先輩が熱弁をふるっていると、ピーちゃんが不意にその膝ひざを離れ、僕のほうに近寄ってきた。


    「あ、あれ？　おーい、こっちよー、ちんこちんこ～」


    　華城先輩が猫に「ちっちっち」とやる感覚で禁止単語を口にするが、ピーちゃんは「どうてい！　どうてい！」と僕の周りから離れようとしない。


    「なーんかこの鳥、綾あや女め様よりも、こいつのほうに懐なついてるっぽいっスね」


    「そんな！」


    　鼓修理の指摘に、華城先輩が悲鳴を上げる。


    「そういえば、保護したときも九官鳥自みずから近寄ってきたというし、奥おく間まは飼い主だったテロリストに似ているのではないか？」


    「ずるいわ！」


    　早さ乙おと女め先輩の推測を受けて、華か城じよう先輩がばしばしと床ゆかを叩たたき、僕を睨にらんでくる。


    「……狸たぬ吉きちの金玉が爆発しますように」


    「いままでで一番辛しん辣らつな言葉!?」


    　思いがけず食らった本気の呪じゆ詛そに深刻なダメージを受けていると、ピーちゃんが「おれのよめ！　おれのよめぺろぺろ！」と鳴きながら僕に身体からだをすり寄せてきた。慰なぐさめてくれているのかもしれないけれど、華城先輩の視線がめっちゃ痛いからやめてくださいお願いします。


    「ま、善ぜん導どう課の警戒が強まっておるのじゃ。下へ手たに移動させるよりは、このままこやつの家で匿かくまっておくのがよかろう」


    「そうっスね。もし鳥のことが善導課にバレても、こいつに全責任をなすりつけられるっスし。鼓こ修す理りも賛成っスよ」


    　早乙女先輩の正論に、鼓修理がろくでもない意見を足して賛成を表明する。


    　鼓修理の意見にはいろいろともの申したかったものの、善導課に発見されるリスクを少しでも減らすため、ピーちゃんは結局、僕の部屋で引き続き保護することになった。


    　僕の部屋から引き上げるその寸前まで、華城先輩は恨うらみがましげに僕を見ていた。
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    　その翌日。


    　僕はすっかり元気になったピーちゃんと相あい対たいしていた。


    「にっぽんだんじはしょくしゅちんぽ！　しょくしゅちんぽぉ！」


    「うーん」


    　ピーちゃんは早乙女先輩の予想どおり、元気になるにつれてお喋しやべりの頻ひん度どもどんどん上がっていった。しかもそのほとんどが卑ひ猥わいな言葉であるため、心休まる暇ひまがない。


    「華城先輩、実家で匿ってもらうとか言ってたけど、こんだけうるさいと、移動だけでもいろいろ苦労しそうだな……」


    　ピーちゃんの負担にならない範囲で密封するなり、いろいろと対策はあろうが、禁止単語を喋らないに越したことはない。


    　護送が少しでも楽になるよう、いまのうちに普通の言葉も喋るようにできないだろうか。


    　ものは試しと、僕はピーちゃんに語りかける。


    「こんにちは」


    「こんにちんぽ！」


    「こんにちは」


    「こんにちんぽ！」


    「こ・ん・に・ち・は」


    「ちんぽ！」


    　駄目だこりゃ。


    　それでもなんとか普通の言葉を教えようと諦あきらめずに悪戦苦闘していたときである。


    「ん？」


    　ＰＭに着信があり、チェックしてみると、華か城じよう先輩からメールが入っていた。


    『ピーちゃんの具合はどう？　いまから様子見にいくから！』


    「……どんだけ気に入ったんだか」


    　それからしばらくして、玄関に人の気配。


    　インターホンが鳴ったため、僕は「はーい」と返事してから玄関へ向かう。


    「……いや、ちょっと待てよ？」


    　鍵かぎを開ける直前、僕は一瞬立ち止まった。


    　背後でピーちゃんが「ウィンウィンウィン！　イグゥ！」などと叫んでいる最中である。もし万が一、訪問者が華城先輩でなかったら……目も当てられないことになる。


    「用心に越したことないもんな」


    　僕は鍵を開けることなく、ドアスコープを覗のぞいた。


    「げっ」


    　そこにいたのは、先日僕に生物兵器の存在を知らせた張本人、月つき見み草ぐさ朧おぼろだった。


    「な、なんでよりにもよってあいつがここに!?」


    　もしかしてピーちゃんを匿かくまっていることがバレたんじゃないかと焦あせったが、もしそうなら月見草ではなく善ぜん導どう課の職員が直じき々じきにやってくるだろうと自分を落ち着かせる。


    「と、とにかく。月見草を家に上げるわけにはいかないし……居留守でも使うか？　返事しちゃったけど……」


    　連打されるインターホンを無視しつつ、念のためにピーちゃんを押し入れに隠そうと、毛布や段ボールの準備を進めていたときだ。


    　ガチャ。


    　突とつ如じよ、玄関の鍵が開く。


    「……え？」


    「失礼いたします」


    「は!?」


    　さも当然のように、月見草が部屋に侵入してきた。


    「え、ちょっ、は!?」


    　押し入れに隠すどころか、ピーちゃんはいまだ呑のん気きにリビングを歩いている。


    　僕は月見草の視線を遮さえぎるようにピーちゃんへ飛びかかった。その速度はさながら、オナニー中に母親が部屋に踏み込んできたあの一瞬を思い起こす神速。我ながら追い詰められたゴキブリのような反射神経だった。


    「奥おく間ま様？　いかがいたしました？」


    　いかがいたしました？　じゃねえよ！　おい！　靴を脱ぐな！　こっちに近寄るな！　らめぇ！　中に挿は入いってこないでぇ！


    　僕はピーちゃんを庇かばいながら、近くになにか隠せるものがないか探す。


    　……ガチガチのティッシュが入った屑くず籠かごしかない。


    　ええい、すまん！　お前のためなんだ！　このあと華か城じよう先輩が抱きしめたりするだろうお前をガチガチティッシュの詰まった屑籠に入れてちょっと興奮しちゃうとかそんなことはないんだ！　本当にお前のためなんだよ！


    　ボスンッ。


    　僕は屑籠にピーちゃんを隠すと、月つき見み草ぐさの肩を摑つかんで玄関まで押し返す。


    「なにしにきたんだよ、お前！」


    　部屋から追い出そうとする僕に抵抗しながら、月見草が口を開く。


    「アンナ様より、奥間様がゼリーを好まれるかどうか[image: ]きいてきてほしいと頼まれたもので」


    　ゼリー!?　なんかもう、嫌な予感しかしないんだけど！


    「てゆーか、お前、なんで僕の家の鍵かぎをあんなあっさり開けられるんだ！」


    「アンナ様より、一時的に合い鍵を渡されております」


    　血の気が引いたね。


    「お菓子の好き嫌いくらい、ＰＭ経由でいくらでも答えるから、とにかく帰ってくれ！」


    「そうはいきません。アンナ様からのご命令ですので」


    　アンナ先輩直じき々じきの命令ということもあってか、月見草は頑がんとして部屋から出ていこうとしない。


    　ええい！　後が怖いけど、いまは月見草にとっとと帰ってもらわないと！


    「僕はゼリー好きだよ！　はいっ、任務達成！　とっとと帰ってくれ！」


    　ゼリーが嫌いと答えたら「ならなにがお好みでしょうか」などと話を広げられそうだったので、僕は端たん的てきに月見草の質問に答えた、その瞬間。


    「承知いたしました。それでは、私はこれで失礼いたします」


    　それまで頑かたくなに抵抗を続けていた月見草が急に力を抜いて玄関のほうを振り返った。


    　僕と月見草は思い切り床ゆかに倒れ、その拍ひよう子しに、かなりの勢いで屑籠を蹴けり飛ばしてしまう。


    「あっ!?」


    　冷や汗をかいたのも束の間、壁に当たって跳ね返った屑籠が、開きっぱなしの玄関のほうへすっ飛んでいく。


    「あああっ!?」


    　僕たちの頭上をガチガチのティッシュが舞う。その光景はさながら夏の夜空のミルキーウェイ、僕のお部屋がプラネタリウム。うふふ。汚ねぇ天あまの川がわだ。


    「ヤバイ！」


    　僕は月つき見み草ぐさを押しのけ、屑くず籠かごのすっ飛んでいった共用廊下へと走る。


    「あなる……あなる……」


    　廊下に投げ出されたピーちゃんが、身体からだにガチガチティッシュをくっつけた状態で、ぷるぷると震えていた。


    　怪け我がはないようだが、その表情にははっきりと怯おびえが浮かんでいるように見えた。


    「はじめてのあなる！　ろーしょんなし！」


    「あっ、おい!?」


    　九きゆう官かん鳥ちようは空恐ろしい言葉を残し、身体にガチガチティッシュをくっつけたまま、捕まえる間もなくバサバサと飛び去ってしまった。


    「あ、あ」


    　頭の中が真っ白になり、僕はティッシュまみれで立ち尽くす。


    　月見草が「それでは奥おく間ま様。私はこれで、失礼いたします」と帰っていく。


    　それと入れ替わりに、華か城じよう先輩がアパートの階段を慌あわてた様子で駆かけ上ってきた。


    　その顔は僕と同じか、それ以上に青ざめている。


    「いまそこで、パトロール中の善ぜん導どう課が、生物兵器を発見したって通信をしていたわ……」
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    　善導課は極めて迅速に部隊を展開した。


    《群むれた布地》騒動の直後で必要以上に騒ぎを大きくしたくないのか、生物兵器侵入について広く喧けん伝でんされるようなことはなかったものの、表は九官鳥捕ほ獲かくのために走り回る善導課で物々しい雰ふん囲い気きだ。


    　その手にはいつもの警棒やテーザー銃じゆうではなく、大きめのタモ網あみや、目の細かいネットなどが握られている。


    「すみません、僕の不注意で……」


    「ほんとに迂う闊かつっスよ！　こんなやつに任せたのがすべての間違いだったっス！」


    　僕の部屋に再集合した《ＳＯＸソツクス》の面々に僕が謝ると、鼓こ修す理りが華城先輩のほうを見ながら、ねちっこく言った。


    　しかしその右手は僕にだけ見える角度でサムズアップしており、ピーちゃん脱走を喜んでいる様子が窺うかがえる。


    　そのテカテカなチンコ頭をパイプカットしてやろうかという思いに駆られるが、いまは鼓修理にかまっている場合ではない。


    「過ぎたことをあれこれ議論しても仕方ないわ。誤って中出ししてしまったときに、こらえ性しようがないムスコや計算高い女の蟹かに挟ばさみを責めても仕方ないでしょう？」


    　いや、そのたとえはよくわかりませんが……。


    「とにかく、善ぜん導どう課より先に九きゆう官かん鳥ちようを捕まえねばならんの。……何千人単位で捜そう索さく網もうを広げている善導課をたった四人で出し抜くというのは、いささか現実味に欠ける話じゃが」


    　早さ乙おと女め先輩が難しい顔で言うと、華か城じよう先輩が「出し……抜く……ですって？」と変なところに反応するという無駄なステップを挟んでから、力強く断言する。


    「確かに、中出し百連発で妊にん娠しん回避するくらいに絶望的な確率だけど、それでもじっとしてなんかいられないわ。たった三人しか動けなくても、とにかく、ピーちゃんを捜しだして、捕まえるのよ！」


    「え？　三人、ですか」


    　一人足りないんじゃあ、と思って僕が首を傾かしげると、


    「ええ。ピーちゃんの捜索は、私と狸たぬ吉きち、それから早乙女先輩の三Ｐで行おこなうわ」


    「え!?　こ、鼓こ修す理りは仲間はずれっスか!?」


    　華城先輩の言葉に、鼓修理が慌あわてたようにぴょこぴょこ跳ねる。


    「いえ、鼓修理には一番重要な役をお願いするわ。ピーちゃんを無事に保護できたときのために、ピーちゃんを海外に逃がす手配をしてほしいの。あ、もちろん売り飛ばすとかじゃなくて、ちゃんとしたところに逃がすのよ。妙な気を起こしたら、あなたを売り飛ばすから」


    　華城先輩の口から出た言葉に、僕は驚く。


    「いいんですか先輩！　あんなにピーちゃんを気に入ってたのに……」


    「ええ。本気も本気のラブジュースよ」


    　僕の言葉に華城先輩は即答する。


    「いくら禁止単語を喋しやべるからって、善導課が鳥一羽にここまで人手を割さくなんてね。善導課が本気だとわかった以上、実家に押しつけるわけにもいかないわ。ピーちゃんの身の安全のためにも、海外に逃がしたほうが確実ね」


    　華城先輩はそこで言葉を切り、呆あきれたような、寂しそうなため息をついた。


    「……まったく。本当にこの世界は……鳥一羽自由に飛べないくらい、窮屈なんだから」
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    　鼓修理が鬼おに頭がしらグループの人間と交渉を重ねる傍かたわら、僕と華城先輩、それから早乙女先輩は第一清せい麗れい指定都市内を駆かけずり回った。


    　とはいえ、善導課が広く展開する現在の第一清麗指定都市内では派は手でに走り回るのもリスクが高く、どうしても捜索の効率は落ちてしまう。


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》の人数が少ないこともあり、一向にピーちゃんは見つからない。


    　幸い、善ぜん導どう課も空飛ぶ変態の対処には慣れていないようで、いまだにピーちゃんを捕ほ獲かくできず手間取っているらしいが、それでも焦あせりは募つのる一方だ。


    　ピーちゃん捜索開始から数時間が経たった頃、僕は定時連絡も兼ねて華か城じよう先輩たちに電話した。


    「華城先輩、早さ乙おと女め先輩、そっちはどうですか」


    　向こうも必死に都市内を捜し回っているのだろう、テレフォンセックスでもしているかのように荒い息をまじえながら、両者が答える。


    『こっちもさっぱりね。少しでいいからヒントがほしいわ。こんなの、精せい液えきの海の中から好みの精せい子しを見つけるようなものよ』


    　優秀な精子が見つかるといいですね。


    『うーむ、あの九きゆう官かん鳥ちようそっくりのイラストを描かいておびき寄せようとしておるのじゃが、さっぱりじゃな。あの九官鳥、同族を見たことがないのかの』


    　どちらも収穫はなさそうだ。


    　僕はＰＭで時間を確認する。アダルトタイム突入（日が沈む）までそう時間はない。明かりがなくなってしまえば、捜索はさらに難しくなるだろう。


    「……ピーちゃん、そろそろ腹すかせる頃かな」


    　ふと思い立ち、僕は自宅のアパートへと足を向けた。


    　蹴けっ飛ばされた衝しよう撃げきですっかり怯おびえてしまっていたピーちゃんだが、食欲に負けてアパートに舞い戻ってはいないかと思ったのだ。


    「……まあ、そんなに都合よく見つかるわけないか」


    　アパートの周辺にはピーちゃんどころか、人の往来もほとんどない。


    　善導課もこの方面に生物兵器がいる可能性は低いと見ているのだろう。


    　僕は罠わなかなにかに使えないかとピーちゃんのエサだけ少し回収してから、アパートをあとにした。


    　……それから少し走り、曲がり角を曲がったときである。


    「あら、ちょうどよいところでお会いしましたわ」


    「……ふぇ？」


    　ええと、なんだろう、幻覚かな。幻覚だよね？


    　僕の目の前に、制服姿のアンナ先輩が立ってる気がするんだけど……？


    　突とつ如じよ出現した最大級の障壁に、僕の頭が現実逃避しながらフリーズする。


    「いま奥おく間ま君の家に、手作りのゼリーをお届けしようと思っていたところで……ああっ!?」


    「えっ、ちょっ、どうしたんですかアンナ先輩!?」


    　小ぶりの保冷バッグを目の高さにまで掲かかげたその瞬間、アンナ先輩がその場に崩れ落ちた。息が荒く、頰ほおは紅潮し、目が据すわっている。


    「はぁ、はぁ、な、なんなんですの。奥おく間ま君。わたくしの前に、そんな、魅力的な、た、体液を、分ぶん泌ぴつさせながら、現れてくれるなんて……いよいよ、わたくしにご褒ほう美びをくださるんですのね？　そうですのね？」


    「うわっ!?」


    　アンナ先輩が僕を押し倒し、そのすらりと伸びた両足で僕の両手をロックする。


    　汗だくの僕に、アンナ先輩が手と舌を伸ばす。


    「あ、アンナ先輩！　僕いま、すごく忙しくて……うわっ!?　ちょっ、そんなとこ舐なめちゃダメ！　ダメですっておおおおああああああああっ!?」


    　アンナ先輩が僕の体液を回収しながら、目を輝かがやかせる。


    「あああっ、奥間君がっ、奥間君の一部が、わたくしの中に……っ」


    　アンナ先輩の手が、おもむろに保冷バッグの中へと伸びる。


    　取りだされたのは、無色透明のゼリーだった。


    　普通、ゼリーといえば、薄いオレンジなり紫むらさきなり、果物由来の色づけがなされているものだ。しかしそのゼリーは、本当に無色透明で、ゆえにまったく得え体たいが知れない。


    　ゼリーを手にしたアンナ先輩が、恍こう惚こつの表情でそれを僕の口に近づける。


    「うふふ。わたくしだけでは不公平ですから、奥間君も、わたくしを召し上がってくださいまし」


    　ああ、うん。わかった。わかりました。間違いない。このゼリーにはクダモノ成分の代わりにケダモノ成分が入っている。果汁ではなく、マ汁が入っている。なんだ、ふふふ、いつものことじゃないか。いつもどおりの地獄である。


    「ふふふ、奥間君。あーん……」


    　目の前に、アンナ先輩由来のゼリーが迫る。


    　ゼリーなら嚙かまずに飲み込めるからなんとかいけるだろうかいやもしこれを食べてしまったらアンナ先輩をさらに興奮させて取り返しのつかないことになってしまうのではないかしかしそもそも抵抗の余地はないしそう何度も手作りの食べ物を避けるのは申し訳ないからせめてハードルの低いモノはこの際ひと思いに食べてしまったほうが──などと猛烈な勢いで考えていると。


    　いつの間にか、僕の口にゼリーがぶち込まれていた。


    「うぶっ!?」


    　そのとき、アンナ先輩風味のゼリーをどう対処すべきか決めかねていた僕の身体からだは、パニックに陥おちいった。


    　吐き出すか、それとも飲み込むか。


    　混乱の極致にあった僕の舌がもごもごと蠢うごめき、なにか温かいものに触れる。


    　それはどうやら、僕の口内にまで侵入してきていたアンナ先輩の指のようだった。


    「ああんっ!?」


    　アンナ先輩の身体からだが大きく跳ねる。


    　その拍ひよう子しにアンナ先輩の指が僕の口内により深く侵入してきて、僕は反射的にそれを食い止めようと口を少し閉じてしまった。


    　アンナ先輩の指に軽く歯が当たり、図らずも甘あま嚙がみのようになってしまう。


    「ひいんっ!?」


    　僕の両手をロックしている御お御み足あしがヒクヒクと震える。


    　アンナ先輩の体勢が大きく崩れ、僕の口からゼリーがこぼれ落ちる。


    　……あの、なんかゼリーとは別に、胸元あたりに生暖かいものが滴したたる感触があるのは……気のせいだよね？　まさか、ゼリーの原料とか出てきてないよね？


    「お、奥おく間ま君が、わたくしの身体を、欲している……？」


    　アンナ先輩の目が見開かれ、ヤバいセリフを口にする。


    「な、なんでしょう……わたくしの身体の中で、なにかが、せり下がっていきますの」


    　……え？


    「ああ、普段から思っていたことですが……いま、急に、奥間君の子供が欲しいという気持ちが急激に膨ふくれ上がって……」


    　アンナ先輩の口からぼたぼたと涎よだれが垂れる。


    「奥間君……愛し合いましょう……？」


    　ああああああああああああああああっ!?


    　ゼリーを食べるか否いなか。ほんの少しの判断の遅れが、童どう貞てい喪そう失しつ・青あお姦かん・孕はらませショットガンの三コンボに繫つながろうとしていた、そのときである。


    「……え？」


    　アンナ先輩の鼻先がひくりとなにかに反応した。


    「なんですの、この、身体の奥底がうずくような香りは……？」


    　アンナ先輩が周囲をキョロキョロと見まわし、困惑した様子で僕を見下ろす。


    「か、体中から体液を分ぶん泌ぴつする奥間君が目の前にいますのに……ああ、どうして、身体が勝手に……!?」


    　突とつ如じよアンナ先輩が僕を解放し、ふらふらと歩き始める。


    　なにがどうなってるんだとアンナ先輩の進行方向へ目を向けると、


    「あっ!?」


    　藍あい色に染まりつつある空に、一羽の鳥が飛んでいた。


    　距離があるため少しぼやけて見えるが、黒い身体にオレンジの嘴くちばし……間違いない、あれはピーちゃんだ。


    　その姿を見失わないよう注意しながら、華か城じよう先輩と早さ乙おと女め先輩にメールを送る。二人ともここから少し距離のある場所を捜索しているようで、合流には時間がかかりそうだ。


    「にしても、なんでアンナ先輩はピーちゃんに反応してるんだ……？」


    　夕日はみるみる沈んでいき、あたりが暗くなるにつれてピーちゃんの姿も夜の闇やみにまぎれていく。


    　それでもアンナ先輩は迷いのない足取りで進み、その速度はどんどん増していった。追いかけるのも一苦労だ。


    「あ」


    　そこで僕はあることに気づいた。


    　ピーちゃんの身体からだに、白いなにかがくっついている。


    　あれはまさか、僕の部屋の屑くず籠かごに入っていた、ガチガチティッシュ……？


    「……深くは考えないようにしよう」


    　世の中、不思議なことがたくさんあるものだね。
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    　日の出ていた時間に比べ、善ぜん導どう課の数は明らかに減っていた。


    　明かりの少ない中で身体のほとんどが黒い動物を捜すなど効率が悪すぎると判断したのだろう。


    　ピーちゃんを捕まえるだけでなく、外に逃がさなければならない僕たちにとって、この状況は非常にありがたい。


    　アンナ先輩がピーちゃんを追尾できているいまが、ピーちゃんを救う最大のチャンスだ。


    　しかし、


    「ああ、本当になんでしょう、この、不ふ可か思し議ぎな香りは……わたくし、こ、興奮が抑えきれませんの……っっ」


    　ピーちゃんを追尾するアンナ先輩が、時折身を震わせながら手をぶんぶんと振りまわす。


    　運悪くアンナ先輩のこぶしが直撃した電柱にはヒビが入り、街路樹からは大量の虫が落ちてくる。


    　……ピーちゃんを捜すにはアンナ先輩の追尾能力が必須、しかしこのままアンナ先輩がピーちゃんの捕ほ獲かくまでやってしまうと……。


    　爆発四散するピーちゃんのイメージが脳のう裏りを駆かけ巡り、どうしたものかと僕は頭を抱えた。


    　華か城じよう先輩と早さ乙おと女め先輩も間に合いそうにないし、僕一人でどうにかしないと……。


    「あうんっ!?」


    　アンナ先輩の身体が一際大きく痙けい攣れんし、どこからか水音が響く。……なんの音だろうね。


    「すぐ、そこですわ！」


    　アンナ先輩が突入したのは、柔らかい電灯が照らす小さな公園だった。


    「あの、アンナ先輩！　その匂においのもとですけど、僕も捕ほ獲かくに協力させてください」


    　アンナ先輩一人に任せるよりもピーちゃんの生存率は上がるだろうと提案する。


    　だが、そのせめてもの策も一瞬で無駄になった。


    　公園の真ん中あたりに、ガチガチのティッシュが落ちていたのだ。


    「そんな……唯ゆい一いつの手がかりが……」


    　僕が絶望に打ちひしがれていると、


    「これですわぁ！」


    　アンナ先輩がガチガチティッシュに飛びつく。


    「この、奥おく間ま君を彷ほう彿ふつとさせる、けれど嗅かいだことのない……ああっ、な、なんでしょう……この素晴らしい香りのする塊かたまりを、お腹なかが欲していますわ……？」


    　アンナ先輩はティッシュの香りを胸いっぱいに吸い込んだかと思うと、無む我が夢む中ちゆうの様子でそれをおへそのあたりに押し当て始める。


    　……丸飲みとかしそうで怖いけど、さすがのアンナ先輩でもそこまではしないよね？


    「いや、そっちも放っておけないけど、いまはピーちゃんを優先しないと……」


    　近くになにか痕こん跡せきが残っていないか、周囲を見渡す。


    　──ガサッ。
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    「えっ？」


    　草むらから覗のぞいた顔に、僕は息が止まりそうになった。


    　怯おびえた様子でこちらを見つめていたのは、間違いなく、僕たちが保護した九きゆう官かん鳥ちよう──ピーちゃんだった。


    「おい、捜したんだぞ」


    　語りかけながらゆっくりと手を伸ばす。


    「ま、んこぉ」


    　しかしピーちゃんはびくりと身をすくませるようにし、こちらが一歩でも踏み出せばすぐにでも飛び立ってしまいそうだ。


    　僕の手でガチガチティッシュの入った屑くず籠かごに放りこまれ、そのうえ思い切り蹴け飛とばされたときの恐怖がすり込まれてしまっている。そんな表情だ。


    「警戒しないでくれ、僕は味方だ」


    　そう語りかけながら、エサを取りだす。一瞬だけ反応を示すも、ピーちゃんの顔から怯えの表情は消えない。くそっ、これでもダメなのか。


    「出会ったときは、あんなに自分からすり寄ってきてくれたのに……」


    　自じ業ごう自じ得とくながら、これほどまでに警戒されてしまっていることにショックを受ける。


    　せめて、僕の次に懐なついていた華か城じよう先輩がこの場にいれば近寄ってきてくれるかもしれないけれど……この様子では、華城先輩が来るまでに逃げてしまう可能性が高い。


    「……ん？　華城先輩？」


    　僕はそのとき、ピーちゃんが華城先輩の膝ひざに自分から乗っかったときのことを思い出した。


    　一時とはいえ、僕よりも華城先輩のほうに興味を示したピーちゃん。


    　下ネタテロリストに長い間飼育されていたというピーちゃんはあのとき、華城先輩のなにに引きつけられていたのか。


    　一つしか考えられない。


    　下ネタだ。


    　ピーちゃんの前でなにかしらの下ネタを披露できれば、また僕に心を許してくれるかもしれない。


    「って言っても、僕にはＰＭがあるし……」


    　口で下ネタを紡つむぐことはできない。


    　なら、手は一つだ。


    　僕は背後を確認した。


    「はぁ、はぁ、なんでしょう。赤ちゃんが、赤ちゃんができてしまいそうですのぉ！」


    　アンナ先輩は胎たい児じのように身体からだを丸め、ガチガチティッシュをおへそに押し当てつつ匂においを楽しむという新あら手てのプレイに無む我が夢む中ちゆう。日暮れ後の公園に人ひと気けはなく、道路からもこちらがなにをしているのか窺うかがうのは難しいだろう。


    　とはいえ、僕がいまからやろうとしていることは相当にリスキーだ。


    　臆おく病びよう風かぜに吹かれてしまう前に、僕は自分に言い聞かせる。


    「……もとはといえば、全部僕のせいなんだから！」


    　僕は意を決して……ズボンとトランクスをずり下ろした。


    　なんか適当にかっこよさそうなポーズを決め、一心不乱に腰を振る。


    「ちんこっ」


    　ピーちゃんが草むらからぴょんと身体からだを躍おどらせ、こちらに少しだけ近づいてくる。


    　ピーちゃんが興味を示したことを確認した僕は、腰の動きに変化を加える。それによってプロペラのように回転し始めたムスコを強調しつつ、僕は言った。


    「大丈夫。僕は君を傷つけたりしない。君と同類だ」


    　その瞬間、


    「へんたい！　きんたまぶくろ！　へんたい！」


    　ピーちゃんがバサバサと羽を広げ、罵ば倒とうなのか仲直りのしるしなのかよくわからない禁止単語を叫びながら、僕の肩に止まった。


    　信頼を回復できたことが嬉うれしくて、自然と笑えみがこぼれる。


    「すぐ安全な場所に逃がしてやるからな。っとその前に、アンナ先輩を迎えにくるよう月つき見み草ぐさあたりに連絡して……」


    　そのときだった。


    「……あの、ええと」


    　公園に、華か城じよう先輩と早さ乙おと女め先輩が踏み込んできた。


    「……これは、どういう状況？」


    「奥おく間ま……お主ぬし……卒業式にはわしを呼べと言ったであろうが！」


    　目を逸そらしながらドン引きする華城先輩と、いきなり意味不明な怒声を飛ばしてくる早乙女先輩。


    　僕は状況を整理する。


    　夜の公園、下半身まる出しで微笑ほほえむ僕、「赤ちゃんができてしまいますの！　赤ちゃんができてしまいますの！」と叫びながら地面で丸まっているアンナ先輩。


    　僕はピーちゃんで股こ間かんを隠しながら、


    「これは違うんです！」


    　また失いそうになっている信頼を必死に繫つなぎ止めるべく、全力であがくのだった。
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    　その後、鼓こ修す理りが手配した鬼おに頭がしらグループの手により、ピーちゃんは無事海外へと逃がされた。


    　ピーちゃんとのお別れを誰よりも寂しがっていた華か城じよう先輩だったが、ピーちゃんが逃亡先で「日本の隠いん語ごを伝えてくれる親善大使」として歓迎されていることを鼓修理から聞くや、ピーちゃんの喋しやべる禁止単語を初めて聞いたときのように笑っていた。


    「よかったワギナ！　ま、命の危険もなく伸び伸びやってくれてるようなら、それで十分よ」


    　そう言って、ピーちゃんの無事を自分のことのように喜ぶ華城先輩。


    　その表情からはどこか、窮屈な世界から抜け出すことのできたピーちゃんを羨うらやましがっているような、そんな気持ちが滲にじんでいるように見えた。

  


  
    　とっても卑ひ猥わいな生物兵器　～三年後のピロートーク～


    



    アニー「Oh！　あの親善大使は《ＳＯＸソツクス》が逃がしたものだったんデスネ！」


    綾あや女め　「え？　もしかして知ってるの？」


    アニー「もちろんデス！　ニッポン村でいまも大切にされてマス！　ニッポンの卑猥な単語を伝えるイキ字引として大人気デス！」


    狸たぬ吉きち　「あー、鼓修理経由で海外に逃がしてもらったから、鬼頭家の影響が強い日本村に匿かくまわれるのは当然か。あのときは鬼頭家のことをやっかいな敵としか思ってなかったから、すっかり忘れてた……」


    綾女　「もう少しこっちの法整備なんかが落ち着いたら、もとの飼い主に返してあげたいところね」


    鼓修理「綾女様がそう言うなら、パパに頼んで日本村に話を通してもらっとくっスよ。……それにしても、この頃のアンナ・錦にしきノの宮みやはマジでヤバイっスね。最近だと、らら子のインパクトが凄すごかったっスけど、やっぱりアンナ・錦ノ宮は別格っス。『赤ちゃんができてしまいますの（裏声）！』とか、いくらなんでも……あれ？　綾女様？　なんで鼓修理の後ろを見て青ざめてるんっスか？」


    アンナ「面白い話を、しているようですわね……？」


    鼓こ修す理り「ひいっ!?」


    アンナ「もうっ、皆さんでなにをこそこそと談笑してるかと思えば、なんて話をしてるんですのっ！　解散、解散ですわ！　奥おく間ま君たちの昔話は、わたくしの、その、恥ずかしい過去がたくさんなんですから！」


    鼓修理「く、首を、照れながら鼓修理の首を締め上げるのはやめるっス！　ちぎれるっス！　首が飛ぶっス！　というか、なんでここに……っ」


    ゆとり「あたしが呼んだぜ」


    鼓修理「なに余計なことしてるんっスか！　これだからゆとりは！」


    ゆとり「いまのはどう考えてもお前が悪いぜ」


    アンナ「まったく、人の恥ずかしい過去を揶や揄ゆするなんて。鼓修理さんには少し、キツめのお仕置きが必要ですわね？」


    鼓修理「ひっ!?　お、お仕置きは嫌っス！　お仕置きだけは！　誰か助けむぐうううっ!?」


    綾あや女め　「……連れていかれちゃったわね。口の中にパンツをねじ込まれたような悲鳴を残して」


    らら子「……？　あの、なんかいま、男性器そっくりな形に縛られた鼓修理さんと、それを抱えたアンナさんにすれ違ったんですけど……大丈夫なんですか？」


    狸たぬ吉きち　「あー、うん。気にしなくていいよ。鼓修理は昔から悪さしまくってて、お仕置き慣れしてるから。……鼓修理の悪さといえば、ほかにもこんな話があってね……」

  


  
    



    　疑惑のテクノブレイク


    



    「ああ、やっと終わった……」


    　テスト用紙が回収されると同時に、僕は力尽きて机に突っ伏していた。


    　夏休み直前の期末テスト。


    　時とき岡おか学園は日本随ずい一いちの風紀優良校であるだけでなく、進学校としての実績もかなりのものがある。


    　従って期末テストの内容もかなり難しく、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》と生徒会見習いという二重生活を送る僕が赤点を回避するのは、至し難なんの業わざであるといえた。


    　単純な難易度でいえば、自分のムスコをディープ・スロートするほうがいくらか簡単なくらいだ。大げさに思えるかもしれないが、今回の期末テストは僕にとって、そのくらい大変なものだったのだ。


    　勉強そのものに加え、華か城じよう先輩に命令されて嫌々僕の勉強を見てくれた鼓こ修す理りの不機嫌オーラを浴び続けたことで、僕の心はガリガリ削られていた。


    　お尻しりに何本もぶち込まれる男はこんな気持ちなのだろうかと考えながら、テスト範囲の年号や公式を頭にぶち込み続けること数日。


    　なんとかテストを乗り越えた僕は心身ともにボロボロで、中出し白はく濁だく液えきのごとく詰め込んだ知識が、耳の穴から垂れてこぼれ落ちるようだった。


    　勉強のヤリすぎは身体からだによくない。頭が孕はらんでしまいそうだ。


    「あ、れ……？　テスト終わったと思ったら、急に眠気が……」


    　いちおう、全教科にわたって赤点だけは回避できただろう手て応ごたえはあった。


    　テスト期間ということもあって生徒会業務はお休み、《ＳＯＸソツクス》の下ネタテロ活動も夏休みに向けて一時休止状態で、放課後は特に予定もない。


    　僕たち一年生とは違って、上級生のテストはまだしばらく続くそうだし、いまこの時間はアンナ先輩に襲おそわれる危険のない、貴重なリラックスタイムであるといえた。


    「……ちょっとだけなら」


    　数日にわたるテスト勉強の疲れが、一気に僕を包み込む。


    　そうして僕は睡魔に誘われるまま、教室の机で居眠りをしてしまった。


    



    　──頭が痛くなるほどのくだらない謀ぼう略りやくが、僕を陥おとしいれようとしているとも知らずに。
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    「おかしいわね……」


    　テストを終えた華か城じよう綾あや女めは、情報端末ＰＭを操作しながら首を傾かしげていた。


    「一年生はとっくにテストが終わってるはずなのに。狸たぬ吉きち、なんで電話に出ないのかしら」


    　まさか、どこか適当な女子トイレにでももぐり込んで、テスト終了記念オナニーでもしているのだろうか。


    　期末テストが終わった解放感に身を任せ、あっちも解放してしまう男子高校生……十分ありうる話だ。


    「……それとも、まさか」


    　嫌な予感がして、綾女はアンナにも電話をかける。


    　テスト終了と同時に、先生になにやら頼まれ事をしていたので、狸吉に性的なちょっかいを出す時間はないはずだが。


    　……繫つながらない。


    「油断したっ」


    　雑用は轟ごう力りき先輩あたりにそれとなく代わってもらったのかもしれない。


    　アンナと狸吉、両者の貞てい操そうがいまこの瞬間、淫みだらにはじけ飛ぼうとしている。


    　いますぐ二人を見つけて、いかがわしい粘ねん膜まく接せつ触しよくを中断させねば！


    「けど、二人はいま、一体どこにいるのかしら……」


    　そのとき、一人の女子生徒が綾あや女めの目にとまった。


    　綾女の記憶が正しければ、その子は確か、感かん見み敏さと子こという狸たぬ吉きちのクラスメイトだ。


    「ちょっと、あなた」


    「ひゃ、ひゃい？」


    　感見敏子がびくりと肩を跳ね上げる。


    　声をかけただけでこの反応……鼓こ膜まくが性せい感かん帯たいなのだろうかと疑いながら、綾女は用件を切り出した。


    「奥おく間ま君のクラスメイトよね？　テストが終わったあと、彼がどこに行ったか知らない？」


    　正直期待はしていなかった綾女だったが、鼓膜がびんかんらしい敏子から返ってきたのは、予想外にピンポイントな答えだった。


    「え、えと、奥間君なら、テストが終わったあと、教室で寝てたと思いましゅ、けど」


    「教室で？」


    「ひゃ、ひゃい。最後に教室を出たのはあたしだったんでしゅけど、そのときもまだ寝てまひた」


    「そう、わかったわ、ありがとう」


    　敏子にお礼を言ってから、綾女は呆あきれてため息をついた。


    　狸吉に電話が繫つながらないのは、そういうことだったのか。


    　寝る間を惜しみ、抜く間も惜しみ、必死に対策してきた期末テストが終わって気が緩ゆるんでしまうのはわかるが、それでもやはり油断しすぎである。


    　常日頃アンナに狙ねらわれている狸吉は、寝ている間にいつの間にか童どう貞ていを卒業してしまう可能性だってゼロではないのだ。


    　綾女は早足で一年生の教室に向かう。


    　狸吉が電話に出ない理由はわかったが、依い然ぜんとして音信不通なアンナがいまどこでなにをしているのかわからない以上、常に最悪の事態を想定しなければならない。最悪とはすなわち、狸吉の股こ間かんイモムシがアンナのウツボカヅラに捕ほ食しよくされている場合である。


    　それによってウツボカヅラが受じゆ粉ふんなどしてしまっては、目も当てられない。


    「まったく、余計な心配をかけるんじゃないわよ」


    　綾女は手間のかかる後輩に文句を言いながら、一年生の教室の前に立った。


    「……」


    　扉とびらに耳を当て、中から「ぐちゅぐちゅ」とか「はあはあ」とか「ギシギシ」とか、そういう意味深な物音が聞こえてこないか確認する。


    　物音の類たぐいは、一切聞こえてこなかった。


    「……アンナとのファーストインパクトは起こっていないみたいね」


    　綾女はひと安心しながら、教室のドアを開けた。


    　教室には狸たぬ吉きちの席に突っ伏して眠る人影が一つあるだけで、ほかには誰もいない。


    　一年生のテストが終わってからいままで、本当にずっと居眠りしていたようだ。


    「まったく、呆あきれるわね。ほーら狸吉、さっさと起きなさい。あ、寝ね勃ぼつ起きしてるなら少し間を置いてもいい……わよ……え？」


    　下ネタをまき散らしながら狸吉の正面に回り込んだ綾あや女めは、目の前の光景に目を疑い、絶句した。


    　狸吉が突っ伏している机と、狸吉本人の顔や腕、胸周り、それから下半身が、大量の白はく濁だく液えきで覆おおわれていたのである。


    「……え？」


    　綾女は一瞬、視界を埋め尽くす白濁液に頭の中まで真っ白になる。


    「……いやいや、ありえない、ありえないわ」


    　綾女は目を閉じ、「ありえないありえない」と何度も自分に言い聞かせながら再び狸吉を見た。


    　机にぶちまけられていた白濁液が、糸を引きながら床ゆかに落ちていた。


    　どうやらこの謎なぞの白い液体は、相応の粘ねん性せいもあるようだ。


    「……いや、でも、まだよ。まだ確定ではないわ。だって狸吉が、いくらテストが終わった直後だからって、こんなにはっちゃけるわけが……」


    　そこでちらりと狸吉の下半身に意識を向けた綾女は、見てしまった。


    　緩ゆるんだベルト、全開になった社会の窓。


    　ちらりと覗のぞく下着はなんだか少し湿っている。


    　大量の白濁液とあわせ、導かれる真実はたった一つ。


    



    　狸吉は教室の机に座りながらオナニーをして、そのまま寝落ちしてしまったのだ！


    



    「いやあああああああああっ!?」


    　綾女は絶叫した。


    　血まみれの死体を目にしたかのように、痴ちまみれの狸吉を見て絶叫した。


    　とんでもないことになっている後輩の痴態を前に、頭がショートを起こす。


    　ま、まさか男の精せい液えきがこんなにたくさん出るものだったなんて！　質量保存の法則は一体どうなっているのか！　現存する不健全イラストに描えがかれている精液の量はてっきり、アヘ顔のような一種の誇こ張ちよう表現とばかり思っていたのに！


    　しかし極限のパニック状態にありながら、綾女は頭の片隅で冷静にこの事態を捉とらえていた。


    　こんな状態の男子生徒がもし先生に見つかったら……。


    　確実に退学である。


    　いやそれどころか、北の大だい監かん獄ごくにぶち込まれる可能性だって十分にある。


    　狸たぬ吉きちは性に関する知識がある人間として周知されているのだ。白はく濁だく液えきを教室にまき散らすという行為がどれだけ公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するのか知っていてなお教室オナニーを敢かん行こうしたド変態など、弁護のしようがない。更生の余地もない。


    　このままでは、世話の焼ける後輩であり、苦楽をともにしてきた《ＳＯＸソツクス》の仲間である狸吉が、ド変態の汚お名めいとともに善ぜん導どう課のお世話になってしまう。


    　正直、教室でテスト終了記念オナニーを敢行する後輩なぞ、いますぐ善導課に売り渡してもいいくらいではあるのだが……。


    　しかし、狸吉とはこれまでともに卑ひ猥わいな困難を乗り越えてきた仲である。弁明の余地もなく見捨てるというのはやはり後味が悪い。


    「どうして教室でオナニーなんかしたの？」とストレートに事情説明を求めたところで、まともな答えが返ってくるとは思えないが、それでも同じ下ネタテロリストとして、このまま見捨てるのは忍びない。


    　狸吉が善導課送りにならないよう、偽ぎ装そう工作してやらねば。


    「でも、これ、どうすればいいのかしら」


    　白濁液まみれの狸吉を見て、綾あや女めは途方に暮れる。


    　ひとまず誰かがこの教室にやってくる前に白濁液を拭ふき取り、ベルトと社会の窓の乱れを正すべきなのだが……。


    「絶対に触りたくないわ……」


    　絶対にだ。


    「狸吉が起きてくれれば手っ取り早いのだけど……」


    　狸吉は机に突っ伏したまま、ぴくりとも動く気配がない。


    「……さっき、私が悲鳴を上げても反応しなかったし……まさか……」


    　綾女はおそるおそる、狸吉の口元に手をかざす。


    　……呼吸はしている。死んではいないようだ。


    　しかし、居眠りにしてはどうにも眠りが深すぎるような気がする。


    「……」


    　綾女は近くにあった椅い子すを構え、先端で狸吉の脇わき腹ばらを突いた。


    「うぐ」


    　狸吉の口から小さくうめき声が漏もれるも、目を覚まさない。


    「……先っぽが子し宮きゆう口こうをノックしてるぅ」


    　一人芝しば居いを交えながら、繰り返し、突く。


    「うぐ」


    　しかし狸吉は一向に目を覚まさず、それは居眠りというよりも意識を失っているかのようだった。


    「間違いないわ」


    　綾あや女めは確信し、同時に酷ひどく焦あせる。


    「狸たぬ吉きちあなた、教室オナニーで興奮しすぎて、テクノブレイクを起こしかけているのね!?　最低だわ！」


    　このありえない白はく濁だく液えきの量も、テクノブレイクするだけシコったというなら納得である。


    　これは一刻を争う事態だ。


    　誰にも見つからないようオナニーの痕こん跡せきを隠いん蔽ぺいし、なおかつ狸吉の息があるうちに救急車を呼ばなくては。


    「……でも、いまの狸吉には触りたくないし」


    　白濁液まみれの狸吉を見下ろし、綾女は再び途方に暮れる。


    　白濁液には絶対触れたくない。しかし事態は一刻を争う。


    「早さ乙おと女め先輩……はいま、コンクール用の作品作りに苦戦中だし……鼓こ修す理りにでも処理してもらおうかしら」


    　鼓修理なら、たとえそれがテクノブレイクの証しよう拠こ隠いん滅めつという頭の悪さ極まる作業だとしても、綾女の命令となれば嬉き々きとして遂すい行こうするだろう。


    「よし、早速呼び出しましょうか。いでよ、デリバリーヘルス鼓修理」


    　綾女はＰＭで鼓修理に呼び出しメールを送る。


    『狸吉が生命の白いスープまみれになって倒れてるわ。掃除道具をもって、狸吉のクラスまで来てちょうだい』


    　メールを送ってからわずか数秒後、鼓修理から『よくわかんないっスけど、いますぐ行きますっス！』と返事があり、綾女はひとまずほっとする。


    「……あとは、この教室に人が近づかないようにしないと」


    　しかし教室の前で門番よろしく仁に王おう立だちというのも怪しいし、はてどうしたものかと考えながら、とりあえず教室から出ようとしたときだ。


    　──ガラ。


    　狸吉のすぐ隣でちょうど身体からだの向きを変えた綾女の視線の先で、ひとりでに教室のドアが開いた。


    　否いな、誰かが教室のドアを開けたのだ。


    「……」


    　呆ぼう然ぜんとする綾女と謎なぞの白い液体にまみれた狸吉を無機質な瞳ひとみで見つめていたその人物は──時とき岡おか学園風紀委員、月つき見み草ぐさ朧おぼろだった。
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    　夢を見ていた。


    　テストから解放された直後で気が緩ゆるみまくっていたせいだろうか。


    　身体からだの構造を無視してセルフディープスロートを嗜たしなみ悶もん絶ぜつする夢、顔を赤らめた轟ごう力りき先輩がチラ見してくる夢、身体中の穴という穴から精せい液えきを分ぶん泌ぴつする夢、脇わき腹ばらをギンギンの肉棒で突かれる夢など、自分の深層心理を疑いたくなるような夢ばかりが浮かんでは消えた。


    「ん、うぅ」


    　どのくらい居眠りを続けてしまっていたのか。


    　身体がびくんと軽く痙けい攣れんしたのを合図に、僕は目を覚ました。


    　授業中の居眠りとかによくある、ジャーキングとかいう現象だ。


    　決して夢む精せいとかそういう卑ひ猥わいな挙きよ動どうじゃあない。


    「……？」


    　目を覚ましたばかりでぼんやりとしていた僕の意識が、いくつかの違和感を捉とらえた。


    　まずひとつは、身体が妙に重いこと。


    　少し身体を動かすと「ねちょ」というエロい音がする。


    　次に、なんだか股こ間かんがねっちょりとした不快感に包まれている。夢精とかそんなレベルではなく、下着の中にスライムでも侵入したかのような感触だ。


    　そして三つ目は、教室の中で、なにやら口論する人の気配があったことだ。


    「全身に白はく濁だく液えきを付着させ、下半身を解放しながら眠る奥おく間ま様。卑猥です。排除します」


    「ちょ、ちょっと待って！　待ちなさい！　これは、違うの！　なんというか、その、奥間君のちょっと変わった寝汗なのよ！　だから全然！　卑猥とは関係ないのよ!?　へ、へー、これって卑猥に見えるものなのね、全然わからなかったわー」


    「かしこまりました。奥間様は卑猥のカテゴリーから除外します」


    　僕は最初っから卑猥にカテゴライズされるような人間じゃないぞ!?


    　なにがどうなっているのかさっぱり理解できない。


    　下へ手たに身動きすると状況が悪化しそうな気がして、僕は寝たふりを続けて耳を澄ませる。


    　どうやら話をしているのは、華か城じよう先輩と月つき見み草ぐさのようだ。


    「と、ところで、月見草さん？　あなた、どうしてここに……」


    「はい。現在、息抜きに興じておられ、手が離せないアンナ様に代わり、今後の生徒会の予定についてお知らせにきたのです」


    「そ、そう。今度からそういうのはＰＭで連絡してくれるかしら」


    「かしこまりました」


    「さ、さあ、ほら。用も済んだでしょうから、早く戻りなさい。あ、あと、奥間君の白い寝汗については誰にも言ってはダメよ？　変わった体質みたいだから、狸たぬ吉きちも人に知られたくないと思うの」


    「かしこまりました」


    　……華か城じよう先輩は、さっきから一体なにを言ってるんだ？


    　白い寝汗ってなに。それただの精せい液えきじゃないの。毛穴で精せい子し生産してるよそれ。


    　月つき見み草ぐさが教室を出ていく気配がしたのと同時に僕は身体からだを少し動かし、自分の身体を観察した。


    　……僕の机と身体の前面が、謎なぞの白い液体で覆おおわれていた。


    「なんだよこれええええええええ!?」


    　ホントになんだこれ!?


    　状況も謎すぎれば、僕の身体にべっちょりと付着した白い液体も謎すぎる。


    　わけがわからん。


    　精通した朝を軽く凌りよう駕がするほどの混乱が僕を襲おそっていた。


    「ひいっ!?」


    　起き上がった僕を見て、華城先輩が短い悲鳴を漏もらしながら後ずさった。


    　その顔はまるで汚物を見るような、もしくは幽霊を見るかのような、複雑な表情だった。


    　先輩は真っ赤かな顔を明後日あさつてのほうへ逸そらしながら、たどたどしく口を開く。


    「あ、あの、狸たぬ吉きち、落ち着いて、落ち着いて聞いてね？　あなたはいま、死にかけていたの」


    「……は？」


    　居眠りしてただけですけど？


    「大丈夫。正直ドン引きしてるし、半径百キロメートル以内に近づいてほしくないし、いますぐこの教室に火を放ってＤＮＡの欠片かけらも残さず消毒したいところだけど、同じ《ＳＯＸソツクス》の仲間として、善ぜん導どう課に突き出したりはしないから。早くその白いのを拭ふき取って、病院へ行きましょう？」


    「……」


    「その、いちおう意識は戻ったわけだけど、やっぱり、再発とかしたら大変でしょう？　その、名前だけはよく知ってるけど、詳しい症状とかまでは、さすがの私もわからないし、やっぱり専門の先生に診みてもらったほうがいいと思うの」


    「……あの、華城先輩？」


    「わかる。気持ちはわかるわ。いくらなんでもテクノブレイクで死にかけたなんて、知られたくないものね。けど、変に隠してあとで本当に死んでしまったら元も子もないのよ？　死んだら、もう二度とオナニーもできなくなる、それでもいいの？　だから、ね？　早く証しよう拠こを隠いん滅めつして、病院へ行きましょう？　大丈夫、受付まではついていってあげるから！」


    「……」


    　僕は大きな深呼吸を三回ほど繰り返した。


    　なるほど。


    　華か城じよう先輩は僕の身体からだにべっちょりと付着している謎なぞの白い液体を精せい液えきだと思っていて、しかもそのすべてを僕が放出したと思っているわけだ。


    　なるほどなるほど。うんうん。


    「って、そんなわけあるかあああああ！」


    　誰が教室でテクノブレイクなんかするかああああ！


    　いやそもそも、オナニーだってしねえよ！


    　大体、一年生のテストが終わってからまだそんなに時間も経たってないだろうに、どんだけ早撃ちならテクノブレイクできるんだ。超高校級の早そう漏ろうかよ。


    「そ、それじゃあ、この大量の白はく濁だく液えきはどう説明するつもり？」


    　華城先輩がうろたえながら言う。


    「僕はなにも知りませんよ！　ただ、テスト終わったあとに居眠りしちゃっただけで、目が覚めたらこんなことになってたんですって！　信じてください！」


    「……そうだったの」


    　と、華城先輩が遠い目をして深く頷うなずいた。


    「つまり、夢む精せいでテクノブレイクしてしまったと、そういうわけね？」


    「ちげえ！　あんたはなにもわかってねえ！」


    　夢精でテクノブレイクって、どんだけの高等技術だよ。


    　オムツでもはいてないと眠れないだろ、そんなやつ。


    「でもだって、さっき私が月つき見み草ぐさを追い払ってるとき、痙けい攣れんしてたでしょう？　びくんっって」


    「あれは居眠りしてるときに誰でもなるやつですって！」


    「わ、私は居眠りしてるときに射しや精せいなんてしないわよ！　一緒にしないでくれる!?」


    　ああもう面倒くさい！


    「というかそもそも、この謎の白い液体は、華城先輩が思ってるようなもんじゃないですよ！」


    「……え？　そうなの？」


    「そうですよ！　あれはこんなにはっきりとした白色じゃないですし、こんな大量に分ぶん泌ぴつされるものでもないんです！　これはきっと、誰かが僕を陥おとしいれようとしてるに違いないんです！」


    「そ、そう言われても……」


    　魂たましいを込めた僕の力説。しかし華城先輩の表情から疑念は消えない。


    「本物なんて、見たことないし」


    「そうっスよ！　騙だまされちゃだめっス、綾あや女め様！」


    　そのとき、教室に巨大なチンコが転がり込んできた。


    「鼓こ修す理りたちの無知につけ込んで、この男は頭のおかしい行動を誰かのせいにしようとしてるに違いないんっス！」


    　巨大なチンコ……ではなく《ＳＯＸソツクス》の新入りである鼓修理が、華城先輩の前に立ちはだかりながら僕を睨にらんだ。


    「綾あや女め様！　メールで知らされたとおり、掃除道具一式、調達してきたっスよ！」


    　教室に乱入してきた鼓こ修す理りの手には、燃えるゴミ袋（大）、大量のトイレットペーパー、厚手のゴム手袋など、謎なぞの白い液体を片付ける気マンマンセットが握られていた。


    「綾女様は人が来ないよう見張っててくださいっス！　この男の穢けがらわしい体液には鼓修理も近づきたくないっスけど、これも綾女様のためっスから！」


    「おいおいおい！　ちょっと待てって！」


    　誤解したままの華か城じよう先輩を教室から追い出そうとする鼓修理を止めるべく手を伸ばす。


    　しかし、


    「ひいいいいいいっ!?」


    　目を白黒させて後ずさる華城先輩を見て、思わず止まってしまう。


    　ゴム手袋を素早く装着した鼓修理が、僕の手をぺしりと払いのける。


    「体液だらけで鼓修理と綾女様に近づいてくるんじゃねえっスよ！」


    「いやだから、ちょっと待てって！」


    　警戒しきった二人を落ち着かせるため、僕は鼓修理の持ってきたトイレットペーパーで白はく濁だく液えきを拭ふき取りながら、口を動かす。


    「何度だって言いますけど、これは僕の体液なんかじゃないんですって！」


    　謎の白濁液に怯おびえる華城先輩へ、同じ言い分を繰り返す。


    　だがそれに応こたえたのは、机周りを掃除し始めた鼓修理だった。


    「はあ？　そんなのどうやって証明するんっスか」


    「ど、どうやってって……」


    　鑑定に出すわけにもいかないし、性知識をもっている教師陣に確認してもらうなんてもってのほかだ。夢む精せいくらいなら経験のあるだろうクラスメイトに白濁液を見てもらい、体液でないと証言してもらうのも難しい。


    「さっき綾女様も言ってたっスけど、鼓修理たちは白い体液なんて見たことないっス。体液をまき散らした張本人に違いないお前の証言一つでこれが体液じゃないだなんて、信じられるわけないっスよ」


    　鼓修理はテキパキと謎の白い液体を拭き取りながら、ニヤニヤと僕を見上げる。


    　その腹黒い笑顔を見て、あまりにもテキパキと白濁液を隠いん滅めつする手つきを見て、僕はほぼ確信に近い疑念を抱いだいた。


    　……犯人、こいつじゃね？


    「ま、この白濁液が偽にせ物ものだって証明したいんなら、いまこの場で〝本物〟でも出してみればいいんじゃないっスか？　まあそんなことしたらそれこそ、綾女様が卒倒しちゃうと思うっスけど！」


    　絶対こいつが犯人だろ!?


    　もし本当に僕がテクノブレイクしかけたと思っているなら、罵ば詈り雑ぞう言ごんと侮ぶ蔑べつの視線を向けてくるはず。


    　こいつのこの喋しやべり方は、僕を陥おとしいれることができて嬉うれしいぜヒャッハーって喋り方だ。


    　華か城じよう先輩を崇すう拝はいしているこいつのことだ。僕の評価を地に落とし、精せい液えきもぱっぱと処理する頼もしさをアピールすることで、華城先輩に気に入られるつもりなのだ。そうに違いない。


    「華城先輩！　騙だまされないでください！　僕をこんなふうにしたのは鼓こ修す理りです！」


    「ふぇ？　鼓修理が？」


    　華城先輩は謎なぞの白い液体がぶちまけられた空間にいるのがもう限界なのか、いっぱいいっぱいの表情で言う。


    　するとすかさず鼓修理が割って入り、


    「ダメっスよ綾あや女め様！　下半身で粗そ相そうした男の言い訳になんて耳を貸しちゃダメっス！　大体、鼓修理がなんかやったって証しよう拠こなんてどこにもないんっスよ？　完全な言いがかりっス！」


    　くぅ、確かに鼓修理の言うとおりだ。


    　こっちは身体からだ中に白はく濁だく液えきという名の証拠を付着させまくっていて、鼓修理のほうはいまのところ、僕になにかしたという証拠はない。


    　そもそも鼓修理が犯人と証明するどころか、この白濁液が精液なんかじゃないと証明することさえ、いまの僕には困難極まりないのだ。


    「ええい！　どこかに証拠が！　鼓修理が僕を陥れようとしてるって証明できるものがあるはずなんだ！」


    　僕は白濁液を拭ふき取りながら、必死で教室中に視線を巡らせた。


    　僕がＴＰＯもわきまえずテクノブレイクするような変態なんかではないと、華城先輩に証明するために。
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    　アホがぁ！　証拠なんて残すわけないっスよぉ！


    　恨うらむんなら、学校内で居眠りなんて隙すきを見せた自分を恨むんっスねぇ！


    　なにか反論材料はないかと悪あがきを続ける狸たぬ吉きちを見ながら、鼓修理は心の中でいやらしい笑えみを浮かべていた。


    　綾女に命令されて仕方なく狸吉の勉強をみてやった、地獄のような数日間。


    　溜たまりに溜まったストレスを謎の白濁液というかたちで狸吉にぶちまけることができて、鼓修理はとてもスッキリしていた。


    　へっへっっへ、せいぜい綾女様にドン引きされる苦しみを味わうがいいっス！　夏休みの間、綾あや女め様とイチャイチャするのはこの鼓こ修す理りっス！


    　と、鼓修理が心の中で勝ち誇りながら白はく濁だく液えきを片付けていたときだ。


    　自分の身体からだにべっとりと付着した白濁液をあらかた拭ふき取った狸たぬ吉きちが、いままで緩ゆるみっぱなしだったズボンのベルトを直しながら恨うらみがましく言った。


    「この、鼓修理、下着の中までぐちゃぐちゃにしやがって！　ここで拭き取るわけにもいかないし……ああ気持ち悪い！」


    「……え？」


    　狸吉の発言を聞いて、白濁液を拭き取る鼓修理の手がぴたりと止まった。


    　下着の中まで、ぐちゃぐちゃ？


    　どうして？


    　確かに鼓修理は手作り白濁液をぶっかけた。ベルトと社会の窓を緩めて事後を演出した。だが、そのおぞましい中身になど手を出していないというのに。


    　……まさかこの男、寝ている間に本当に出して……？


    「おい、鼓修理？」


    　硬直する鼓修理に、狸吉が声をかける。


    「ひ、ひぃ!?」


    　鼓修理は白濁液の付着したゴム手袋を脱ぎ捨て、狸吉から一気に距離を置いた。


    　いつもは冷静に高速回転する鼓修理の頭脳が、未み曾ぞ有うの大混乱を起こしたそのときだった。


    　──ガラ。


    　教室のドアが開き、


    「……」


    　アンナ・錦にしきノの宮みやが姿を現した。


    「ぎゃあああああああっ!?」


    　絶叫したのは鼓修理である。


    　この化け物女は狸吉の家から調達しておいた下着で遠くに引きつけておいたはずなのに、どうしてここに！


    　狸吉夢む精せい疑惑でただでさえ混乱していたところに、これまで散々恐ろしい目に遭あわされてきたアンナ・錦ノ宮の予想外の乱入。冷静さを失うには十分だった。


    　そして鼓修理は、冷静さを失ったその頭で考える。


    　下着で足止めしていたはずのアンナがこの場に現れた理由などただ一つ。


    　蒸れに蒸れた下着よりも魅力的ななにかが、この教室にあったからだ。


    　性せい獣じゆうであるアンナ・錦ノ宮を引きつけるもの。


    　そんなもの、一つしかない。


    　狸吉の、正しよう真しん正しよう銘めい本物の、子こ種だね汁じるである。


    　そして鼓こ修す理りは確信した。確信してしまった。


    　奥おく間ま狸たぬ吉きちは、放課後の教室で夢む精せいした、変態クソ野や郎ろうであると。


    「ぎゃあああああっ!?」


    　鼓修理は再度絶叫し、綾あや女めの手を引きながら白はく濁だく液えきから距離を置く。


    　鼓修理が自分でバラまいた白濁液。


    　しかしいまはオタマジャクシが元気よく泳いでいるかもしれない、白濁液。


    　絶対に触りたくない。絶対にだ。


    「あ、綾女様！　逃げるっス！　逃げるっスよ！」


    「……」


    　鼓修理が必死に引っ張るも、アンナの登場で思考停止してしまっているらしい綾女は、その場に縫ぬい付けられたかのように動かない。


    「しっかりしてくださいっス綾女様！　この男、本当に出してやがったんっス！　それにつられて化け物女まで乱入してきて……もう狸吉のアホを生いけ贄にえにして逃げる以外に選択肢はないっス！　──ひっ!?」


    　綾女の耳元で必死に囁ささやいていた鼓修理の頭が、後ろからむんずと摑つかまれた。


    「どいてくださいまし、奥間君の妹さん。わたくしは、綾女さんに話があるんですの」


    　ぺいっ、と綾女から引きはがされ、鼓修理は狸吉のほうに放り投げられる。


    「あああああああああああああっ!?」


    　どべちゃ！


    　鼓修理は狸吉に衝突し、まだ拭ふき取りきれていなかった白濁液に頭から突っ込んだ。


    「ひぎゃあああああああっ!?　産むことになるっスうううううううっ！」


    　白濁液の中、ゴキジェッ●を食らったゴキブリのように鼓修理がのたうちまわる。


    　一方で、綾女に詰め寄っていたアンナが真顔で口を開いた。


    「月つき見み草ぐささんから聞きましたわ。綾女さん、生徒会の仕事もないのに、下半身の衣類が乱れた奥間君と、教室に二人きりでいたそうですわね？」


    「……え？」


    　アンナの殺気にあてられたのか、少しばかり正気に戻ったらしい綾女の顔が青ざめる。


    「わたくしが、どこからか降ってきた奥間君の下着に夢中になっている間、綾女さんは、奥間君と一体なにを……？　まさか、あの下着も綾女さんの策略……？」


    「あ、あのポンコツ風紀委員、中途半はん端ぱにチクって……っ。あ、ち、違うのよアンナ、それには理由があって……」


    「理由、ですの？」


    「そ、そう！　ちょっと、その、なんていうか、ええと」


    　狸吉がテクノブレイクしていて、それを介かい抱ほうしようとしていたなど言えるわけがない。


    　かといってアンナの放つ強烈な殺気の中で咄とつ嗟さの言い訳も浮かばないようで、綾あや女めは盛大に言いよどむ。


    　そんな綾女に加勢することができないほどの精神的ダメージを食らった鼓こ修す理りが、白はく濁だく液えきの中で呆ぼう然ぜんとしていたときだ。


    「じ、実はですね、アンナ先輩」


    　白濁液を拭ふき取ったばかりの制服をテカらせた狸たぬ吉きちが、綾女とアンナの会話に割って入った。


    「誰かが僕に悪質な悪いた戯ずらを仕掛けたみたいで、華か城じよう先輩はその犯人を捜そうとしてくれていたんです」


    　狸吉の言葉に嫌な予感がした鼓修理は、白濁液の中でわずかに顔を上げた。
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    　僕と教室で二人きりでいた理由をうまく説明できず、華城先輩が言いよどんでいる。


    　いけない！　このままだと、僕のテクノブレイクを庇かばうという最高にくだらない理由で華城先輩が粛しゆく清せいされてしまう！


    　アンナ先輩の襲しゆう来らいで真っ白になっていた頭が、華城先輩のピンチを前に高速回転を始める。


    「じ、実はですね、アンナ先輩」


    　口を動かしながら、考えをまとめていく。


    　華城先輩を助けると同時に、こんなふざけた状況をつくり上げたに違いない鼓修理をつるし上げるために！


    「誰かが僕に悪質な悪戯を仕掛けたみたいで、華城先輩はその犯人を捜そうとしてくれていたんです」


    「悪戯、ですの？」


    　僕の言葉に、アンナ先輩の殺気が少し緩ゆるむ。


    「はい。テストが終わったあと、居眠りしてしまった僕の身体からだに、こんなものがべっとりと塗りつけられていたんです」


    　僕は机に残っていた白濁液を手ですくい、アンナ先輩のほうへかざす。


    　すると、その白濁液を僕のエロい体液だと疑っていた華城先輩が「あっ！」と焦あせったような声を上げた。


    　きっと華城先輩は、その匂においをかいだアンナ先輩が、理性を失ったサキュバスにでも変身すると思ったのだろう。


    　しかし、実際はそうならなかった。


    「……？　なんですの？　この怪しげな液体は」


    　アンナ先輩は少し眉まゆをひそめながら、極めて冷静に白濁液を観察していたのだ。各種体液をまき散らすこともないし、虹にじを作ったりもしない。


    　当然である。


    　なぜならこの白はく濁だく液えきは、僕の下半身から分ぶん泌ぴつされた体液なんかじゃないのだから！


    「アンナが、ノーリアクション……？」


    　華か城じよう先輩も違和感に気づいたのだろう。


    　先ほどまでの呆ぼう然ぜんとした表情は消え、冷静さを取り戻した様子で顎あごに手を当てる。


    「……!?　……!?」


    　反面、それまで光を失った瞳ひとみで床ゆかに倒れていた鼓こ修す理りは、僕とアンナ先輩の間に視線を彷徨さまよわせ、なにがなんだかわからないといった様子で口をぱくぱくさせていた。


    　アンナ先輩の乱入で僕の疑惑が晴れつつあることに当惑しているのだろう。


    　鼓修理がなにかろくでもない反撃を考える前に、一気にたたみかける！


    「誰が僕にこんなふざけた悪いた戯ずらを仕掛けたのか、みんなで一緒に考えましょう！　きっと、犯人はまだ近くにいるはずで──」


    「それよりも、奥おく間ま君」


    　と、僕が場の流れを完全に鼓修理包囲の方向へ持っていこうとしたときだった。


    「悪戯はわかりましたけれど、わたくしを仲間外れにして、綾あや女めさんと二人で犯人捜しをしようとしていたのは、どういうことですの？」


    　アンナ先輩の真顔に、僕のムスコがその表面積を縮小させた。


    



    　　　　　　●


    



    「……!?」


    　鼓修理は当惑していた。


    　怪力サキュバスと化すはずだったアンナ・錦にしきノの宮みやが、極めて冷静な態度で、奥間狸たぬ吉きちと会話をしている。


    　それはつまり、奥間狸吉が淫みだらを催もよおす体液など分泌していなかったということで。


    　鼓修理が一人で勝手にパニクっていたのは、もはや完全に墓ぼ穴けつを掘っていただけということになってしまう。


    　現に、綾女は鼓修理に疑いの目を向けており、鼓修理の耳元に口を寄せたかと思うと、


    「ねぇ鼓修理。あなたさっき、『この男、本当に出してやがったんっス！』とか言ってたわよね？　あれは一体、どういうことかしら。まるで、狸吉が出してなんかいないって知っていたような口ぶりだったけれど」


    　と、思わず子し宮きゆうが引き締まるような冷たい声で言ってきた。


    　鼓修理はだらだらと冷や汗をかく。


    　マズイ。


    　いくらなんでも口を滑らせすぎた。


    　アンナ・錦にしきノの宮みやが発情していないという事実も加わり、もはや狸たぬ吉きちを陥おとしいれることは不可能だ。


    「誰が僕にこんなふざけた悪いた戯ずらを仕掛けたのか、みんなで一緒に考えましょう！　きっと、犯人はまだ近くにいるはずで──」


    　先ほどまで追い詰められたオナニー依存症でしかなかった狸吉が、嬉き々きとして場の流れを変えようとしている。


    　このままでは、鼓こ修す理りの犯行が確定するのも時間の問題である。


    　非常に、よろしくない展開だ。


    　鼓修理は性しよう懲こりもなく狸吉を陥れようとしたゴミクズとして、綾あや女めにキツイ処分を食らうだろう。ただのお仕置きなら大歓迎だが、《ＳＯＸソツクス》をクビにでもなってしまっては目も当てられない。


    　と、鼓修理が絶望に打ちひしがれていたときである。


    「悪戯はわかりましたけれど、わたくしを仲間外れにして、綾女さんと二人で犯人捜しをしようとしていたのは、どういうことですの？」


    「え!?　い、いやそれはですね──」


    　アンナが狸吉と綾女の関係を再度疑い、氷のような殺気を噴出させる。


    　綾女と狸吉の意識が、完全にアンナに引きつけられる。


    「……」


    　こうなったら、死なばもろとも。


    　鼓修理の脳のう裏りに、不ふ穏おんな考えが浮かぶ。


    　その両目が、アンナ・錦ノ宮への言い逃のがれに全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぐ狸吉の背を捉とらえた。


    　確証はない。


    　アンナが発情していない以上、狸吉が本物の白はく濁だく液えきを放出している可能性は限りなくゼロに近い。


    　しかし。しかしだ。


    　もう誰も信じてはくれないだろうが。


    　鼓修理は狸吉のパンツの中になど、決して白濁液を注いでいないのである。


    　ならば可能性はゼロではない。


    　狸吉の下半身のブラックボックス、いやホワイトボックスには、本物のオタマジャクシが泳いでいる可能性があるのだ。


    　狸吉の下半身を天下にさらせば、狸吉が出したのか出していないのか、はっきりわかる。


    　そんなことをしても鼓修理が許されるわけではない。


    　だがそれでも。どうせつるし上げられる未来が確定しているのなら。


    　狸たぬ吉きちが綾あや女めにドン引きされる愉快な未来が訪れる可能性が一％でもあるなら、鼓こ修す理りは絶対悪として最後まで戦い続ける！


    　追い詰められてハイになった鼓修理はめちゃくちゃな理論に突き動かされるまま、狸吉の腰に飛びかかった。


    



    　　　　　　●


    



    「い、いやそれはですねアンナ先輩！　ええと、ア、アンナ先輩に心配をかけないようにですよ！　こんな謎なぞの白い液体をぶっかけるだなんて、《ＳＯＸソツクス》の仕し業わざにしては目的が不明すぎましたし！　いつも忙しそうなアンナ先輩に余計な負担をかけるわけにはいかないと思って、僕たちだけで解決しようとしてたんですよ！　ですよね、華か城じよう先輩！」


    「え？　あ、ええ、そう、そうなのよアンナ！」


    「……」


    　アンナ先輩は僕たちの言い分を聞いて、それでもまだ少し唇くちびるを尖とがらせて拗すねているようだった。


    　けれど、さっきまでの『ケツから手ぇ突っ込んでチンコヒクヒクさせたろか？』みたいな殺気は収まったし、いちおうは話ができる状態にまで落ち着いただろう。


    「それで、犯人捜しなんですけども──」


    「おらああああああっス！」


    「うわっ!?」


    　突とつ如じよ腰に衝しよう撃げきを感じて振り返ると、そこには、白はく濁だく液えきまみれですべてを諦あきらめていたはずの鼓修理が張り付いていた。


    「なっ!?　お前!?」


    「うへへへへっス！　そうっスよ！　お察しのとおり、狸吉お兄ちゃんに〝ちょっとした〟悪戯いたずらを、つい出来心で仕掛けてしまったのは、この鼓修理っス！」


    　この野や郎ろう！


    　潔いさぎよく認めたと思ったら、今度は言い訳のオンパレードか！


    　認知したからにはちゃんと責任を取れよな！　僕をハメた責任を！


    「鼓修理は寂しかったっス！　お兄ちゃんに構ってほしくて、ついついこんな悪戯を仕掛けちゃいましたっス」


    　一体、こいつの舌は何枚あるんだ。ペラペラとよく回る。ペロペロと舐なめ回してもらったらさぞ気持ちいいだろう。


    　と、ろくでもないことを考えていた僕の腰に、するっと鼓修理の手が伸びた。


    　アンナ先輩が「鼓修理さん？　そこは、わたくし専用の場所ですわよ？」とこれ以上ないほどわかりやすい忠告を口にする。


    　それなのに、なぜか鼓こ修す理りは止まらない。


    　僕のベルトを器用に外し、ぐちょぐちょになった僕の下着をお天道さまの下にさらけ出そうとする。


    「おい!?　なにやってんだお前！　ど、どうなっても知らないぞ!?」


    「鼓修理はお兄ちゃんのことが心配なんっス！」


    「はあ!?」


    「確かに鼓修理はお兄ちゃんを謎なぞの白はく濁だく液えきでぐちゃぐちゃにしたっス！　けど、鼓修理はお兄ちゃんの大切なところはおぞましくて──いや恐れ多くて手を出してなかったんっス！　なのにお兄ちゃんはそこがぐちゃぐちゃになっているって言ったっス！　もしかしたらなにかの病気かもしれないっスよ！　いますぐ調べる必要があるんっス！」


    　こいつ、追い詰められておかしくなったのか!?　いやまあ最初からおかしいけど！


    「さあ観念するっスよお兄ちゃん！　──ふぇ？」


    　僕の社会の窓を全開にし、股こ間かんに新しい風を吹きこもうと、鼓修理の手が迫る。


    　けれどその小さな魔の手は、間かん一いつ髪ぱつのところで僕の股間から遠ざけられた。


    「いくら肉親とはいえ、少々おイタがすぎますわよ？」


    　僕の身体からだにまとわりついていた鼓修理を、アンナ先輩がいとも容た易やすく引きはがす。


    　まあ、そうなるよね。


    　ところで「肉親」って肉棒とか肉穴の仲間っぽくて卑ひ猥わいだよね。


    「あ、やっ、い、命だけは！　命だけはっス！」


    　アンナ先輩に捕まった鼓修理が涙目で命いのち乞ごいをする。


    「奥おく間ま君の身内の方ですもの。当然ですわ。命だけは保障しますわ」


    　アンナ先輩は「だけ」を妙に強調しつつ、鼓修理を廊下へと運んでいく。


    　やがて、


    「ぎゃああああああああああああああああっス!?」


    　鼓修理の断だん末まつ魔まが響きわたり、悪は滅ほろびた。


    　華か城じよう先輩がＰＭを操作し、「夏休みの旅行まで完全に無視するから、そのつもりで」と鼓修理のＰＭにお仕置きの内容をメールする。アンナ先輩に身体をボロボロにされたあと、華城先輩からの精神的なお仕置きで最高の追い打ちを食らうがいい。


    「……まあ、完っ全に自じ業ごう自じ得とくだよな」


    　鼓修理はまあ放っておいて、ひとまずこれでテクノブレイクなどという不名誉極まりない誤解は解けただろうと華城先輩のほうを見る。


    「……」


    　しかし僕の予想に反し、華城先輩は眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、なにか腑ふに落ちないというような顔をしていた。


    「あの、華か城じよう先輩？」


    「……え!?」


    　僕が近づくと、びくりと肩を跳ね上げて華城先輩が後ずさる。


    　な、なんでだ？


    　もう鼓こ修す理りの自白で誤解は解けたはずだろう？


    「……いや、あの、鼓修理の最後の悪あがきが、少し気になって」


    　華城先輩の視線が僕の股こ間かんへと移る。


    「確かに、あの白はく濁だく液えきは鼓修理がぶっかけたものなのでしょうけど……いくら鼓修理があなたを目の敵かたきにしているからといって、あなたの下着の中にまで手を伸ばすとは思えなくて」


    「いやいやいやいや！」


    　鼓修理ならやりますって！


    　僕を貶おとしめるためならチンコの一つや二つ、かるーく弄もてあそびますよきっと！


    「あなたの下着の中は、どうしてぐちゅぐちゅしているのかしら」


    「そんなの、鼓修理が白濁液を流し込んだからですって！」


    「……鼓修理がそこまでできるかしらねぇ」


    「やりますよ！　絶対！」


    　しかしいくら力説しても、華城先輩の顔から疑念は消えない。


    　こうなったら、股間のぐちょぐちょが精せい液えきじゃないと証明する方法なんて一つしか……。


    「いますぐ下着の中身を見せますから、ちょっと待っててください！」


    　下着の中にぶちまけられた白濁液が、僕の机とかにぶっかけられてた白濁液と一致すれば、華城先輩も納得するだろう。


    「なっ!?」


    　僕の提案を聞いた華城先輩が、なぜか思いっきり顔を赤くする。


    「た、狸たぬ吉きちが、白濁液まみれのムスコを他人に見せびらかすような変態だったなんて……」


    「……は？」


    「やっぱり、狸吉は頭がおかしいわ！」


    「ちょっと!?　違いますよ!?　僕が脱いだ下着のほうだけ見てくれれば、あっ、ちょっと!?」


    　どっちみち変態プレイじゃないのおおおおっ！　と叫びながら教室を逃げ出す華城先輩。


    「……せ、せっかく鼓修理を犯人として糾きゆう弾だんできたのに」


    　結局誤解は深まるばかりじゃないか！


    「……おや、なにやら騒がしいと思っていましたが、もう起きてしまったのですか」


    「え？」


    　僕が途方に暮れていたところ、華城先輩と入れ替わりに教室に入ってくる人影があった。


    「不ふ破わさん？　どうしたの、こんな時間に」


    　いやそれより、なんだその装備は。


    　教室に入ってきた不破さんは荷台に大量のタオルとバケツ、化学の実験で使うような試験管やスポイトを載せ、準備万端といった様子だったのだ。


    「あの、不破さん……どういうこと？」


    　僕が尋ねると、不破さんはどこか落らく胆たんしたような様子で、


    「いえね、少し前に、子供の素もとと思われる液体に身を包んだ奥おく間まさんを発見しまして。これはもしや、奥間さんへの友情をこじらせた男性が、男性同士で合体する方法もわからず、やむにやまれぬ衝しよう動どうのまま、眠っている奥間さんめがけて暴発したものかと推察しまして」


    　……この人は一体なにを言ってるんだ？


    「もしかするとなにか未知の化学反応が起こるのではと期待し、白はく濁だく液えきを奥間さんの下半身へと誘導して、少し時間をおいてからサンプルを採取しようと、部室から道具一式を持ってきたのですが」


    　おい！　勝手になにやってんだ!?


    「迂う闊かつでした。突とつ如じよ集団で同時に合体を始めたハエちゃんたちに気をとられているうちに、奥間さんの起床を許してしまうとは」


    　そ、そういうことだったのか。
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    　鼓こ修す理りが僕をぐちゃぐちゃにして、華か城じよう先輩が僕を発見するまでの間に、不ふ破わさんが僕の股こ間かんに一手間加えてたんだな!?


    　そのおかげで鼓修理は僕が本当に射しや精せいしたんじゃないかと思いこみ、途中から急に墓ぼ穴けつを掘り始めたのか……。


    　まったく、不破さんには妙なところでいつも助けられる。


    「不破さん、詳しくは話せないけど、とりあえずありがとう」


    「はあ。よくわかりませんが、お礼なら、下半身でなにかしら変質しているかもしれない白はく濁だく液えきを、少し私に分けてもらえれば」


    「それは無理」


    　僕の身体からだで卑ひ猥わいな化学反応を起こそうとしたのだ。なんのお咎とがめもなく見み逃のがしてあげるということで、この話は終わりにしようじゃないか。


    　残念がる不破さんを置いて、僕は華城先輩を追いかけた。


    　ひとまずいまは、不破さんの話を華城先輩に伝え、一刻も早く誤解を解かなければ。


    　寝ている間にびゅるっと出てしまうほど、僕のＰＣ筋はヤワではないのだ。

  


  
    　疑惑のテクノブレイク　～三年後のピロートーク～


    



    ゆとり「あれ？　鼓修理って性格悪いだけかと思ってたけど、普通にクズだぜ？」


    狸たぬ吉きち　「それはいまさらだよ、ゆとり」


    綾あや女め　「あれでも随分とマシになったのよ。昔は善悪の区別どころか、頰ほおずりとパイズリの区別もつかない子でね」


    ゆとり「頰ずりとソレの区別がつかねーくらい頭おかしいのはあんただけだろ」


    綾女　「失礼ね。区別くらいつくわよ。おっぱいでチンポ挟むのがパイズリ、ほっぺにチンポ押しつけるのが頰ずりでしょ？」


    アニー「勉強になりマス！」


    ゆとり「いや違うぜアニー！　こいつの言う『頰ずり』の定義はおかしいからな!?」


    狸吉　「早さ乙おと女め先輩、今度十八禁頰ずりのイラストをお願いできますか？」


    乙おと女め　「任せるのじゃ」


    ゆとり「そこ！　なにこそこそやってんだぜ！」


    綾女　「十八禁頰ずりが存在するということは、全年齢パイズリが存在する可能性も……」


    ゆとり「ねえよ！」


    綾女　「いやでも、あなたのおっぱい未満胸板以上の胸なら、全年齢パイズリ開発も夢ではないと思うの」


    ゆとり「寝ね言ごとは寝て言えだぜ！」


    氷ひよう菓か　「それにしても話を聞く限り、あのときわたしが奥おく間まさんの股こ間かんをいじらなければ、もっと大変なことになっていたようですね」


    狸たぬ吉きち　「いやー、偶然とはいえ、本当に助かったよ。改めてありがとう不ふ破わさん」


    氷菓　「いえ、こちらこそ。性に関する好奇心が功を奏することもあるとわかったので、これからはさらにリミッターを外してもよさそうだと決意を新たにできました」


    らら子「なら、あたしももっと頻ひん繁ぱんに脱いでいいってことですよね」


    ゆとり「いや、お前らはちょっと落ち着けだぜ」


    綾あや女め　「ふふふ」


    狸吉　「？　どうしました華城先輩。思い出し笑いはスケベなことを考えてる証拠だって父さんが言ってましたけど。スケベなこと考えてるんですか？」


    綾女　「違うわよ！　大体、スケベなことを考えて思い出し笑いしちゃうなら、私は常に笑顔のスマイルクレイジーになっちゃうわ！」


    狸吉　「なら、なにがおかしかったんです？」


    綾女　「いやね、まさかこんな気楽に、たくさんの仲間と頭の悪い話ができるようになるなんて思わなくて。なにせ、最初はほとんど、私一人だったんだから──」

  


  
    



    　現役ＪＫ　あやめ十六歳　初体験の興奮


    



    　それはまだ、時とき岡おか学園が至し極ごく健全だった頃。


    「んあああああああっ！　欲求不満で子し宮きゆうが爆発するうううっ！」


    　時岡学園一年生、華か城じよう綾女は限界だった。


    　進学を機に実家を離れ、第一清せい麗れい指定都市中心部のアパートで一人暮らしを始めてからはや半年。生徒会業務に追われ、日が暮れる時間になってようやく帰宅した綾女は、メガネだけを外し、制服のままベッドにダイブ。愛用の枕まくらに顔をうずめ、両足をバタバタとやりながら、外で「りんりんりん」と鳴いている鈴虫の音ね色いろに合わせて「ちんちんちん」と唱和する。


    「ああもう、本当に嫌になるわ……」


    　一人暮らしが寂しいわけではない。家事と学業の両立に辟へき易えきしているわけでもない。


    　しかしただ一点、致命的なものが綾女の生活には不足していた。


    「下ネタ成分が足りない……」


    　すべての性的表現が規制され、国が卑ひ猥わいと判断した単語を口にするだけで逮たい捕ほされてしまうこのご時世。生活に下ネタが不足しているのはまったくもって当然の話で、誰もがその当たり前の環境を受け入れて生活している。


    　しかし綾あや女めはそうではない。


    　物心ついた頃から下ネタが大好きで、下ネタがない生活など到底耐えられない。


    　下ネタ不足は酸素の不足。まさに致命的なことである。


    「……ああ、今日の分はもう終わっちゃうし」


    　綾女は手元の携帯電話を見て深いため息をついた。


    　ＰＭによる禁止単語の監視を無効化できるこの装置も、一日三分という制限がある。


    　一日中下ネタを言っても足りないくらいの綾女にとって、この程度の発散では気休めもいいところだ。別に、禁止単語を使わない下ネタなんていくらでも思いつくが、なんというか、それでは背はい徳とく感かんが足りない。


    　せめて、綾女の下ネタになにかしら、おもしろおかしいリアクションをくれる人間が近くにいてくれればいいのだが、そんな人間がいるはずもない。ここは天下の第一清せい麗れい指定都市、日本でも有数の健全都市なのだ。


    　実家にいた頃はまだマシだった。


    　綾女の下ネタ好きを全面的に受け入れてくれているわけではなかったものの、性知識をもつ世代の人たちが周囲にたくさんいて、綾女の下ネタに苦笑いしてくれていたのだ。


    　けれどいまは違う。


    　風紀優良度最高ランクの時とき岡おか学園で一日を過ごし、放課後は生徒会役員として真ま面じ目めに雑事をこなし、帰ってくれば一人。


    　一日のほとんどは下ネタも言えない環境で仏ぶつ頂ちよう面づらを貫つらぬき、本当の自分を他人にさらけ出すこともない。そろそろ顔面の筋肉が固まってしまいそうだ。


    　実家に『ちんころ餅もちが食べたい』などと、適当な電話でもして気分を紛まぎらわせたいところだが、無理を言って一人暮らしをさせてもらっている手前、そう安直に甘えることもできない。


    「はあ、息が詰まりそう」


    　綾女はボスンボスンと枕まくらに顔を打ち付け、「うーうー」と唸うなる。


    　チンポと言えばマ●コと返ってくる生活……望むのはただそれだけだというのに。


    　綾女はぶすっと不機嫌な顔のまま、なんとなしにＰＭを起動した。


    　ＰＭから視聴できるニュースや娯楽は下品な表現の一切が排除されたもので、そのほとんどは綾女の心に響かない。


    　しかしいまの世の中に不満がある身としては最低限、ニュースなどで諸々の情勢は知っておく必要があり、ほとんど習慣的に綾女はＰＭでリアルタイムに配信されるニュース番組に目を通していた。


    　そこで綾女の目に、ある法案の名前が飛び込んできた。


    「……ついに来たわね」


    　ただでさえ不機嫌そうだった綾女の表情が、さらに歪ゆがむ。


    　ＰＭで配信されていたニュースではいま、国会で議論されている新しい法律についての説明がなされていたのだ。かなり以前から名前は出ていたものの、最近になって法案成立の動きが活性化してきたその法律の名は《エイチ禁止法》。


    　簡易発信器付きの新型ＰＭ、などと遠回しに説明されてはいるものの、股こ間かんに装着されるというそれは紛まぎれもなく、貞てい操そう帯たいの装着を未成年に義務づける法律だ。


    「これを本気でやろうっていうんだから」


    　コメンテーターに混じって出演している銀髪の女性、ソフィア・錦にしきノの宮みやが「諸々の懸け念ねんや反論は理解できますが、法案の対象となる学生たちから同意を得ることで──」などと真ま面じ目めに声を張り上げている。


    「馬ば鹿かげてるわ」


    　こんな法律に同意もなにもないだろうに。


    　しかし、馬鹿げていると呟つぶやく綾あや女めの表情は、強い危機感に彩いろどられていた。
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    「……馬鹿げてる。本当に」


    　翌日。時とき岡おか学園。昼休憩。


    　綾女は人ひと気けのない廊下をとぼとぼと歩きながら、昨晩と同じセリフを口にしていた。


    　その声は昨晩以上に明確な危機感と緊張を孕はらみ、お乳をたっぷり溜ため込んだ乳ち房ぶさか、さもなくばそそり立つ男だん根こんのように張り詰めている。


    　綾女が危機感を抱いだいている理由は、ただ一つ。


    　クラスの誰もが、《エイチ禁止法》について、なんの危機感も抱いていないことだった。


    　それとなく話を振ってみても、返ってくる意見は『んー、僕らを守るための法律みたいだし、特に反対する理由はないんじゃない？』という呑のん気きなものばかり。


    　反対意見といえば、『行動が見張られるのは、やっぱりちょっと嫌かな』くらいのもので、それもかなりの少数派だ。大人たちにデリケートゾーンを管理されようとしている現状に対し、あまりにも危機感が欠けつ如じよしている。


    　しかしそれはなにも、彼らがその手の話題に無関心だとか、興味がないとか、そういう話ではない。むしろ一般の学生より真面目で優秀な彼らは、《エイチ禁止法》について、ある程度綾女と語り合えるくらいにはその全容を把握している。


    　それなのに誰一人として、《エイチ禁止法》が未成年に貞操帯の装着を義務づける法律だとは、理解していないのだ。


    　それもそのはず、彼らはそもそも『貞操帯』というものを知らない。下へ手たをすれば『貞操』というものがなんなのかさえ、ほとんど理解していない。


    　貞てい操そう帯たいの装着が義務化されることでオナニーの自由がなくなることがわからない。そもそもオナニーを知らない。性というものがわからない。


    　メディアでなされている《エイチ禁止法》の説明をいくら聞いたところで、自分たちがなにを奪われようとしているのか、彼らは想像することさえできないのである。


    　もし本当に《エイチ禁止法》への賛同署名運動などがなされたとき。きっと彼らはなにもわからないまま、それに署名するのだろう。


    　それはひとえに、彼らに判断材料となる情報が提供されていないから。


    「ほうっておいたら、下ネタが自由に言える世界から、どんどん遠ざかっていくだけだわ。いまだって、私の我慢はもう限界だっていうのに」


    　誰かが性知識を流る布ふしなければならない。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の成立から十六年、ＰＭ装着の義務化から十年。


    　歪いびつに成長し続ける健全社会を前にして、綾あや女めはこのとき、改めて明確に決意した。


    「……やってやろうじゃないの。世界で一番くだらない大犯罪、下ネタテロってやつをね」
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    　その翌日、綾女はテロに必要不可欠な資料を回収すべく、第一清せい麗れい指定都市郊外の田園地帯へと足を運んでいた。


    「ええと……ああ、あったあった」


    　田園にぽつんと立つ小さな作業小屋。汚れ放題のそこに足を踏み入れ、奥から二列目、右から三つ目の床ゆか板いたをめくる。


    　そこには、Ｂ５サイズ程度の雑誌なら難なく収まるくらいの木箱が安置されていた。木箱の中にはプラスチックのケースが入っており、そのまた中に、タオルでぐるぐる巻きにされたお目当てのブツが保管されている。


    「ううむ、いつ見ても素晴らしいわね。見ているだけで受じゆ精せいしそう。ビクンビクン」


    　ケータイでＰＭを無効化しつつ、綾女はうっとりとした表情を浮かべ、あまつさえ涎よだれさえ垂らしてしまう。しかしそれも無理はない。綾女がいま回収しているのは、知識流布のために実家から持ってきた、何冊ものエロ本なのだ。


    　表紙ひとつとってみても、その破壊力は凄すさまじい。紺色の学生水着に身を包んだ少女が大きなお尻しりをこちらに突き出す写真が印刷され、周囲には〝魅惑の三角ヘア地帯！〟〝初公開！　十×歳の濡ぬれた柔にゆう丘きゆう！〟〝実録、幼おさな妻づまの搾さく乳にゆう体験！〟などと、魅惑の文字群が躍おどっている。


    　いまではもう入手することも生産することも極めて困難になってしまった、性の至し宝ほうたちだ。何度読み返しても色褪あせない魅力に我を忘れ、つい「クリトリス専用皮むき器」「尻穴開発ドリル」などと意味不明なことを呟つぶやきながら読み耽ふけってしまう。


    「……はっ！」


    　どれくらいエロ本を凝ぎよう視ししていたのだろうか。


    　我に返った綾あや女めはぷるぷると首を振り、エロ本をバッグにしまう。


    「違う違う。こんなことしてる場合じゃないわ」


    　綾女は自分に言い聞かせながら、知識流る布ふ用に回収したエロ本を鞄かばんにしまい、作業小屋をあとにするのだった。


    



    　何冊かのエロ本を隠し持ったまま、綾女はとある喫茶店へと足を運んだ。


    「いらっしゃいませ」


    　落ち着いた声で出迎えてくれたのは、老紳士という言葉の似合う、この店のマスターだった。


    「どうも。急な話で悪いけれど、明日あした、決行することにしたわ」


    　マスターはちらりと店内に目を向け、それから綾女を店の奥へと案内した。


    　そこは地下の隠し部屋で、エロ本を縮小コピーするための設備も整っている。


    「これから、本格的にお世話になるわ。よろしく頼むわね」


    「もちろんです。私はもうほとんど引退した身ですが、応援しておりますよ」


    　マスターは綾女の実家と繫つながりがあり、綾女の下ネタテロをサポートする、諸々の後方支援を買って出てくれた変態紳士だ。


    　綾女の下ネタにあまりリアクションをしてくれない、そのムッツリ具合がどうにかなれば完かん璧ぺきなサポーターだったのだが、贅ぜい沢たくは言うまい。


    「ありがとう。助かるわ」


    　綾女は改めてマスターにお礼を言ってから、地下室で一人、黙々とエロ本をコピーする。


    「……にしても、どこまでうまくいくもんかしらね」


    　コピーを続けながら、綾女は頭の片隅で考える。


    　もともと、綾女が進学を機に一人暮らしを始めたのは、下ネタテロを起こすためだった。


    　中学三年生の後半、スパルタなうえに回りくどいやり方が好きな育ての親からようやく『複数の善ぜん導どう課相手でもどうにか相手できるだろう』とお墨すみ付きをもらい、それから着々と準備は整えてきた。生徒会役員として活動しながら校舎の構造や教員の見回りパターンなどを頭に叩たたき込み、いまでは目隠しのまま誰にも見つからずに全ぜん裸らで校内を一周できる自信がある。いやまあ、そのように不毛な変態行為に興じるつもりはさらさらないのだが。そのくらい準備万端ということだ。


    　下ネタテロへの情熱が先走った結果、少々勇み足ではあるが、テロリストとしての名前も既に考えてある。《雪せつ原げんの青あお》。一見美しく見える真っ白なお尻しりに咲く、一輪の蒙もう古こ斑はんのような女。


    　とまあ、思春期の男子顔負けなほど、ヤる気だけはドバドバ先走りしている綾女ではあったが、肝心の下ネタテロ、すなわち性知識の流布については未体験な部分が多すぎて、なかなかに不安だった。


    　なにせ、生まれてこのかた性知識にまったく触れる機会のなかっただろう時とき岡おか学園の生徒たちに、体系立ったエロ知識をぶち込んでやろうというのだ。それもこちらの正体を隠したまま、学校側の目をかいくぐってである。冷静に考えれば、無茶もいいところだ。


    「ま、なにはともあれ。ダメ元でもなんでも、とにかく動いてみなくちゃ始まらないわね。ピストンピストン」


    　ウィーンウィーンとコピーを続けるコピー機に「あなた、バイブの親しん戚せき？」などと語りかけながら、綾あや女めは着々とテロの準備を進めていった。
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    　時岡学園の生徒に卑ひ猥わいな知識を広めるべく、綾女が前もって考えていた作戦はこうである。


    　まず、学校中に《雪せつ原げんの青あお》印のエロ本コピーを隠し、それを見つけた生徒たちの金玉や子し宮きゆうをがっしり摑つかむ。料理で男の胃袋を鷲わし摑み！　みたいなイメージだ。


    　そうやって性の基礎知識を身につけさせると同時に、《雪原の青》に興味と好意を抱いだいてもらったところで、一日三分限定のＰＭ無効化ケータイを使い、子供のつくり方をはじめとした正しい性知識を少しずつ語りかけていく──。


    　どうしてもまどろっこしくなってはしまうが、それも仕方がない。


    　綾女の手元にあるエロ本には、肝心の合体シーンが存在せず、仮にレーティングするならＲ十五かそこらの情報で寸止めされてしまっている。


    　その程度の持ち札で効率よく、なおかつある程度の安全を確保したうえで知識をバラまくには、いろいろと手間がかかるのだ。


    「ひとまず、生徒たちの反応を見てみましょうか。前ぜん戯ぎで感度チェックよ！」


    　そうして綾女はその日から教員の目をかいくぐり、意気揚よう々ようと学校中にエロ本のコピーを隠していったのだが……。


    



    　綾女が時岡学園にエロ本のコピーを隠し始めてから、はや数週間。季節は冬になっていた。


    「うーん」


    　昼休憩、一足早く昼食を終えた綾女は、自分の席に突っ伏しながら、大きなため息をついていた。憂ゆう鬱うつな理由はただ一つ。想定を遥はるかに超えて、性知識の流る布ふが滞とどこおっているのである。


    　それには、実際にテロを起こしてみて初めてわかった、様々な要因があった。


    　まず一つに、学生たちの性知識の欠けつ如じよが、綾女の想像を遥かに超えて根の深いものだったことが挙げられる。性知識の欠如、などという生ぬるいものではない。それこそ性という概がい念ねんが、風紀優良度最高ランクの時岡学園生徒には存在しないかのようであったのだ。


    　つまり、多くの時とき岡おか学園生徒たちにとって、〝エロ〟というものはまったくの未知だったのである。未知に対して、大半の人が抱いだく感情といえば──。


    『なんかさ、最近、学校に変なものが隠してあるよね……』


    『あー、私も見つけた。なんかよくわからないポストカード？　だよね』


    『あれ見てるとさ、なんか身体からだが熱くなってきてさー。風邪？　みたいな。なんか怖い』


    『俺おれなんか、なんか知らないけど、下半身が腫はれてビビッた』


    『それヤバくない!?　あ、でも私も、なんか変な汁が……』


    『マジか……いやでもさ、なんかずっと見てたくなるし、なんか気持ちいい？　っつーか、悪いもんじゃなさそうだけど』


    『なんかクセになっちゃうよね。……でもそれってさ、なんか、怪しいクスリ、みたいな？　誰がどういう目的で隠してるのかもよくわかんないしさ』


    　──未知なものに対して先立つ感情、それは警戒心だ。


    　寝たふりをしながら、綾あや女めはクラス内の雑談に耳を傾け、そうした声を聞いていた。


    　なかにはエロの魅力にいち早く気づいて、綾女の目もく論ろ見みどおり自分から探し求めている者もいるようだが、それも本当にごく少数だ。それにそもそも、校内に隠されているエロ本コピーの存在に気づいている生徒の数がまだ少ない。


    　当初の綾女の想定では、もっと口コミで爆発的にエロ本コピーの存在が広まり、性に対する知識も浸透していくだろうと思っていた。しかしエロというまったくの未知に対して、ほとんどの生徒はそれを求めていいものか、まして広めてしまっていいものか態度を決めかね、悶もん々もんとするだけだったのである。


    　さらに、そうやって生徒が及び腰になる一方、学校側はかなり早い段階から警戒を強めているようで、綾女が一人でせっせと隠したコピーをサーチ＆デストロイしているらしい。それ自体は想定内だったが、学校側が警戒する段になっても生徒たちがここまで及び腰なままでいるとは、完全に想定外だった。


    「うー。どうしよう」


    　綾女は唸うなる。ただでさえ綾女の所持するＲ15ランクのエロ本では知識流る布ふが難しいというのに、こんなことでは、『マ●コとチンコの使い方』やら『赤ちゃんのつくり方』やらを生徒に理解してもらうまで、どれだけの時間がかかるのか。


    　いっそのこと、《雪せつ原げんの青あお》として堂々と校内を走り回りながら、エロ本のコピーをバラまいて回りたいくらいなのだが──。


    「綾女さん、大丈夫ですの？」


    　机に突っ伏す綾女に、鈴の音ねのような声がかけられた。


    　綾女はむすっとした表情のまま顔を上げる。そこに立っていたのは、小学校の頃から付き合いの続く親友、アンナ・錦にしきノの宮みやだった。


    



    　一年生にして生徒会長の地位にあるアンナには、様々な逸いつ話わがある。


    　全国模試で一位しかとったことがないとか、体力テストの結果がオリンピック選手並みだったとか、生徒会は彼女一人いれば回ってしまうだろうとか──にわかには信じられないようなスペックが彼女には当たり前のように搭載されている。


    　天使のような美び貌ぼうに聖女のような人柄まで兼ね備えている彼女は生徒、教員からの人気も絶大で、綾あや女めも彼女の人柄を信頼していた。


    　しかし、綾女はアンナを信頼すると同時に、恐れてもいた。


    　あれは今年の春先、一緒に下校していたときのことだ。


    　偶然遭そう遇ぐうしたひったくり犯を、アンナが一瞬で仕留めたことがあった。


    　いまでも忘れられない。アンナは一切の情け容よう赦しやなくひったくり犯を叩たたきのめし、それでいて満足そうに微笑ほほえんでいたのである。


    　それ以来、綾女はできるだけアンナは敵に回すまい、テロを起こす際は最大限に警戒せねばなるまいと心に決めていた。


    　そんな彼女が闊かつ歩ぽする校内で堂々と下ネタテロを起こすというのは、なかなかにハードルが高い。『善ぜん導どう課数人を相手にもしても問題ないだろう』とお墨すみ付きをもらった綾女でも、だ。


    「お疲れのところ申し訳ないのですが、先生方から連絡がありまして」


    　綾女の仏ぶつ頂ちよう面づらには慣れたもの。無ぶ愛あい想そうな綾女に手を合わせ、アンナはそっと耳打ちする。


    「詳しいことはなぜか教えてもらえなかったのですが、なにやら最近、この時とき岡おか学園で何者かが犯罪行為に手を染めているようなんですの。生徒会も、怪しい人物がいないか警戒するように、とのことですわ」


    　綾女はアンナからの曖あい昧まいな業務連絡に、「わかったわ」と軽く頷うなずいてみせた。


    　どんどん悪化していく状況に、ぐちゅぐちゅとかき回される内心を、悟られないよう淡々と。
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    　放課後、綾女はエロ本のコピーを隠すために校内を彷徨さまよいながら、重い息を吐いていた。


    「せめて、校内に一人か二人、仲間がいてくれればいいのだけど……」


    　そうすれば、少しはマシな状況になるはずなのだ。仲間さえいればテロの幅は広がるし、エロ本のコピーを隠すペースは増す。いいことずくめだ。しかし犯罪行為に手を染めている綾女の正体を快く受け入れ、善導課に密告することなく協力してくれるような人間が校内に存在するのかといえば……アンナと違い、綾女にそんな人望はない。


    　下ネタテロリストとしての素質を秘めた、強烈な変態オーラの持ち主ならば、校内で何人か確認している。なかでも、覚かく醒せいすれば知識の流る布ふに大きく貢こう献けんできるだろうスキルをもつ生徒が一人いて、綾あや女めは以前からお近づきになりたいと画かく策さくしていたのだが、その人物は相当に気難しい芸術家肌はだと有名で、そのうえ奇妙なことに──。


    「っと。あ、すみません」


    　曲がり角にさしかかった綾女の腹部に、なにか柔らかいものがぶつかった。


    　見下ろしてみれば、そこにはいままさに綾女が思い浮かべていた、さる人物の可愛らしい頭頂部があった。


    　時とき岡おか学園二年生、早さ乙おと女め乙おと女めである。


    　話しかけるチャンスとみて、綾女は声をかけようとするのだが、


    「ちっ」


    　乙女は敵意を剝むき出しにした目で綾女をひと睨にらみすると、露骨な舌打ちを残し、綾女を避けるように早足で行ってしまうのだった。


    「……私、なにかしたかしら」


    　奇妙なことに、乙女はなぜか綾女を大層嫌っているらしかった。


    　綾女と同じ生徒会役員であり、乙女と同じクラスの轟ごう力りき雷らい樹きにそれとなく話を聞いてみても、出展作品の制作に少々難なん儀ぎしているらしいということくらいしか情報は手に入らなかった。


    　ただの八つ当たりにしては綾女一人にだけ攻撃的すぎるし、なにか乙女の[image: ]作を邪魔するようなヘマをしてしまった覚えもないのだが……。


    「まあ取りあえず、しばらくは一人で頑張るしかないってことかしらね……そう簡単に勧誘できるものでもないし」


    　自分に言い聞かせながら、綾女はまた一枚、エロ本のコピーを校内に隠すのだった。
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    　大きな成果を出せないまま、綾女が地道な下ネタテロ活動を続けていたある日のことだ。


    　冬休みの明けた時岡学園のすぐ近くで、奇妙な事件が発生した。


    　駐輪場に停とめてあった自転車のサドルが盗まれ、代わりにキュウリが差し込まれていたのである。


    「なんて立派なキュウリ……太さ、反り返り、くっきりしたイボイボ……これはプロの犯行ね」


    　偶然現場に居合わせた綾女は、そのこだわり抜かれたキュウリからただならぬ変態オーラを感じ取り、そのセンスにある種のリスペクトを覚えるほどだった。


    「……下ネタテロとは少し違うかもしれないけれど、これはちょっと嬉うれしいわね」


    　そのくだらない悪いた戯ずらめいた犯行にそんな感想を抱いだいてしまったのは、差し込まれていたキュウリに、綾女が隠したエロイラストのコピーが貼はり付けられていたからだった。下ネタテロがうまくいかず悶もん々もんとしていた綾女にとって、それはなんだか応援されているような、自分のテロに共感してくれる人がいたのだというような、股こ間かんの温かくなる安心感があった。


    「誰だか知らないけど、コピーを持ってるってことは学園の人間よね？　もし正体がわかるようなことがあれば、勧誘、してみようかしら」


    　しかし最初のサドル盗難事件からしばらくが経たった頃、綾あや女めはその呑のん気きな考えがいかに愚おろかだったか、思い知ることとなる。


    



    　ある日の昼休み、綾女が女子トイレの個室にエロ本のコピーをせっせと隠していたときのことである。


    「でさー」


    　綾女が下ネタテロに興じるその女子トイレに、何人かの女子生徒が入ってきた。


    　綾女は個室で息を潜ひそめ、教室でそうするように、彼女らの話に耳を傾ける。


    「校内にさ、服を着てない人のポストカードみたいなのが隠してあるじゃん。あれを見てるとさ、なんか身体からだが熱くなっちゃって、最近家でずっと見ちゃってるんだよね」


    「あたしもあたしも！　あれ、なんなんだろうね。禁止単語みたいなのも書いてあって、意味はよくわからないのに、どうしても、ね。つい探しちゃう」


    　洗面台で身だしなみでも整えているのだろう、お喋しやべりする女子生徒たちの話す内容に綾女はほくそ笑えむ。どうやら、綾女の隠すエロ本のコピーに興味を抱いだいてくれている、数少ないお得意様グループのようだ。


    　よしよし、そのままエロへの興味を大切に、下ネタが理解できるレベルにまで駆かけ上がっておいで、などと綾女が謎なぞの上から目線でほっこりしていたときである。


    「たとえばさー、ここみたいに教室から離れたトイレとかに、隠してあったりするよね」


    　女子生徒の一人が、空いている個室に入り、ごそごそと中を探り始めた。


    「ないかー」


    　残念そうに言う女子生徒に微笑ほほえましいものを感じながら、綾女は少し焦あせっていた。


    　いままさに個室内に隠したばかりのコピーを回収し、なに食わぬ顔で対応する準備を整える。


    「ねえ、やめときなよ」


    　と、それまで黙っていたらしい女子生徒が、エロ本のコピーを漁あさるお年頃な女の子たちに向けて、おずおずと声をかけた。


    　エロ本のコピーを探していた女子生徒たちが「どうして？」と声を漏もらす。


    「ほら、最近さ、自転車のサドルがよく盗まれてるでしょ。ナスとかゴーヤとか、よくわかんないもの代わりに差してるの」


    「あー、あのすっごく迷惑なやつ？」


    「あれさ、校内にポストカード隠してるのと同じ人の仕し業わざだって噂うわさだよ」


    「……え？」


    　その話を聞いて驚きよう愕がくしたのは綾あや女めだ。


    「ほら、野菜とかと一緒に、ポストカードも貼はり付けてあるでしょ？　私も昨日きのうやられたんだけど、そのポストカードがさ、校内に隠してあるやつとまったく同じなの」


    「え、そうなんだ……って、あれ？　なんかその口ぶりだと、あんたもポストカードを拾ってるみたいだけど……？」


    「え!?　あ、いや、その、でもいまはもう、控えてるよ!?」


    「なんか、まだ拾ってそうな言い方だね？」


    「と、とにかくねっ!?　あんな迷惑なことする人が隠してるものを拾うのは、やめたほうがいいんじゃないかって話っ」


    「えー？　そうかなぁ。隠したのとは別の人がふざけてやっただけかもだし」


    「それはそれでやっぱりヤバイってっ。前からさ、身体からだの一部が腫はれたり、身体が熱くなったり、怪しいクスリみたいってみんな言ってたし、拾うと頭が変になっちゃうのかもよ」


    「うーん……」


    　それから女子生徒たちは名な残ごり惜しそうにもたもたしていたものの、結局それから女子トイレを漁あさることはなく、教室へと戻っていってしまった。


    「……ちょっと待ってよチクビーム」


    　トイレに残された綾女は、比ひ[image: ]ゆでもなんでもなく頭を抱えて低く唸うなる。


    　冷静に考えれば、すぐにわかることだった。サドルを盗み、そこに棒状の食べ物を差し込む、この変態行為は犯人の欲望を満たすためだけのもので、綾女がやろうとしている性知識流る布ふとはまったく異なる行為だ。そのうえなんのつもりか、綾女が流布しているエロ本のコピーを「変態参上！」といわんばかりに犯行現場に残されては、女子生徒たちの反応もむべなるかな。綾女のやろうとしている性知識流布に対する明確な妨害行為だ。


    　いまはまだ、小さな影響だ。コピー探しを途中でやめてしまったあの子らも、去り際の雰ふん囲い気きからして、またこっそりコピーを探し求めるだろう。だが、


    「ほうっておいたら、ますます知識の流布が難しくなっちゃいそうね。……仲間意識なんてもっちゃってバカみたい。いまのうちに、なんとかしなくちゃ」


    　綾女はその日から、エロ本コピーの流布に割さく時間を泣く泣く削り、敵性因子であるサドル窃せつ盗とう犯はんの情報を集めるために奔ほん走そうするのだった。
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    　サドル窃盗犯の犯行には、いくつかの特徴が見て取れた。


    　ひとつは夕ゆう闇やみに紛まぎれてサドルと野菜を入れ替えること。


    　そしてもうひとつは、決まって女性の自転車を狙ねらうことだ。つまり、あらかじめどこかに身を隠し、ターゲットを物色しているということである。


    　さらに、善ぜん導どう課の警けい戒かい網もうをすり抜けて短期間に犯行を繰り返しているらしいその手際から、相当に年季の入った変態だと思われた。善導課によって検挙されるのを待つというのは、得策ではないようだった。


    「ってなわけで、今日もいきますか」


    　生徒会業務を終えたあと、綾あや女めは自転車にまたがり、時とき岡おか学園の周辺をうろついていた。


    　定期的に書店やコンビニなどに立ち寄り、店の中からしばらく自転車を見張る。


    　そうして怪しい人間が自転車に近づいてこないかと手ぐすね引いて待つのだが、今日も今日とて成果は上がらず、これで十日連続の空振りだ。


    「まずいわね……オチンポミルクのように」


    　学校の生徒への聞き込みや、喫茶店のマスターの協力を得て、サドル窃せつ盗とう犯はんの情報を集めるだけでも相当な時間を使ってしまっている。性知識の流る布ふもうまくいっていない現状で、サドル窃盗犯ごときに手を焼いている場合ではないのだ。


    　しかしそれでも、このサドル窃盗反を放置すればあとあとどれだけ厄やつ介かいなことになるかわからない。どうしても途中で放り投げるわけにはいかなかった。


    「……はあ。それにしても、どうして私のサドルは盗まれないのかしら」


    　この十日の間に、綾女が経由した店で被害があったという話を何度も聞いた。犯人には目をつけられたはずだし、何度もニアミスしているはずだ。


    　ルックスが犯人の好みでないとか？　それとも素しろ人うとっぽさが足りないのだろうか。まさか匂におい？　いろいろな可能性を考えながら、しかし明確な答えにたどり着くことはなく。


    　結局その日も怪しい人間を見つけることはできず、焦あせりばかりが綾女を苛さいなんでいくのだった。
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    「……もうダメ。ヤルしかないわ」


    　ある日の放課後、綾女はポケットの中でパンティーを握りしめながら、思い詰めた表情で廊下を歩いていた。


    「《雪せつ原げんの青あお》として、じかにエロ本のコピーをバラまいてやる……っ」


    　綾女がそう決意したのは、前日の放課後、生徒会業務の合間にエロ本のコピーを隠している最中のことだった。


    　以前隠したエロ本のコピーが、誰にも拾われることなくそのまま残っていたのである。それはたった数枚だけではあったが、決して見過ごせるものではなかった。


    　綾女一人で一度に隠せるコピーの量はたかが知れている。


    　その少ない枚数を、時岡学園の生徒が拾い、学校側が徹底的に取り締まっているのである。たった一枚とはいえ、回収されずに残ってしまっているなど、ありえない事態だった。


    　サドル窃せつ盗とう犯はんの犯行の悪影響が、確実に出始めている。


    　二週間以上続けている囮おとり捜査のほうでなんの成果も出ていないいま、エロ本のコピーを時とき岡おか学園の生徒に広めるには、大胆な手段に打って出るしかないのである。


    「バラまき用のコピー、顔を隠すための諸々、全ぜん裸らのふりをするためのバスタオル、コピーをバラまく場所と順番、逃走経路……うん、準備万端だわ」


    　それらの入念な準備に加えて、綾あや女めは初めての大胆なテロへのプレッシャーをはねのけるべく、朝から己おのれに下ネタ禁という厳しい苦く行ぎようを課していた。大好きな下ネタを我慢することで己の変態性を研ぎ澄ませ、理性のタガを緩ゆるめてやろうという頭の悪い作戦だ。


    「う……あぶぶ……ペペロンチーノ……はめ込み式……まんじゅうの皮……」


    　その副作用で、綾女の表情は朝からかなりヤバい。下ネタテロがうまくいかないストレスも重なり、もはやゾンビのような有あり様さまである。下ネタかどうか怪しいラインにある単語がぼそぼそと口から漏もれ、もはや綾女の理性は崩ほう壊かい寸前だ。


    「ふ、ふふふ、このめちゃくちゃなコンディションなら、きっと素晴らしいテロができるわ……」


    　ほとんどヤケクソのような心境で言いながら、綾女は《雪せつ原げんの青あお》に変身すべく、人ひと気けのない廊下を早足で歩いた。


    「綾女さんっ」


    　と、その背中に声がかかり、綾女はびくりと肩を跳ね上げる。


    　バクバクと脈打つ心臓を押さえながら綾女が振り返ると、そこに立っていたのは、


    「ああ、見つけられてよかったですわ。綾女さんったら、授業が終わるとすぐ教室からいなくなってしまうんですもの」


    　天使の笑えみを携たずさえた親友、アンナ・錦にしきノの宮みやだった。
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    　時岡学園でテロを行おこなうにあたって、綾女が最も警戒している存在が、自分とは正反対の清純な完かん璧ぺき超人、アンナ・錦ノ宮だ。


    　そのアンナが、いままさにとんでもない下ネタテロに挑いどまんとする綾女を呼び止めたのだ。


    　完全にテンパった綾女は「用事がある」と適当にごまかすこともできず、アンナに誘われるがまま、生徒会室へ足を運んでしまっていた。


    「ええと、それで、わざわざ生徒会に呼ぶなんて、なにか話でもあるのかしら。今日は生徒会もお休みのはずだけど」


    　だからこそ、アンナが早々に学校からいなくなる今日を決行日に選んだのだ。


    「いえ、実は特に、用件などはないんですの」


    　アンナは優しく微笑ほほえむと、手際よく用意した二人分の紅茶をテーブルに並べ、綾あや女めに着席を促うながした。


    「ただ最近、綾女さんの元気がないようでしたので」


    「……」


    　気遣いのこもったアンナの言葉に、綾女は内心ぎくりとしながら紅茶に口をつけた。


    「綾女さん、気づいてますの？　いまも、とても疲れたような表情をしてらっしゃいますわ。紅茶を持つ手も震えて、なにかありましたの？」


    　言えない。体調が悪そうに見えるのは、散々下ネタを我慢した結果の禁断症状だなどとは、絶対に言えない。言ってもたぶん理解してもらえない。


    「ええと、ちょっと寝不足が続いててね、そのせいかもしれないわ」


    「まあ、でしたら紅茶ではなく、もっと別の飲み物を用意すればよかったですわね」


    　アンナは申し訳なさそうにしつつ、すっと席を立った。


    「え、ちょっと、アンナ……？」


    「髪の毛もこんなにボサボサで。ダメですわよ、仮にも生徒会の役員なんですから」


    　そんなことを言いつつ、アンナは制服のポケットから櫛くしを取りだし、綾女の髪を手慣れた手つきですき始める。


    「アンナ？」


    　なんだか照れくさくなった綾女は身をよじって逃げようとするも、アンナがさりげなくそれを許さない。


    「もう、そんな嫌がらなくてもいいじゃありませんの。昔はよくお互いに、こうやっておめかしさせ合っていたでしょう？」


    「小学校の頃の話じゃないの……」


    　文句を言いつつも、アンナの手つきが妙に心ここ地ちよく、綾女はアンナにされるがまま、ぽけーっと虚こ空くうを見つめたりしてしまう。


    　そんな、久々に気の抜けた時間の中で、綾女はふと思ってしまった。


    　もし自分がテロリストとしてヘマをしたら、実家やその関係者だけでなく、アンナにも迷惑がかかってしまうのか、と。


    　下ネタ禁で膨ふくれ上がっていた変態性が、微妙に浄化されていってしまうような気分である。


    「はい、終わりましたわ」


    　綾女の毛並みを整えて満足したらしく、アンナが得意気な笑顔で綾女を解放する。


    「……どうも」


    　複雑な胸中を隠しつつ、綾女は立ちあがった。


    　不意に、アンナが「ふふふ」と笑う。


    「でも、こうして綾女さんと仲良くする機会も、少しずつ減らしていかないといけないかもしれませんわね」


    　急にそんなことを言われ、綾あや女めは首を傾かしげる。


    　しかし続いて出てきたアンナの言葉に、綾女はぎょっとする。


    「だって、わたくしたちも年頃ですもの。あまり仲良くしすぎると、女性同士でも子供ができてしまうかもしれませんわ」


    「……そう、ね」


    　男女で心の底から愛し合えば子供ができる──それは一切の性表現が禁じられたこの国において、子づくりの方法として広く流る布ふされている戯ざれ言ごとだ。


    　だが、その戯言を信じるしかない世代がいる。綾女たちの世代だ。


    　アンナは「女性同士で」の部分こそ冗談として言っているが、しかし、それ以外の部分はすべて本気で言っているのだ。


    「アンナ、今日はありがとう。私は少し野や暮ぼ用ようがあるから、アンナは先に帰っててちょうだい。アンナこそ、毎日お疲れでしょ」


    　アンナのように年頃の人々が、まともに赤ん坊のつくり方も知らない現状は、やはりどう考えてもおかしい。その歪いびつさに、おかしさに、疑問をもつことさえできないこの国は、どうしようもなく歪ゆがんでいる。なにがなんでも性知識を広めなければならない。サドル窃せつ盗とう犯はんの妨害などに屈している場合ではないのだ。そしてなにより。


    「もう、限界っ」


    　心が下ネタを叫びたがっているんだ。


    　綾女はアンナを校門まで見送ったあと、変身セットを抱えてトイレへと飛び込んだ。
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    　顔を隠すためのパンツと、マントのように羽は織おるバスタオルをその手に抱え、あとは装着するだけ……トイレに駆かけ込んだ勢いのまま《雪せつ原げんの青あお》へと変身しようとしていた綾女はしかし、長時間トイレから出ることができずに「うー」と唸うなっていた。


    「うう、勢いに任せてアンナを振り切ったはいいものの、いざ決行となると、すごく緊張してきちゃったわ……」


    　緊張を和らげようと下ネタ禁を破って「ちんこ」と呟つぶやいてしまったのが間違いだった。


    「服装の乱れは股こ間かんの乱れ、股間の乱れは淫みだらな人妻……あ、ヤバ、もう三分？」


    　下ネタ禁の反動もあったのか、一瞬でＰＭの無効化時間を使い切ってしまう。下ネタ禁によって崩ほう壊かい寸前だった理性も落ち着き、綾女はすっかり賢者モード、パンツをかぶるのはやっぱり頭おかしすぎかなと、念のために用意しておいた目出し帽を代わりにかぶってしまう。


    「……けどだからって、やっぱやめたってわけにはいかないわよね」


    　このままではトイレで一人、奇抜な服装で下ネタを呟つぶやくだけの、頭おかしい人である。


    　さっさとトイレを出て、エロ本のコピーをバラまかねば。


    「……よしっ」


    　綾あや女めは景気づけに自分のお尻しりをパシン！　と叩たたき、ひと思いに廊下へと躍おどり出る。


    　いまにも心臓が口から飛びだし、ついでに子し宮きゆうがマ●コから飛びだしそうだ。


    「やってやる、やってやるわよっ」


    　綾女はトイレから飛びだした勢いのまま、廊下を走りだす。


    　最初の目標は文化部の各部室だ。活動中の部室に一通りコピーを投げ込み、次いで体育館やグラウンドに繰り出すのだ。


    「そらっ！」


    　第一の目標である美術部の扉とびらを開け、綾女は室内にエロ本のコピーを放りこむ。


    　と、次の瞬間


    「な、なんだ君は!?」


    　綾女を見て驚きよう愕がくの声を上げたのは生徒ではなく、顧問の教師だった。


    「……あれ？」


    　綾女は一瞬頭が真っ白になり、壁にかけてあった時計を見る。


    「しまった……」


    　いつの間にこんな時間になっていたのか。いまは美術部に顧問の教員が出てくる時間帯だ。


    　綾女は慌あわてて身を翻ひるがえし、その場から一いち目もく散さんに離脱する。


    「あっ！　待ちなさい！　ぜ、全教員に緊急連絡！　校内に不審者が──」


    　背後で叫ぶ美術部顧問の声を聞きながら、綾女はとにかく変身を解かねばとトイレを目指す。


    　しかし、


    「げっ!?」


    　もともと校内に隠されたエロ本のコピーをサーチ＆デストロイすべく周辺をうろついていたのだろう、何人もの教員があちこちから現れ、綾女の行ゆく手を遮さえぎった。


    　綾女は咄とつ嗟さに進路を変え、とにかく教師を振り切ろうと全速力で走る。


    「最悪っ。け、けど相手は善ぜん導どう課でもなんでもない普通の教員、私の足なら簡単に……」


    　口ではそう言いつつ、綾女は内心焦あせりまくっていた。──ああ、終わった。死んだ。初めてのセックスで無ぶ様ざまに失敗する童どう貞ていはこんな気分なのかしらと、綾女の脳のう裏りにこれまで熟読したエロ本の一ページ一ページが走そう馬ま灯とうのように流れていく。


    　本当なら教員から逃げながらでもエロ本のコピーはバラまけただろうに、テンパりすぎてそれすらままならない。


    　なんとか追っ手を振り切ることはできたものの、結局綾女はほとんどコピーをバラまくこともできないまま、その日のテロを終えるのだった。
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    「ああ、最悪……」


    　なんとか逃げおおせた帰り道、綾あや女めは途方に暮れていた。


    「あんな凡ミスしたうえに、コピーはろくにバラまけず……二回目以降は先生たちの警戒も強くなってテロが難しくなっちゃうから、初日にできるだけバラまきたかったのに……」


    　またちまちまとコピーを隠す作業に戻るしかないが、サドル窃せつ盗とう犯はんがのさばっている現状ではそれも徒と労ろうに終わる可能性が高い。


    「やっぱり、ちょっと無理してでもバラまきを続けるべきかしらね、とにかく先生たちの動きをしっかり摑つかんで、今回と同じように、アンナを徹底的に避けるよう立ち回って……って、ん？」


    　そのときだ。綾女の脳のう裏りに、絶頂時のような電流が走ったのは。


    「犯罪者は、自分を捕まえようとする人間を避ける。自分を捕まえる実力がある者ならなおさら……なら、サドル窃盗犯が私のサドルを盗もうとしないのは……」


    　綾女がサドル窃盗犯を独自に捕まえようとしていることを知っている者は、第一清せい麗れい指定都市に一人しかいない。綾女の脳裏に容疑者の顔がはっきりと浮かぶ。


    　……いやしかし、あれだけ周到にサドルを盗む変態が、そんなわかりやすい行動をとるのだろうか。綾女のサドルが盗まれないのはただの偶然、もしくは性せい癖へきの不一致であると考えたほうがずっと現実的である。


    「……ごちゃごちゃ考えてても埒らちが明かないわね」


    　そうであってほしくはないと思いながら、しかし綾女は早急にサドル窃盗犯を特定すべく冷静に考えを巡らせ──一計を案じることにした。
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    「いらっしゃいませ」


    　喫茶店に訪れた綾女を、マスターはいつもどおりの穏やかな表情で出迎えてくれた。いまは比較的一般のお客も多いようで、綾女もなに食わぬ顔でそれに応じる。


    「なにになさいますか？」


    「ブレンドコーヒーで」


    　カウンター席に座った綾女は端たん的てきに注文すると、コーヒーを用意するマスターの隙すきをつき、鞄かばんの中から取りだしたそれを尻しりの下に敷いた。


    「お待たせいたしました。……？」


    　急に上昇した綾女の座高をマスターがいぶかしがるが、綾女はそれをスルーしてコーヒーに口をつける。


    「ありがとう。マスターのコーヒーはいつも美お味いしいわね」


    　当たり障りのない話をしながら、綾あや女めは改めて店内を見まわした。


    　カウンター席には自分しかおらず、店内の客は奥のボックス席に集中している。多少テロに関する話をしても、問題はなさそうだった。


    　そしてタイミングを計ること数分。綾女がコーヒーを飲み干しそうになった頃、客の一人が「すみませーん」と店の奥からマスターを呼ぶ。


    　マスターが注文を取るべくカウンターを出ようとしたその瞬間、綾女は「マスター」と呼びかけ、尻しりの下に敷いていたそれを取りだした。


    「こいつをどう思う？」


    「……っ!?　はおぅ!?」


    　綾女が尻の下でこれまでずっと温めていたそれは、自転車のサドル。


    　ほかほかに温められたサドルを目の前にかざされた瞬間、奇声を上げたマスターがカウンターの向こうで動かなくなった。


    「……。あら、どうしたのかしらマスター。お客様がお待ちよ？」


    　しかしマスターはサドルを凝ぎよう視ししたまま動かない。いや、動けないのだ。


    　おそらくいま、カウンターの向こうでは、マスターの男だん根こん山脈が頂に向けて屹きつ立りつしている。とてもお客様の前に出ていける状態ではないのだろう。


    　この反応、もはや間違いない。やはり綾女の勘は、当たってしまっていたのだ。


    「あなたがサドル窃せつ盗とう犯はんね、マスター」


    「……参りました。お見事です」


    　いつもの老紳士ぶりはどこへやら。マスターは「ハアハア」と息を荒らげながら、サドルを凝視し続ける。綾女がサドルを左右に振れば、それに合わせて首を巡らせるほどだ。


    「……どうしてこんなことを？」


    　一方、全身発情状態のマスターとは真ま逆ぎやくに、綾女の声は冷めていた。


    　仲間を増やすどころか、実家から紹介してもらった協力者が妨害工作を行おこなっていたのである。こんな体ていたらくでこの先の下ネタテロがうまくいくのか。そんな不安が綾女の中に渦巻いてしまっていた。


    「……ご実家に」


    　マスターの口から、予想外の単語が漏もれる。


    「ご実家に連絡をとっていただければ、すべて説明していただけるでしょう」


    「は？　それって、私の実家にってこと？」


    「あのー、すみませーん」


    　綾女がマスターをさらに問い詰めようとすると、先ほどの客がしびれを切らしてまたマスターを呼んだ。これ以上は怪しまれると判断し、綾あや女めは鞄かばんにサドルをしまう。


    「あ……」


    　名な残ごり惜しそうに声を漏もらしたマスターは一呼吸置くと、何事もなかったように表情と股こ間かんを取り繕つくろい、注文を取りにカウンターを出た。


    「……実家にって、どういうことよ」


    　綾女を煙けむに巻くためのブラフだろうか。


    　いやしかし、どのみち実家にはマスターのことを報告しなければなるまい。


    　綾女はカウンターにコーヒーの代金を置くと、喫茶店の前に停とめていた自転車の前に戻り、サドルを元に戻してから、ＰＭで実家に電話をかけた。


    



    『なんだい。思ったより早くバレちまったんだねぇ。おめぇみたいなひよっこに不覚を取るなんざ、あのサドル野や郎ろうも年を取っちまったってことか』


    　一通りの説明を受けた綾女の養母、華か城じよう撫なで子しこは、開口一番、信じられないようなことを口にした。


    　マスターにサドルの窃せつ盗とうを頼み、綾女の下ネタテロを妨害するよう画かく策さくしていた黒幕は、よりにもよって彼女だったのである。


    「ど、どういうことよ！　確かに下ネタテロは私のワガママで、そっちには迷惑かけちゃってるけど、こんな妨害がある!?　一体どれだけ苦労したと思ってるのよ！」


    　それこそ精せい子しが卵らん子しを求めて山あり谷ありのドラマを膣ちつ内ないで繰り広げるほど苦労した。以前から回りくどいやり方が好きな撫子だったから、今回のこれもなにか意図があるのかもしれないと思いつつ、それでも憤いきどおりは抑えられない。いくらなんでも今回のこれはひどすぎる。


    　綾女は目立たないよう喫茶店脇わきの路地にもぐり込み、撫子にがなり立てる。


    　しかし撫子は綾女の抗議に、まったく悪びれることなく言うのだ。


    『この程度のことでダメになんなら、さっさとやめちまいなよ、テロなんて』


    「……なんですって？」


    『だってそうだろう？　おめぇは卑ひ猥わいなテロで世の中を変えてやるって息巻いてたけどさ、自分の学校一つでさえ知識の流る布ふに手間取って、本来なら引退してたはずのテロリスト一人がちょいと便びん乗じようしてヤンチャしただけでてんやわんや。そんなことで、本当に世の中変えられると思ってんのかい？』


    「……っ」


    　撫子の言葉は、まったくの正論だ。


    　この数か月、実際に下ネタテロを起こしてきて、うまくいかない現実を思い知ったからこそ、その言葉はより強く綾女を揺さぶる。


    『あたいはね、そりゃあ、おめぇがやりたいようにするのが一番だと思ってるさ。善ぜん導どう課に手こずらないよう鍛きたえてやったのも、おめぇが好き勝手やれるようにさ。けど同時に、おめぇには危ない橋を渡ってほしくはねぇんだよ。今回のだって、あたいが仕組んだことだったからよかったものの、もっとヤバイやつらが《雪せつ原げんの青あお》に便びん乗じようしてたら、どうなってたか』


    　それも、正論だ。


    　撫なで子しこの言うことは正しい。それも綾あや女めを気遣ってくれてのことで、綾女は彼女に世話になっている身で、だから反論の余地はない。本来ならば。


    『あたしらもできるだけ協力するとはいえ、やっぱ限界ってのがある。おめぇが第一清せい麗れい指定都市のど真ん中でたった一人、身体からだ張ったって、そんだけのリスク背負ったって、結果はたかが知れて──』


    「それでも！」


    　綾女は撫子の言葉を遮さえぎっていた。


    「それでも私は、こんな不自然に綺き麗れいな世界でおとなしくしてるなんてできないの！　貞てい操そう帯たいなんてまっぴらご免！　下ネタを言いまくりたいし、聞きまくりたいし、当たり前にヒソヒソと頭の悪い会話がしたいの！」


    　正論をまくし立てる撫子に対して、それは幼おさない子供の駄だ々だのような内容だ。


    　しかし綾女は堂々と、怯ひるむことなく、育ての親に自分の正直な気持ちをぶちまける。


    「いまは一人だけど、きっといまに、下ネタ大好きな変態が、私の味方になってくれるわ。仲間や理解者が、増えてくれるに決まってる。こんな世界はもう嫌だって人が、私以外にもたくさんいるに違いない。だから私は、どんだけ苦労したって、誰かに邪魔されたって、結果が伴わなくたって、絶対に下ネタテロをやめたりしないわ！　私はこんな世界が大嫌いで、下ネタが大好きなんだから！」


    　一気にまくし立てた綾女は、まるで事後のようにぜえはあと肩を上下させる。


    　ままならない世の中への不満を、うまくいかないテロへの苛いら立だちを、わけのわからん妨害を画かく策さくしてくれた養母への反論にねじ込み、全力で叫んだ。


    『……そうかい』


    　すると撫子は、なぜか納得したように、ぽつりと綾女に語りかけるのだ。


    『そう思うんなら、もっと堂々と、ちゃんと好き勝手にやりな。この程度の妨害、簡単にはねのけちまうくらいにな。こそこそと後ろめたそうにやるなんて、おめぇらしくもない』


    「な……っ」


    　そこで綾女は撫子の真意に気づく。


    　この人まさか、私にテロを諦あきらめさせるためじゃなく、それを伝えたいがために、マスターを使って妨害を……？　綾女がそう結論づけたときには、もう電話は切れていて、綾女は罵ば倒とうする相手を失い呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    「……ったく、ほんっと～～～に回りくどい人だわ」


    　ややあって、綾あや女めは大きなため息をついた。


    「……まあ、とにかく、そういうわけで」


    　いつの間にか店から出てきて綾女と撫なで子しこの言い争いを聞いてたらしいマスターへ振り返り、「もうしばらく、厄やつ介かいになるわ」


    「かしこまりました」


    　そうして綾女は次の下ネタテロの準備をすべく、喫茶店を後にするのだった。
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    　私は、下ネタが大好き。


    　なら、もっと堂々と、大胆に。


    　誰よりも下ネタ大好きな私が、誰よりも楽しそうにしてないで、一体誰が味方になってくれるというのか。こそこそやってるものが、大勢の人に広がるわけもないのだ。


    　それにそもそも、大好きなものを大好きだと叫んで、一体なにが悪い。なにを躊躇ためらい怖おじ気けづく必要があったのか。


    《エイチ禁止法》への危機感、性知識流る布ふをしなければという使命感。そんなものに囚とらわれて、一番大事な気持ちを見失っていたのかもしれない。


    　まるで『私は悪者です』なんて喧けん伝でんするようなつまらないテロ活動なんて、もうやめだ。


    



    　放課後。生徒会室と昇降口からは遠く離れた、女子トイレの個室にて。


    　緊張からか興奮からか、ぷるぷると震える綾女の手には、純白のパンティー。


    「いざ、ひといきに」


    　メガネを外し、三つ編みをほどき、優等生の仮面を脱ぎ捨てる。


    　パンツをかぶり、バスタオルを装着。目出し帽なんて中途半はん端ぱはナンセンス！


    　バスタオルの下にエロ本のコピーを仕込み、綾女は廊下へ繰り出した。


    「……っ」


    　心臓がバクバクと音を立て、興奮しすぎているのか息が浅い。それを落ち着けるため……いや、可能な限り大きな声を出すために、綾女は何度も深呼吸を繰り返す。


    　そして、たぶん、それが本当の始まりだった。


    



    「おちんぽおおおおおおおおおっ！」


    



    　その限りなくシンプルにお下品な雄お叫たけびは、学校中に響き渡ったかと思われた。


    　ずっと内に押さえつけていた下ネタエネルギーを解放した綾女は、そのまま一いつ気き呵か成せいに走りだす。パンツの奥に隠された状態でもわかるほど、その表情は満面の笑えみ。


    「うおおおおおっ！　オ●ンコオオオオオオオオ！」


    　部活動や自主学習で校内に残る生徒はまだ多く、当然ながら教員もそのほとんどが学校に残っている。


    　そんな中を、エロ本のコピーと禁止単語をバラまきながら、ただ爆進した。


    　それまでくすぶっていた心が解きほぐされるような、とてつもない解放感に酔いしれる。


    「公衆の面前で下ネタをまき散らすのが、こんなにも清すが々すがしいものだったなんて！」


    　快感の理由は、それだけではない。


    　ほとんど絶頂状態の綾あや女めが高らかに笑い声を上げながらバラまくエロ本のコピー。学校に残っていた学生の多くがそれを拾い、そして拾った者は一人残らずその場に立ち尽くし、食い入るようにそれを見つめているのだ。


    　綾女がこれまで「大好きだ」と公言することのできなかったエロ本の中身に、誰もが尋じん常じようならざる興味を示している。世間様から迫害されてきた自分の好きなものに、みんなが興味を示してくれる。こんなに気持ちのいいことがほかにあるだろうか。


    　初めての快感に突き動かされるまま、猥わい褻せつ物ぶつを一通りバラまきまくった頃、進行方向に見慣れたシルエットが現れ、脳内絶頂状態だった綾女は思わず目を疑った。


    「わたくしとしたことが、忘れ物をしてしまうなんて、うっかりしていましたわ」
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    「ア、アンナ!?　ちょっ、なっ、勘かん弁べんしてよ！」


    　綾あや女めの口から短い悲鳴が漏もれる。親にオナニーが見つかったときのように顔が引きつる。


    「あら？」


    　と、パンツをかぶった綾女の姿を、アンナの美しい両眼がはっきりと捉とらえた。前方にアンナ、背後には教員の群れ、さあどうやって逃げ切るかと、綾女が脳みそを全力で回転木馬させていたときだ。


    「……あれ？」


    　綾女はふと違和感に気づいた。綾女を見つめるアンナの瞳ひとみに、ひったくり犯を仕留めたときのような殺気が宿っていないのである。ただぽかんと不思議そうに綾女を見つめ、小首を傾かしげている。そこではたと、綾女は当たり前のことに気づいた。──そうか、アンナはいまの自分の格好がどれだけ変態的で犯罪的なのか、そもそも理解できないのだ。


    　そうとわかれば方法は一つ。このままなに食わぬ顔で駆かけ抜ける！


    「おーっほっほっほ！」


    　綾女は堂々とした高笑いを響かせながら、アンナの脇わきを素そ知しらぬ顔ですり抜けた。


    　そうして、教員から「あれは犯罪者だ」と説明を受けて驚きよう愕がくするアンナを尻しり目めに、綾女はまんまと逃げおおせた。


    



    「目出し帽でテロをやってたら、逆にアンナに怪しまれて捕まってたかもね。パンツ万歳！」


    　変身場所として設定していたトイレの個室に駆け込んだ綾女はパンツを脱ぎ捨て、あまりの心ここ地ちよさと高こう揚よう感にしばし茫ぼう然ぜん自じ失しつ。


    　やがて、だらしなく涎よだれさえ垂らしていたその口元が、力強くにやりとつり上がった。


    「いける、このやり方ならきっといけるわ」


    　エロというまったくの未知に対する生徒の警戒心が完全に払ふつ拭しよくされたわけではない。


    　サドル事件の悪影響も、まだ校内には残っているだろう。


    　それでも綾女が、ちょっと頭の調子を疑うほど堂々とバラまいたエロ本のコピーを、あれだけの人が拾って釘くぎ付づけになっていたのだ。


    　自分が《雪せつ原げんの青あお》として突き進み続ければ、きっと事態は好転していく。


    　綾女はそう確信し、初めての下ネタテロを終えるのだった。
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    「とまあ、知識の流る布ふに目め処どが立ったはいいものの」


    　綾女が完全に頭のおかしいテロリストと化してから、数週間。


    　綾女は生徒会室に向かいながら、小さくため息をついていた。


    「相変わらず校内はアンナを警戒しなくちゃいけないからそう頻ひん繁ぱんにバラまけないし、一人じゃそう何百枚もコピーを隠せないし、課題は山盛りなのよね……」


    　校内でのエロ本コピーばらまきに限界を感じ、街中で何度かバラまいてはみたものの、拾っていくのは既にエロ知識山盛りの大人ばかり。やはりまずは学生を対象に、狭く深く、知識を授さずけていくべきだろう。


    　校内でエロへの好奇心がむくむくと膨ふくれ上がっていっているのはいいが、同時に間違った知識が学生たちの間で勝手に広まっていくような事態も確認されている。上質なエロ本のコピーを大量にバラまくか、当初の予定どおり正しい性知識を演説するかしたいところだが……いずれにせよ、綾あや女め一人で実行するのは不可能だ。


    　綾女が《雪せつ原げんの青あお》として堂々と猥わい褻せつ物ぶつをバラまくようになってからというもの、学校側もこそこそと対処するのをやめ、学生たちに「拾うな」「探すな」「所持するな」と厳命を下すようになっている。アンナも生徒会を挙げて《雪原の青》を退治すると宣言しているし、前途はなんとも多難である。


    「って言っても、なかなか気軽に勧誘できるものでもないしねぇ。テロリストになりませんか、なーんて」


    　しかしまあ、愚ぐ痴ちっていても仕方のないことではある。


    　いまはとりあえず、《雪原の青》だなどと勘づかれないよう、生き真ま面じ目めな生徒として生徒会の仕事に集中しよう。


    　憂ゆう鬱うつな気持ちはいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで覆おおい隠し、生徒会室の扉とびらを開く。


    「……ん？」


    　足を踏み入れてすぐ、綾女は室内の雰ふん囲い気きがいつもと違うことに気づいた。


    　見渡してみれば、二年生の轟ごう力りき先輩がやけに不機嫌そうにしており、珍しく生徒会に顔を出していた教員が気まずそうに頭をかいている。


    「どうしたのよ、これ」


    　誰にともなく綾女が呟つぶやくと、生徒会室の主ぬしであるアンナが少し困ったような表情で、


    「それが、《雪原の青》の件を考慮して、来年から特別に入学を許可することになった生徒がいまして、それを轟力先輩が納得いかないと……お母様も入学を許可した方ですし、わたくしとしては問題ないだろうと言っているのですが……」


    　アンナが目を向ける轟力先輩はムッツリと腕を組んでおり、


    「大犯罪者の息子など、信用できるものか」


    　と、頑かたくなな態度を崩さない。


    「……」


    　この時とき岡おか学園に、一体どんな問題児が入学を許可されたというのか。


    　件くだんの生徒の詳細がまとめられているらしい書類に、綾女は仏頂面のままで目を落とす。


    



    『奥おく間ま狸たぬ吉きち』


    



    「……奥間狸吉、ね」


    「？　どうかしましたの、綾あや女めさん」


    「……え？　あ、いえ、なんでもないわ。珍しい名前だなと思っただけよ」


    　思わず口をついて出てしまった呟つぶやきをアンナに聞かれ、綾女は慌あわてて取り繕つくろう。


    　そしてその新入生についての是ぜ非ひを論じ始めた轟ごう力りき先輩たちを横目に、


    「……」


    　綾女は仏ぶつ頂ちよう面づらが崩れないよう注意しながら、心の中でにやりと笑うのだった。


    　来年度は、もっと楽しくなりそうだ。

  


  
    　現役ＪＫ　あやめ十六歳　初体験の興奮　～三年後のピロートーク～


    



    綾女　「というわけで、私のソロ活動についてはこんなものね。あっ、ソロ活動っていっても、下半身とは関係ないわよ！　オナニーとか連想した人は頭に海かい綿めん体たいが詰まってるわ」


    ゆとり「誰もそこまで言ってねーぜ……」


    綾女　「ま、なんにせよ、狸吉には感謝してるってことよ」


    狸吉　「えっ」


    綾女　「色々あったけど、一人だった私と一緒に《ＳＯＸソツクス》を立ち上げてくれた。ここまで引っ張ってきてくれた。私にとって狸吉と会えたことは、相性ばっちりのオナホールと出会ったオチンポのように幸せなことだったの」


    綾女　「華城先輩……。なんだか、改めて言われると照れますね。パンツをかぶって町を駆かけ抜けるよりも」


    ゆとり「なんでいまの流れで良い雰囲気になるんだぜ……」


    アニー「ＷＨＹ　ＪＡＰＡＮＥＳＥ　ＨＥＮＴＡＩ！」


    氷菓　「周りが散々一夫多妻のプレッシャーをかけていましたから。自然と対抗手段を獲得したのではないでしょうか。攻撃は最大の防御というやつですね」


    狸吉　「というか、マスターって普通に高レベルの変態だったんですね……サドルの魅力について教えてもらいたいなぁ」


    綾あや女め　「そうねぇ。またあの喫茶店でコーヒーでも飲みながら、のんびりしたいわ」


    ゆとり「くっ、完全に二人だけの世界で会話してるぜ……」


    らら子「あたしが全裸になれば、この雰囲気もぶっ壊せるんじゃないですか？」


    アニー「いやそれより、三方向からおっぱいで取り囲んで……ああでも、ゆとりは使えねーデスから、二方向から挟み込むしか……」


    ゆとり「落ち着くんだぜバカ二人！　あとアニー、次に胸のこと言ったら絶交だかんな！」


    藻女みずくめ　「なにやら困っているようでありんすな」


    ゆとり「あれ？　なんであんたがここにいるんだぜ」


    藻女　「近くまで寄ったついでに、狸たぬ吉きちのアパートから押収されたままになっていた私物を届けてやろうと思ったでありんすよ。ふふふ、実はその押収物の中に面白いものがあったでありんすが、綾女と狸吉の空間を破壊するのに役立ちそうでありんすな」


    狸吉　「あれ？　藻女さん、いつの間に……ってそれ！　そのノート、まさか!?」


    藻女　「くくく、そこまで狼ろう狽ばいされると、余計にそそられるありんすなぁ。どうせなら意地の悪さに特化した鼓こ修す理りも呼んで、ノートの中身を音読してみるでありんすか」


    狸吉　「や、やめてください！　なんでもします！　なんでもしますから！」


    藻女　「却下でありんす」

  


  
    



    　とある男子のオナ禁日誌


    



    　最近、生徒会業務や日々の勉強に加えて、《ＳＯＸソツクス》の下ネタテロ活動にも忙せわしなく従事しているせいだろうか。息抜きに抜くことが多くなっている気がする。これはゆゆしき事態だ。若いエネルギーを無駄に発散していては疲れやストレスが溜たまりやすくなり、さらにオナニーの回数が増えていくだろう。豊かな学園生活のためにも、この悲ひ惨さんなオナサイクルから一刻も早く抜け出さなくてはならない。ティッシュ代もバカにならないしね……。


    　というわけで僕は断だん食じきや徹夜に並ぶ三大苦く行ぎようの一つ、オナ禁に挑戦してみることにした。モチベーションを保つためにオナ禁の日数と成果を記録する日記帳を購入し、オナべーションを下げるために早さ乙おと女め先輩の描かいたエロイラストは押し入れ深くに封印。準備は万端だ。


    　僕はオナ禁三原則「触れぬ！　シコらぬ！　オカズ見ぬ！」を胸に抱いだき、たった一人で過酷な禁欲生活へと身を投じるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    「はーい」


    　時とき岡おか学園高等部二年生の華か城じよう綾あや女めが呼び鈴を鳴らすと、部屋の中から思いのほか体調のよさそうな後輩の声がした。


    　ややあって施せ錠じようを外す音が聞こえ、アパートのドアが開く。


    「わざわざすみません、お見舞いなんて」


    　綾女の後輩、奥おく間ま狸たぬ吉きちは申し訳なさそうに頰ほおをかく。


    　その顔色は綾女が想像していたよりずっと健康的で、ここ数日の体調不良は一日学校を休んだだけで随分改善されたようだった。


    「困ったときはお互い様よ。はいこれ、お見舞い。病み上がりオナニー用のエロイラスト」


    「先輩は頭がおかしいんですか」


    　綾女が差しだしたエロイラストから目を逸そらし、狸吉はげんなりしたように言う。


    　次の瞬間、綾女の隣にぶすっとした表情で立っていた小柄な少女、時岡学園中等部一年生の鬼おに頭がしら鼓こ修す理りが、敵意も露あらわに狸吉を睨にらみ付けた。


    「あ？　綾女様がわざわざ持ってきてくださったお見舞いにいちゃもんつけるんっスか？」


    「いいのよ鼓修理。私がこんなものをお土産みやげに選んだのが悪いんだもの」


    　そして綾女は狸吉に向き直り、


    「病み上がりだと思ってソフトなエロイラストを選んでしまったけれど、本当はもっとハードなのが好みだったのよね？　緊きん縛ばくモノとか。次からはもう少し慎重にチョイスするわ」


    「違います！」


    　全力で否定する狸吉の目はしかし全力で泳いでいた。


    「ま、冗談はこのくらいにして」


    　下の棒どころか上の口まで強情な後輩のリアクションを一通り楽しんで満足した綾女は、後ろ手に隠していた買い物袋を掲かかげる。中身は清涼飲料水や病人食の材料だ。


    「金玉の中身と違って、どうせ冷蔵庫は空っぽでしょ。少しお邪魔するわね」


    　なにか言いたげな狸吉の表情をスルーし、綾女は鼓修理とともに玄関で靴を脱いだ。


    



    　　　　　　●


    



    「綾女様、綾女様」


    　家主である狸吉がトイレに行ったその隙すきをついて部屋を漁あさっていた鼓修理が、なにやら邪悪な笑顔で一冊のノートを掲げていた。


    「本棚の裏にあったっス。へっへっへ、きっとポエムかなんかっスよ。朗読してあの男に生き恥を……あ痛っス」


    　悪魔の表情でノートを開こうとしていた鼓修理の頭に綾女のチョップが炸さく裂れつする。鼓修理の手からノートが落ちた。


    「そういう行為は人として完全にアウトよ。見なかったことにして、元の場所に戻して──」


    　それはある種の不ふ可か抗こう力りよくだった。


    　鼓こ修す理りの残ざん虐ぎやくな行おこないを一いつ刀とう両りよう断だんした綾あや女めだったが、床ゆかに落ちて少しだけページのめくれたノートの中身が一瞬目に入ったのだ。綾女の下ネタ脳は一瞬だけ垣かい間ま見えた文章の中から敏感に下ネタの気配を感じ取る。


    「わっ、手と足が滑ったわー。さては狸たぬ吉きち、床にローションをまいたわねー」


    　適当に言いながら、綾女は床に落ちたノートをめくった。綾女に叱しかられて涙目になっていた鼓修理もそれに従い、嬉き々きとした表情でノートを覗のぞきこむ。


    　そこには、こんな内容が綴つづられていた。


    



    〇月×日　一日目


    　寝る前のファイト一発を我慢し、布ふ団とんの中へ。


    　毎日浴びていたシャワーを欠かしたかのような気持ち悪さがある。


    　けれど我慢だ。まだまだ初日。頑張らないと。


    



    〇月△日　二日目


    　朝起きると、僕に抗議するかのごとくムスコが屹きつ立りつしていた。


    　Ｇ行為を禁止してからまだ二日。じゃじゃ馬め。僕の鋼はがねの理性を舐なめるなよ。


    



    「「……」」


    　思った以上にヤベえもんだった。


    　綾女と鼓修理は顔を見合わせる。お互いの頰ほおに冷や汗が伝っていた。


    　やがて綾女がドン引きした表情でぽつりと漏もらす。


    「……これはまさか、オナ禁日誌……？」


    「まじキモいっス。言われてみればこのノート、なんかイカ臭いっスね」


    　言いつつ、鼓修理はさらにページをめくる。狸吉を貶おとしめる格好のネタを見つけたとばかり、その可愛らしい顔に邪悪な笑えみが浮かんでいる。


    「だ、ダメよ鼓修理、それ以上は。生々しくて見てられないわ……不潔よ……」


    　綾女は両手で顔を隠しながら鼓修理を止める。しかしそれも口だけで、指の隙すき間まからしっかりオナ禁日誌を凝ぎよう視ししていた。


    　鼓修理は綾女が言げん外がいに望むまま、オナ禁日誌のページをめくる。


    



    〇月□日　三日目


    　おかしい。女の子の足首はあんなにも魅力的なものだっただろうか……。


    



    「まじキモいっス」


    「三日で精せい液えきタンクが満杯になったのね。これは三日坊主フラグだわ」


    　しかし鼓こ修す理りがページをめくってみると、綾あや女めの予想に反してオナ禁は継続に成功したらしく、随分と日付が進んでいた。


    　だがその内容に、綾女と鼓修理は眉まゆ根ねを寄せる。


    



    〇月※日　十日目


    　昨日きのう「ちょっとくらいなら大丈夫だろう」「ここまで頑張った自分へのご褒ほう美び」などと自分を甘やかし、寸止めを繰り返したことがすべての間違いだった。


    　寸止めによる玉の痛みは一晩で引いたものの、十日ぶりの気持ちよさを一晩で忘れることなどできず、いまも下半身から気持ちよさの名な残ごりが湧わき上がり、理性を蝕むしばむ。


    　チクショウ！　やっとＧ禁止の効果が出てきたところだっていうのに、ここでやめたらまた振り出しだ！　僕は下半身なんかに、絶対負けない！


    



    「これは酷ひどい……」


    「あいつマジで頭おかしいっスよ」


    「……い、いや、まあ、ほら、狸たぬ吉きちもちんこの生えた男の子だし、多少はね……ん？」


    　日誌の内容にドン引きしつつも後輩のフォローに回っていた綾女は、そこでふとあることに気づいた。


    「……狸吉が寸止めを楽しんだっていうこの日付、狸吉の体調が悪くなった頃と重なるわね」


    　綾女の言葉を受けた鼓修理が、思春期男子の記したオナ禁日誌をさらにめくる。


    



    〇月●日　十一日目


    　おかしい。押し入れの奥深くにしまったはずのオカズがなぜか手元にある。


    　どうなってるんだ……。


    



    〇月◎日　十二日目


    　右手がどんどん僕のものじゃなくなっていく。もう一日の半分近くは僕の言うことを聞かず、勝手にムスコとよろしくやっている。気持ちよさで頭の中が白く点てん滅めつする。誰か、たすけ──


    



    〇月◇日　十三日目


    　がまんがまんがまんがまんがまんがまんがまんがまんがまんがまんがまん


    　ここでやめたらおとこがすたる　　　　　　　でも　でも　　んぎもちいぃぃ


    



    「「……」」


    　二人はもはや言葉もなく日誌を読み進める。


    　なぜなら日誌の日付が今日に近づけば近づくほど、日誌上の狸たぬ吉きちの人格が加速度的にぶっ壊れていっているように見えたからだ。


    　そして二人はついに今日の日付にたどり着き、なんだか少しごわごわしたページに書かれたその記述を見た。


    



    〇月☆日　十四日目


    　もうがまんできらいろおおおおっ　おんなのこはぜんしんがひわいのかたまりなのおおっ


    　──あ、そういえば今日、先輩がお見舞いにきてくれるらしい。楽しみだな。


    



    　──ジャアアッ。


    「「っ！」」


    　トイレから水を流す音が聞こえ、綾あや女めと鼓こ修す理りはびくりと肩を跳ね上げた。


    　振り返るとそこにはなに食わぬ顔をした狸吉がトイレから出てくるところで、


    「あれ？　どうしたんですか二人とも。そんなケダモノでも見るような目で僕を──」

  


  [image: ]


  
    　狸たぬ吉きちは綾あや女めと鼓こ修す理りの引きつった顔を見て、それからその手にあるオナ禁日誌に気づいて、顔を真っ青さおにした。


    　室内に重い沈黙が満ちる。


    　それを突き破ったのは、狸吉の顔面めがけてオナ禁日誌を投げつけた綾女の絶叫だった。


    「いやああああっ！　来ないでえええっ！　オナ禁十四日目の童どう貞ていに犯されるうううううっ！」


    「はっ!?　ちょっ、十四日目!?　……って、あっ！　誤解！　誤解ですよそれ！」


    　なにかに気づいたような狸吉は明らかにテンパった様子で、穢けがれた日誌を二人に突きつける。


    「最後までちゃんと読んでくれればわかりますから！」


    「あなたが二週間かけてじっくり熟成された性犯罪者予備軍ってことが？」


    「違います！　この日誌、今日の日付は二つあって──あれ？　なんでページがひっついて」


    　しばしの悪戦苦闘の後、狸吉はなにやら張り付いて読めなくなっていたらしいページを綾女と鼓修理に見せる。そこには、


    



    〇月☆日　一日目


    　先輩が来てくれるときにムスコが暴走しないよう、禁を解く。気持ちよかったです。


    



    　そう書かれていた。


    「……つまり、いまのあなたは……」


    「はいっ！　ケダモノとは正反対の賢者です！　安全です！」


    　オナ禁日誌を見られてよほど慌あわてているのだろう。普段の狸吉からは考えられないレベルで口を滑らせていた。その様子を見た綾女は聖母のような表情で微笑ほほえみながら、


    「そう。なら一つ質問なのだけど」


    「なんでしょうか！」


    「そのノート、どうしてページがくっついていたのかしら」


    「え？　それは僕にもちょっと……って、ああ、そうか。全部拭ふき取ったと思ってたのに、こんなとこまで飛び散ってたのか。あのですね先輩、これは十四日ぶりの僕のケフィ──」


    　狸吉がすべて言い終える前にすべてを察した綾女は、さっきまでノートに触れていた自分の両手をじっと見下ろし──やがて「男の子の部屋を、不用意に家や捜さがししてはならない」と強こわばった声を漏もらしたのを最後に、真っ青な顔で気絶してしまった。


    



    　　　　　　●


    



    　──オナ禁。それは健全と不健全を兼ね備える表ひよう裏り一体の不思議。日々の活力と引き替えに過か剰じような性欲と悲劇を呼び寄せる諸もろ刃はの剣つるぎなのだと、この日僕は学んだのだった。

  


  
    　とある男子のオナ禁日誌　～三年後のピロートーク～


    



    綾あや女め　「……そういえば、こんなこともあったわね」


    鼓こ修す理り「まじキモかったっス」


    ゆとり「ドン引きだぜ」


    アンナ「そういえば一時期、奥おく間ま君がいつにも増して美お味いしそうだった時期が……」


    らら子「狸たぬ吉きちさんは罪滅ぼしとして、あたしの全裸を見るべきだと思います」


    アニー「タヌキチ！　大丈夫デス！　ワタシは全然アリだと思いマスヨ!?」


    氷ひよう菓か　「早さ乙おと女め先輩。この日誌を原作として、新作エロ漫画を作りましょう」


    乙おと女め　「乗ったのじゃ」


    狸吉　「しにたい」


    藻女みずくめ　「くくく。これでもうしばらく、綾女と狸吉の仲を妨害できそうでありんすな」

  


  
    



    　振り返りピロートーク


    



    　僕たちが最後の下ネタテロ《ＨなＡＢＣ作戦》を終えてから、しばらくが経たった頃。


    　僕は早乙女先輩の仕事場へと足を運んでいた。


    　その足取りは、晩ご飯を楽しみに帰宅した子供のように軽い。


    「早乙女先輩、今日のオカズはなんですかー？」


    　まあ、心はすっかり汚れちゃってるけどな！


    　子供の頃、夢中になって食べたハンバーグやカレーライス。いまの僕にとって、早乙女先輩のエロイラストはそんな位置づけである。時間の流れって怖いね。


    　けどまあ、僕が早乙女先輩のエロイラストを楽しみにしているのには、とっても深い事情がある。


    　ぶっちゃけ、一夫多妻計画のプレッシャーに耐えられないのである。ストレスで下の毛まではげ上がりそうなのである。僕を癒いやしてくれるのは二次元の桃色画像だけなのである。


    「む、狸たぬ吉きちか」


    　僕がウキウキしながら扉とびらを開けると、早乙女先輩が振り返る。ちょうど仕事中だったようで、大きなキャンバスを前に腕を組んでいた。相変わらず、子供みたいな容よう姿しをしている。


    「あれ？　珍しいですね、早さ乙おと女め先輩。こんな大きなエロイラストを描かくなんて」


    　もしかして等身大エロイラスト？　新しい境地か？　とワクワクしながらイラストに目をやる。しかしそこに待っていたのは絶望だった。


    「あの、気のせいですかね……肌はだ色いろ成分と白はく濁だく液えきと汁分がほとんどないんですけど……？」


    「そりゃそうじゃ。いま描いておるのはエロイラストではないからの」


    「そんな!?　どうして!?　エロイラストを描かない早乙女先輩なんて、一人エッチをしない男子中学生みたいなもんでしょ!?」


    　異常事態だ。天てん変ぺん地ち異いの前触れだ。びょ、病院に連絡を。


    「失礼なやつじゃな。わしだってたまには息抜きにエロ抜きの絵を描くことくらいある」


    「僕だって息抜きに抜くことくらいありますよ！」


    「なんの話じゃ」


    　取り乱す僕を軽くスルーして、早乙女先輩はイラストに向き直る。


    　早乙女先輩に釣られて、僕は再びそのイラストに目を向けた。


    　そこで僕は、そこになにが描かれているのか、ようやく認識する。


    「あれ？　これってもしかして、僕たちですか？」


    　そこに描かれていたのは、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》の旗を掲かかげる一人の女の子。その横でイラストらしきものをバラまく少年。ほかにも何人かの人間が描えがかれ、その多くが僕たちの母校、時とき岡おか学園の制服を着ている。


    「うむ、そうじゃ。安心してイラストを制作できる期間が長かったせいか、ふと昔のドタバタしておった頃を思い出しての。無む性しように描いてみたくなったのじゃ。思えばわしがエロイラストに目覚めたのはあの頃じゃし、まあ、ある種の原点回帰じゃの」


    　早乙女先輩はにんまりと笑いながら、筆を進める。


    「……」


    　僕はあっという間に過ぎ去ってしまった時岡学園での小規模な下ネタテロのことを思い出しながら、ついその絵に見入ってしまった。まったくもってエロくもないのに。


    　早乙女先輩は口に筆をくわえた状態で、器用に喋しやべる。


    「それにしても、当時はペーペーもいいところじゃったお主ぬしはもちろん、世の中がここまで変わるとはの。昔は健全なイラストばかり描いておったわし自身も含めて、変わらないものなど、そうないのかもしれん。覚えているうちに描いておくというのは、思った以上に重要なことかもしれんな」


    　と、早乙女先輩がなんだか少し感傷的なことを言った。次の瞬間。


    「早乙女先輩！　私、閃ひらめいたわ！」


    　満面の笑えみで仕事場に飛び込んできたのは、華か城じよう先輩。


    「『花咲かじいさん』の親しん戚せき、『種まきおじさん』ってタイトルで卑ひ猥わいな絵本を作りましょう!?」


    　華か城じよう先輩は心底楽しそうに、頭の悪いことを叫び続ける。


    「ホテルに残したコンドームのサイズで身元がバレちゃう『チンデレラ』ってアイデアもあるのよ！　『灰かぶり』ならぬ『皮かむり』でも面白そうだけど！　魔法でズル剝むけになって乱交パーティに参加するような感じで！」


    「……華城先輩は、初めて会った頃からなに一つ変わりませんね。清すが々すがしいくらいに」


    　変わったことといえば、三つ編みメガネの真ま面じ目めな優等生を演じなくなったことくらいか。


    「って、あれ？　不ふ破わさんもいたんだ」


    　仕事場の入り口に、不破さんが立っていた。どうやら華城先輩に無理やり引っ張ってこられたらしい。不破さんはいつもの無表情で、淡々と話し始める。


    「ええ。彼女の考えついた頭のおか……奇き想そう天てん外がいなアイデアをもとに、より下品な話を早さ乙おと女め先輩と作ってくれと頼まれまして」


    　不破さん、『奇想天外』だなんて言葉を濁にごさなくていいんだよ？　素直に『頭のネジが股こ間かんにねじ込まれたようなアイデア』とか言ってくれていいんだよ？


    「ところで、それは時とき岡おか学園時代のイラストですか？」


    　と、不破さんが制作途中の健全イラストに目を向けた。


    　頭の悪いことを延々と語っていた華城先輩も、そのイラストに興味を示す。


    「いい絵ね。まだ綺き麗れいだった頃の狸たぬ吉きちの雰ふん囲い気きがよく出てるわ」


    「いまが汚いみたいな言い方やめてくれます？」


    「なにをカマトトぶっているのかしらね。今日もどうせ早乙女先輩にオカズをせびりにきたくせに」


    「そんなわけないじゃないですか」


    　問い詰めるような華城先輩の視線に、僕がにこやかな対応をしていると、


    「懐なつかしいですね」


    　不破さんがイラストを見ながら、ぼそりと言った。


    「わたしが奥おく間まさんたちから仲間外れにされていた頃ですか」


    　いつもどおり。感情のこもらない声だ。表情も同じ。けれど心なしか、不破さんはどこか拗すねているように見えた。改めて文句を言ってやろう、というような気配だ。


    「あの、ええと、僕たちもあの頃はいろいろ大変だったんだよ。テロ組織としての体制も全然整ってなかったし」


    「いえ、諸々の事情は理解しています。一般人の立場からの援護も楽しかったですしね。ただまあ、ちょっとした疎そ外がい感や寂しさもあったというのは伝えておこうかと」


    　不破さんは淡々と言う。


    　まあ確かに、不破さんにはいろいろと秘密にしてる期間が長かったよなぁ。かなりお世話になってたのに。


    　と、僕が過去のあれやこれやを思い返していると、


    「あら、こんなところに集まってましたのね」


    　早さ乙おと女め先輩の仕事場に、今度はアンナ先輩がやってきた。


    　作り物めいた美び貌ぼうに、天使のような笑顔。


    　その手には、なにやら包みが握られている。


    「奥おく間ま君、今日のご飯がまだでしょう？　子づくりのお弁当を持ってきましたから、一緒に食べませんこと？」


    　……？　聞き間違いかな？　なんかいま、おかしな単語が聞こえたような……。


    「あの、アンナ先輩……？　子づくり弁当、とは？」


    　僕が恐る恐る尋ねると、アンナ先輩は「はっ」としたように口に手を当て、


    「いやですわ奥間君。わたくしは『手作りのお弁当』と言ったんですのよ？」


    　ニコニコと可愛らしく微笑ほほえむアンナ先輩。


    　僕は早乙女先輩のイラストに目をやりながら、もうありえないとは思いつつ尋ねてしまう。


    「……あの、念のために確認するんですけど、そのお弁当、体液とかは入ってないですよね？」


    「そ、そんなわけないじゃありませんの！」


    　アンナ先輩が瞬間的に顔を赤くして反論する。


    「これはアニーさんやゆとりさんと共同で作った子づくり弁当ですから、おかしなものは入っていませんわ！」


    　アンナ先輩が、持ってきたお弁当を広げる。


    　……ふむ。気になる臭においは漂ただよってこない。とっても美お味いしそうなお弁当だ。特に問題は見当たらない。おかずのほとんどに精のつく食材が使ってあることを除けば、まったく問題はなさそうだ。


    　……うむ。これは子づくり弁当で間違いないですわ。


    　一夫多妻計画へのプレッシャーがこんなかたちで！　と僕が戦せん慄りつしていると、アンナ先輩がふと早乙女先輩の健全イラストへ目を向けた。


    「あら、卑ひ猥わいが含まれていないイラストは珍しいですわね……っ!?」


    　と、最初は普通に鑑賞していたアンナ先輩の顔が急に強こわばる。


    　その視線はイラストの右下あたりを凝ぎよう視ししていて、


    「あの、これ、わたくし、ですわよね？」


    「そうじゃが？」


    　アンナ先輩の指摘に、早乙女先輩がしれっと答える。


    　僕もいま気づいたけど、確かに右下あたりで妖よう艶えんに微笑んで、僕のズボンの裾すそを摑つかんでいる美人は、アンナ先輩そっくりだ。


    「あ、や、消してくださいまし！」


    　アンナ先輩が突とつ如じよ、早さ乙おと女め先輩とイラストに襲おそいかかった。


    「な、なにをするんじゃーっ！」


    「あ、あの頃のわたくしはその、少しだけ恥じらいに欠けていましたの！　早乙女先輩の画力で再現されるのはとても恥ずかしいんですの！」


    「服を着せておるだけマシじゃろう！」


    「そういう問題ではありませんの！」


    　アンナ先輩がさらに顔を赤くする。


    　子づくり弁当は問題ないのだろうか、恥じらい的に。とは思いつつ、まあ確かに当時のアンナ先輩はそういう次元じゃないくらいヤバかったからなぁと思い直す。イラストを消し去ろうとするアンナ先輩の気持ちはもっともだ。


    「ぬおーっ、助けるのじゃ！　誰かわしとわしのイラストを助けるのじゃーっ！」


    　早乙女先輩が絶叫するも、


    「まあ、ここはアンナ先輩の気持ちを尊重しておく方向で」


    「そうね。そもそもアンナが本気汁を出したら、私たちじゃどうしようもないし」


    「当時を猛省している人物の黒歴史を、これ以上さらす必要はありませんしね」


    　僕と華か城じよう先輩、それから不ふ破わさんが速攻で結論を下す。


    　うんまあ、早乙女先輩には悪いけど、アンナ先輩があれだけ恥ずかしがってるなら、ねえ、邪魔はできないよ。

  


  [image: ]


  
    「う、裏切り者どもーっ！　もう二度とお主ぬしらの性せい癖へきにあった新作イラストは拝めぬと思え！」


    「「「っ」」」


    　僕と華か城じよう先輩、それから不ふ破わさんが、一瞬で心変わりした瞬間である。


    「え？　ちょっ、なにやってるんですの三人ともっ！　邪魔をしないでくださいましーっ！」


    　突とつ如じよ寝返った僕たちに向かって、首筋まで真っ赤かにしたアンナ先輩が叫んだ。


    



    　そうしてそれから僕たちは、一枚のイラストを巡り、時とき岡おか学園にいた頃みたいにアンナ先輩と争った。


    　昔と違うのは、僕たちが正体を隠していないこと。


    　アンナ先輩に完敗してイラストを没収されても、それがシャレで済むことだ。


    　……まあ、このあと早さ乙おと女め先輩が盛大に拗すねてしまったせいで、エロイラストの供給が一時的にストップ。シャレにならないオカズ不足に陥おちいってしまったわけだが。


    



    　なにはともあれ、騒々しくて下々しい日々は、これからもこうして続いていくらしい。


    　昔とは少しだけ、いい方向にかたちを変えて。

  


  
    　あとがき


    



    　轟ごう力りき先輩の霊圧が……復活した……!?


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎです。


    　下セカ短編集、いかがだったでしょうか。


    　僕は各短編の合間に書き下ろしのおまけを加えるべく、それぞれのお話を久しぶりに読み返したのですが、「なんだこの酷ひどい話は……」という感想しか出てこず、一人悶もん絶ぜつしておりました。オナ禁日誌ってなんだよ……小説の表現規制緩すぎるだろ……ハラショー。


    　いや違うんですよ。


    　こんなに頭のおかしいエピソードばかりになったのには、理由があるのです。


    　そもそもの前提として、この短編集に収録されているお話の大半は、アニメの特典小説として執筆されたものなわけです。なので基本的な時系列としては二巻まで。《ＳＯＸソツクス》はまだ未熟でその正体を知る人も少ないなど、色々と制約が多かったわけです。


    　そんななかで！　下セカらしい！　既存のキャラが可能な限りたくさん登場するお話しを作ろうとすれば！　こうなるのは必然なのです！　主人公にテクノブレイク疑惑が生じたりするのです！　アニメの影響を受けて、轟力先輩の怪しさが増したりするのです！


    　……まあなにが言いたいかというと、全部僕の頭が悪いということですね。


    



    　以下、謝辞です。


    　今回もまた、担当編集の小こ山やま様、イラスト担当の霜しも月つき様をはじめ、関係者の方々には大変お世話になりました。アニメやコミカライズなどのメディアミックスも一通り終了し、本編もこれで最後ということで寂しくなりますが、ここまで続けてこれたことに感謝です。まさか四年も続くことになるとは。頭の中に下ネタ回路みたいなものが出来上がってしまって後戻りできない予感がぷんぷんします。発禁ギリギリの本作についてきてくれた読者の方々のおかげですね！


    　それでは、また新シリーズでお会いできるよう、これからも頑張って参ります。さよならパイパイまたいつか！
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